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　日本の国際競技力強化の中核拠点として位置づけられている「ハイパフォーマンススポー

ツセンター（以下「HPSC」という。）」では、自国開催の東京 2020 オリンピック・パラリン

ピック大会へ向けた基幹拠点としての体制や環境整備に関する取り組みを本格化させていま

す。

　この取り組みの推進については、日本オリンピック委員会（以下「JOC」という。）や日本

パラリンピック委員会（以下「JPC」という。）、中央競技団体、そしてスポーツ庁、関係機関、

地域との更なる連携及び協働が不可欠であることは言うまでもないことです。また、その取

り組みが東京 2020 大会以降に活かされ、多くの皆様に届くものとなるようデザインしていく

ことも重要と考えています。

　

　2019 年夏には、味の素ナショナルトレーニングセンター屋内トレーニングセンター・イー

スト（以下「味の素 NTC・イースト」という。）を開設しました。味の素 NTC・イーストは、

多くのパラリンピック競技アスリートの使用を前提に、様々なユニバーサルデザインを採用

し、バリアフリー環境を実現した屋内トレーニング施設です。

　これにより、異なった競技が多様に好影響を与え合うことができる HPSC の特徴（強み）

が更に大きく促進されていくものと確信しています。

　日本のハイパフォーマンス・スポーツの中核拠点として、スポーツ界はもとより社会全体

からの期待に応えられるよう、医・科学研究とトレーニングの更なる融合を念頭に置きつつ、

真摯に取り組んでいきたいと思います。

2020 年 3 月

独立行政法人日本スポーツ振興センター
ハイパフォーマンススポーツセンター長

勝田　隆
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（文責　運営調整課）
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Ⅲ 事業収支報告

科　　　　　　　　　　目 決　　算　　額

国立スポーツ科学センター運営収入
ナショナルトレーニングセンター運営収入
スポーツ及び健康教育普及事業収入

410,083
611,761
50,100

合　　　　　　　　　　計 1,071,944

科　　　　　　　　　　目 決　　算　　額

国立スポーツ科学センター運営費
ナショナルトレーニングセンター運営費
競技力向上事業費（戦略的強化）
スポーツ及び健康教育普及事業費

2,020,478
　	 1,430,688

1,484,685
85,858

合　　　　　　　　　　計 5,021,709
※支出の中には定員職員の人件費は含まれていない。

（文責　会計課）

2019 年度　収入　（自己収入）

2019 年度　支出　

（単位 : 千円）

（単位 : 千円）

※自己収入と支出との差額分については、運営費交付金等が充当されている。



Ⅳ　ハイパフォーマンススポーツセンター施設の概要 / 1　国立スポーツ科学センター　　9

Ⅳ ハイパフォーマンススポーツセンター
施設の概要

　HPSC は、国立スポーツ科学センター、味の素ナショナルトレーニングセンター、味の素フィー
ルド西が丘、フットサルコート、テニス場、戸田艇庫の管理運営を行っている。2019 年夏には味の
素ナショナルトレーニングセンター屋内トレーニングセンター・イーストが完成し、オリンピック
競技とパラリンピック競技の更なる共同利用化を図っている。

施　設　名 主な設備・機能等

ハイパフォーマンス・ジム
（低酸素トレーニング室）

トレーニング動作計測システム（映像・フォースプレート・各種センサ）、上肢プライオメト
リクスマシン、クライミングウォール、トランポリン、酸素濃度制御システム（範囲 18.6 ～
11.2%）

環境制御実験室 温・湿度実験室（温度 0～ 40℃、湿度 10 ～ 95%）、気圧実験室（大気圧～ 533hPa）
生理学実験室 呼吸循環系機能評価、筋活動記録・評価等
生化学実験室 筋肉、血液、唾液、尿を対象とした生化学的分析等
心理学実験室 脳波、心拍、筋電等の測定、メンタルトレーニングの技法等の指導
映像編集室 映像編集・エンコード等

体力科学実験室
有酸素性・無酸素性運動能力評価、筋力・筋パワー測定
大型トレッドミル（3m× 4m）

形態計測室 身体組成計測、三次元形態計測
陸上競技実験場 屋内 100m走路、走幅跳・三段跳用ピット、投てきサークル、埋込型床反力計
バイオメカニクス実験室 自動追尾型三次元動作解析システム、等速性筋力測定装置
ボート・カヌー実験場 回流水槽式ローイングタンク（流速 0～ 5.5m/ 秒）、ローイングエルゴメーター
風洞実験棟 吹出口サイズ 2.5m× 3.0m、測定部長さ 8m、気流速度 5～ 35m/ 秒

環境制御実験室

陸上競技実験場 風洞実験棟体力科学実験室（大型トレッドミル）

心理学実験室ハイパフォーマンス・ジム

1 国立スポーツ科学センター

　国立スポーツ科学センター（以下「JISS」という。） では、ス
ポーツ医・科学支援事業やスポーツ医・科学研究事業、スポーツ
診療事業等の各種事業を迅速かつ効果的に実施するため、最先端
の研究設備や医療機器が設置されている。また、屋内施設を中心
に競技種目に応じた専用練習施設やトップレベル競技者のための
トレーニング施設等、研究と実践の場を有機的に結合した機能も
有している。

（1）スポーツ科学施設



施　設　名 主な設備・機能等

診療室 内科、整形外科、歯科、皮膚科、婦人科

臨床検査室 血液検査、尿検査、呼吸機能、心電図、運動負荷試験等各種臨床検査

薬剤室 調剤、服薬指導、薬剤チェック、ドーピング防止に関する相談

栄養相談室 食事内容の栄養評価、栄養相談・指導

カウンセリング室 心理カウンセリング

放射線検査室 単純レントゲン、MRI、CT、骨密度測定

リハビリテーション室 運動療法、物理療法、水治療法等

施　設　名 主な設備・機能等

トレーニング体育館 マシン、フリーウェイト

競泳プール 50 ｍ× 8コース、水深は可動床により 0～ 2ｍまで調整可能、水球競技にも対応

アーティスティックスイミングプール 30 ｍ× 25 ｍ、水深 3ｍ、水中及び水上の音響設備

新体操・トランポリン 新体操：床面 2面、トランポリン：8台

　また、味の素 NTC・イーストの完成に伴い、射撃練習場（JISS 地下 1 階）及び アーチェリー実験・
練習場（JISS 屋外）、フェンシング練習場（JISS2 階）は 2019 年 7 月にその役割を終了し、8 月以
降は味の素 NTC・イーストの各専用練習場が活用されている。

エントランス 診察室 臨床検査室

リハビリテーション室

トレーニング体育館 アーティスティックスイミングプール 新体操・トランポリン

放射線検査室（MRI） 薬剤室

（2）スポーツクリニック施設

（3）トレーニング施設
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施　設　名 主な設備・機能等

栄養指導食堂
レストラン「R3」 116 席

宿泊室

客室 73 室（洋室シングル 70 室、洋室ツイン 1室、和室 2室）、バリアフリー
対応浴室 2室
※客室73室のうち、低酸素対応室 67 室（酸素濃度制御範囲 16.8 ～ 14.4%）、
バリアフリー対応室 13 室

特別会議室 29 席

スポーツ情報サービス室 パソコン（ビデオ編集・インターネット閲覧等）、プリンタ、CD/DVDデュ
プリケーター、スポーツ関連雑誌

研修室A・B 57 名収容×1（A）、42 名収容×1（B）

研修室C・D 18 名収容× 2

喫茶室
「New Spirit」 33 席（飲み物、軽食、売店）

託児室 未就学児対象、受入人数 5名まで

栄養指導食堂　レストラン「R3」 宿泊室 特別会議室

スポーツ情報サービス室 喫茶室「New Spirit」 託児室

（4）サービス施設



2 味の素ナショナルトレーニングセンター

　「味の素ナショナルトレーニングセンター」（以下
「味の素 NTC」という。）は、2008 年の開所当時は、
競技別の専用練習場である「屋内トレーニングセン
ター・ウエスト（味の素 NTC・ウエスト」という。）」「陸
上トレーニング場」「屋内テニスコート」及び宿泊施
設の「アスリート・ヴィレッジ」から構成されてい
たが、オリンピック競技とパラリンピック競技の更
なる共同利用化を図るために、2019 年 6 月末に味の
素 NTC・イーストが拡充・整備された。

（1）屋内トレーニングセンター・ウエスト

　2008 年 1 月 21 日に開所。2020 年 3 月現在は 9 競技の専用練習場あり、各練習場とも壁面等には
ハイビジョンカメラ等が設置され、併設のテクニカルルーム内の機器を用いて、映像分析を行うこ
とが可能である。

階　層 施　設　名 主な設備・機能等

3 階

体操 男子 6種目、女子 4種目のすべての体操種目の練習が可能

バレーボール コート 2面。コートの素材には、長尺シートを使用。

バドミントン コート 10 面。空調設備は、バドミントンのシャトルの軌道に影響が
ないように配慮。

2階

ハンドボール コート 2面。コートの素材には、長尺シートを使用。

バスケットボール コート 2面、壁面ゴール 4台設置。

共用コート すべての球技種目に対応。

1階
柔道場 5面分。833 畳。肋木及びクライミングロープを設置。

研修室 大小合わせて合計 6室。プロジェクター、音響設備
※同時通訳機器（有料）を利用可能。（最大 4ch、受信機 350 機）

地下 1階

ボクシング 常設リング 1台（仮設リングの増設も可能）、パンチングボール、サ
ンドバッグ等を設置。

ウェイトリフティング 競技プラットフォームが 1面、練習用のプラットフォームが 13 面設
置。フォースプレート（床反力計）が 4枚設置。

レスリング
レスリングマット 6面設置。壁面及び天井のハイビジョンカメラ等
と、併設のテクニカルルーム内の機器により、映像分析が可能。肋木、
クライミングロープ、鉄棒を設置。

トレーニングルーム 各種トレーニングマシンを設置。専門スタッフが常駐。

25 ｍプール リラックス、リハビリテーションを目的とする。4コース、水深 1.3 ｍ。
ジャグジーと人工炭酸泉浴槽を併設。

各階 アスリートラウンジ リラックススペース。異種競技間での交流・情報交換が可能。製氷機、
自動販売機等設置。
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バレーボール

バスケットボール

小研修室

レスリング

25mプール

体操場

ハンドボール

柔道場

ウエイトリフティング

トレーニングルーム

バドミントン

共用コート

大研修室

ボクシング

アスリートラウンジ



（2）屋内トレーニングセンター・イースト

　2019 年 6 月末に竣工。オリンピック競技とパラリン
ピック競技の共同利用を踏まえたユニバーサルデザイ
ンに考慮した設計となっている。
　施設利用者との動線を分けた見学コースを有し、
2019 年 11 月 1 日より一般有料見学のトライアル営業
を開始した。
　東京 2020 大会を見据え、見学コースは 2020 年 3 月
30 日までの期間限定営業の予定であったが、コロナウィ
ルスの世界的流行に伴い、一足早く 2 月 29 日で終了と
なった。

階　層 施　設　名 主な設備・機能等

6,4,2 階 見学コース 高さ体感展示、スポーツ医・科学に関する展示等。

5階

アーチェリー

屋内・屋外射場両方から 70 ｍの射長を確保し、標的 12・最大 36 人
が並んで練習可能。夜間照明設備を有し、屋内射場のガラス戸を開放
することで、夜間や降雨時にも練習可能。また、屋外射場には横風を
発生させる設備を設置。

トレーニングジム
パラアスリートの利用にも対応した各種マシンをはじめ、クライミン
グウォール、フリーウェイトエリア、6階ランニングコースとそれに
続く巨大なスロープを設置。

卓球
最大 28 面程度設置可能。電動間仕切にて全体を 3つのエリアに分割
可能。壁面の 200 インチプロジェクタースクリーンにハイビジョンカ
メラで撮影した競技映像を映し出すことが可能。

4階
診察室・トレーナールーム トレーナーによる施術が可能。	

ドーピングコントロール室 個室 3部屋、待合室

3階
フェンシング 30 ピスト設置。電動間仕切にて 3エリアに分割可能。ピスト、リー

ル等を床埋込式とし、フラットな床面を実現。

リカバリーエリア 交代浴、クライオセラピーを設置。チーム（複数人）での利用も可能。

2階
会議室 3室　（定員各 30 席規模）※3室を一体として利用可能。

ミーティングルーム 8室。（定員各 12 ～ 16 席規模）※2室を一体として利用可能。

1階

水泳
50 ｍ× 10 レーン、水深 3ｍ。流水プール（埋込）、人工炭酸泉設備
を併設。地下ピットの観察窓と水泳場内のカメラから水中動作の映像
を収録可能。

共用コート（A.B.C.D）

パラリンピック競技（車いすバスケットボール、シッティングバレー
ボール、ボッチャ、ゴールボール、パワーリフティング、車いすラグ
ビー等）や、一部のオリンピック競技の練習が可能。A、Bは約 42m
× 23m、C、Dは電動間仕切りを収納し約 44m× 48mの大空間とし
て利用可能。

レストラン 車いす利用にも対応したテーブルを設置。R³、SAKURA  Dining 同様、
競技者栄養評価システム（mellonⅡ）が利用可能。全 96 席。
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階　層 施　設　名 主な設備・機能等

地下１階 射撃 25m/50m射場は 15 射座、10m射場には 25 射座を備え、最新の電子
標的システムを使用。

2～ 5階 アスリートラウンジ リラックススペース。異種競技間での交流・情報交換が可能。自動販
売機等設置。

2～ 4階 宿泊室 シングル・ツイン・コネクト・和室。143 名の宿泊が可能。

トレーニングルーム 卓球

水泳フェンシング

共用コート 射撃

アーチェリー

交代浴

レストラン



（3）アスリートヴィレッジ

（4）陸上トレーニング場

　ナショナルチームの様々な合宿形態に合わせ、シ
ングルルーム、ツインルーム、和室のほか、チーム
単位での宿泊も可能なマンションタイプ（リビング
を中心に、シングルルーム、トリプルルーム、シャワー
ルーム等で構成）などの宿泊室を有しており、448 名
の人員が宿泊可能。
　宿泊室のほか、大浴場（勝湯）や食堂（SAKURA 
Dining）も併設されている。

　屋根付きの全天候型 400m トラック（6 コース）、トラックには照明設備付の屋根があり、夜間、
雨天時の練習にも対応している。トラックの内側には、天然芝で、跳躍、投てき各種目の練習施設
の他、傾斜走路、砂場走路、さらに外周にはインラインスケート・スキー走路等が整備され、さま
ざまな競技のトレーニングに対応可能である。

食堂　SAKURA Dining宿泊室　洋室

陸上トレーニング場全景 図面

大浴場　勝湯
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（5）屋内テニスコート

　全米オープンテニス会場と同様のハードコート 2 面、全仏オープンテニス会場（ローランギャロ
ス）と同様のレッドクレイコート 2 面の計 4 面を備えている。高所からの指導や映像分析用のため
のキャットウォークも設置され、天井のハイビジョンカメラ等と、併設のテクニカルルーム内の機
器を用い、映像分析を行うことができる。また、サーブ時の太陽光対策として、慣眩装置が設置さ
れており、環境への配慮から、外壁面緑化も施されている。

ハードコート レッドクレイコート



（1）味の素フィールド西が丘

（2）フットサルコート

　1972 年（昭和 47 年）、国立西が丘競技場とし
てサッカー専用競技場、庭球場などが建設され
た。サッカー場は、国際試合、天皇杯予選、全
日本大学選手権、関東大学リーグ、全日本女子
選手権、全国高校選手権などに幅広く利用され
ている。

18　 Ⅳ　ハイパフォーマンススポーツセンター施設の概要 / 3   その他施設

3 その他施設

建築面積 1,186.65m²( スタンド面積 3,460m²)

延べ面積 997.17m²

芝生面積 10,614m²( サッカーコート 105m× 68m)	
夏芝：ティフトン、冬芝：ペレニアルライグラスで通年緑化を実施

収容人員 個席=5,073 立見席=2,180 障害者席=5	
合計収容人員=7,258 人 夜間照明 : 約 1,200 ルクス ( 平均 )

その他 大会主催者の控え室として利用される大会本部室、選手更衣室 4室、飲食売店（A・Cゲートに）を設置。

　会員登録を行った団体が利用可能。会員登録
は年度更新である。

コートサイズ 15 ｍ× 25 ｍ

コート数 全天候型人工芝 2面（A,B）

更衣室 ロッカー男女各 24 台、シャワー 2室。
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（3）屋外テニスコート

（4）戸田艇庫

年度ごとに年間利用者の募集を行い、年間利用の申込をされた一般利用者が利用可能である。

戸田ボートコース（埼玉県戸田市）に隣接し艇庫及び合宿施設を運営し、トップアスリート、大学・
高校生、その他のボート競技者に利用されている。

コート数 砂入り人工芝 8面

ロッカールーム ロッカー男女各 54、シャワー 1F男女各 6、2F 男女各 2。

建築面積等
2,043 平方メートル ( 延べ 3,869 平方メートル )	
鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造　二階建

艇格納数 200 艇程度

合宿室（自炊室付属） 19 室

宿泊定員 240 人

（文責　施設管理課）

艇庫前 艇庫内 合宿施設食堂

屋外テニスコート クラブハウス



１．開催概要
　ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンスは、
HPSC の持つ強み・機能を活かし、日本のハイパフォー
マンススポーツにおける競技力向上及びそれに寄与す
る取組みを推進することを目的に、2017 年度から毎年
1 回開催している。第 3 回目となる 2019 年度は、開催
が迫る東京 2020 大会に向けた情報共有のほか、ポス
ト 2020 のスポーツ界の在り方や展望について議論・
検討することを目的にテーマを設定した。

日　時：2019 年 10 月 28 日（月）13:00 ～ 18:10
　　　　10 月 29 日（火）9:00 ～ 17:00
会　場：味の素 NTC・ウエスト エントランス、研修室
　　　　JISS 陸上競技実験場
テーマ：東京 2020、そしてその先へ

２．実施内容
（1）セミナー / ミニセッション
　はじめに、英国スポーツ研究所（English Institute 
of Sport）所長のナイジェル・ウォーカー氏と、過去
4 大会でブラジル選手団副団長を務めた元ブラジルオ
リンピック委員会のグスタボ・ハラダ氏から、オリ
ンピック・パラリンピックの自国開催経験を踏まえ、
大会直前の対策や取組み等を共有いただいた。
　続いて、スポーツ医・科学の観点から、プレッシャー
対策、暑熱対策、コンディショニング、トレーニン
グについて HPSC の研究員や国内研究者等から紹介
した。特別講演には、多くのトップアスリートへの
サポート経験を持ち、世界的に著名な研究者でもあ
るイニゴ・ムジカ氏をお招きし、科学的根拠に基づ
くリカバリーとテーパリングの方法が紹介され、最
も多くの参加者を集めた。

　この他に、ポスト 2020 を見据えた中長期的な取組
みとして、女性アスリート支援、デュアルキャリア、
アスリートパスウェイ、競技団体における中長期戦
略の活用等、様々なトピックスについて、2 日間計

13 のセミナーを実施した。
　また、ミニセッション会場でも、HPSC が実施す
る各事業の進捗報告や関係団体からの研究成果発表
等を行い多くの参加者を集めた。

（2）ブース展示 / ポスター展示
　陸上競技実験場の展示エリアでは、HPSC の事業
紹介やスポンサー企業による展示等を行った。アス
リートへの医・科学支援を紹介する体験コーナーで
は、スタッフ立会いのもと、実際に使用している映
像システムやデータベース、フィットネスチェック

（以下「FC」という。）用の機器等を展示した。
　また、ポスター展示には、HPSC の研究員による
研究発表や、連携団体との共同事業の成果発表等、
計 47 枚のポスターが出展された。熱心にポスターに見
入る参加者も多く見られ、2 日目昼のポスターセッショ
ンでは参加者と研究発表者の活発な交流があった。

Ⅴ 事業報告

1 ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンス 2019 の開催

写真 1 ナイジェル・ウォーカー氏による基調講演

写真 2　ミニセッション

写真 3　ブース展示（医・科学サポート体験コーナー）

写真 4　ポスターセッション
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3. 参加者
　参加者は 2 日間で 470 名（招待者を含む。）と
2018 年度から約 30 名減となったが、事前参加申
込者の参加率は 92% と、2018 年度の 68％を大き
く上回った。これは、参加費有料化に伴う参加意
識の向上によるものと思われる。
　学生を除く一般参加者の所属区分は教育機関、
企業、競技団体が各 20% 前後と多数を占めた（表 1）。
　また、所属を問わず、中央競技団体（以下「NF」
という。）関係者は全体の 25% であった。

4．運営
　カンファレンスをより良いものとするために、
年度開始前に実施体制の見直しや日時・会場の検
討を行った。4 月から隔週で実行委員会を開催し、
進捗状況の共有や審議を重ねて準備を行った。ま
た、今後の実施継続性も見据えて業務整理を行い、
役割分担やスケジュールの明確化、関係資料の整
備等を進めた。さらに HPSC 職員に向けて随時準
備状況等の情報発信に努めたほか、開催後には職
員アンケートや実施報告会を行った。

5. 新たな取組み
　2019 年度からの大きな変更として、参加費の
有料化があげられる。参加費は一般 4000 円、学
生 2000 円とし、支払方法は日本スポーツ振興セン
ター（以下「JSC」という。）のイベントとして初
めてオンラインクレジットカード決済を導入した。
また、スマートフォン等での閲覧性向上のためレ
スポンシブウェブデザインを採用した特設サイト
を設置し、プログラム、セミナー等の内容、登壇者
略歴等を随時更新して事前の情報提供を充実させ
た。当日は、QR コードの提示による受付に変更し、
受付混雑の緩和と来場者管理の効率化を図った。
　企業協賛においては、2018 年度実施した広告協
賛に加え、ブース出展やロゴ掲出の特典など協賛
規模を拡大したパートナー企業を募集し、2 社か
ら協賛を得た。その他、ランチセッションへの協
賛やノベルティグッズ提供等、計 28 社に協賛いた
だき、協賛収入は 2018 年度の約 3 倍に増加した。

6．まとめ
　2019 年度から参加費を有料としたが、同時に実
施内容や運営方法を見直し改善に取り組んだこと
もあり、参加者アンケートの満足度は昨年度から
6％増の 98％（満足 52％、やや満足 46％）となった。
回答者の約半数が参加目的に「最新知見・情報を
取得するため」を挙げており、今後もハイパフォー
マンススポーツの最前線からの情報発信が期待さ
れる。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部）

医・科学スタッフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26.1％ 

学生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18.9％

指導者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14.8％

研究者 /教員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11.7％

事務職員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5.7％

アスリート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1.4％

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21.4％

表 1　一般参加者 所属区分

表 2　一般参加者 役職区分

写真 5　パートナー企業ブース（富士通株式会社）

写真 6　 クロージングセッション「東京 2020、そしてその先へ」パネルディスカッション

※ 1 中央競技団体以外の競技団体を含む。
※ 2 教育委員会を含む。

教育機関（大学等）　　　　　　　　　　　　　　　　　 39.0％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［学生以外 21.1％ ]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［学生 17.9％ ]

企業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　19.6％ 

競技団体（※ 1）　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　18.7％ 

地域スポーツセンター　　　　　　　　　　 　　　　　　　5.5％ 

自治体（※ 2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.9％ 

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　14.3％ 



１. 中長期の強化戦略プランの実効化を支援す
　 るシステムの確立に向けて
　本事業は、JSC、JOC、JPC で構成し、HPSC
に設置される「協働チーム」の活動と連携し
て行われる。その目的は、各競技団体の強化
戦略プランの実効化を支援するとともに、オ
リンピック競技とパラリンピック競技を一体
的に捉えた戦略的な統合強化に向けた支援を
行うことである。具体的には、各競技団体の
強化戦略プランに基づく育成・強化の PDCA
サイクルにおける各段階で、多面的にコンサ
ルテーションやモニタリングを行うことなど
で課題等を明確にし、関係機関と情報共有を
図る活動を推進し、各競技団体での強化戦略
プランが実効化されることを目指している。

２. ハイパフォーマンススポーツにおける連携・
　 協働体制の整備
　本事業では、JOC、JPC、日本スポーツ協
会（以下「JSPO」という。）、スポーツ庁な
どの我が国のハイパフォーマンススポーツに
おける包括的な方向性や方針策定に関する組
織・部署間の連携を促進した。
　また、オリンピック競技及びパラリンピッ
ク競技の各競技団体とコミュニケーションを
図ることができる体制を整備することで、競
技団体ごとの個別具体的な課題解決策を創出
するなど、強化戦略プランに基づく各競技団
体の育成・強化における PDCA サイクルへの
多面的な支援を行った。

３. 競技団体とのコミュニケーションによる情
　 報の収集及び提供
　競技団体との会議やミーティング、強化現
場での面会等を通じて、強化責任者及び強化
を担当するコーチ、スタッフ等とコミュニ
ケーションを図り、強化戦略プランの進捗状
況の確認（モニタリング）を行った。
　また、そのようなコミュニケーションの機
会を通じて、効果的な強化戦略プランが策
定、実施されるための支援として、課題を整
理、抽出、分析し、課題解決策を立案するた
めの各種情報及び機会を競技団体に提供して
いる。さらに進捗確認を通じて得られた情報
は後述するコンサルテーションの実施等に活
用されている。
　これらの活動は、競技団体ごとに配置してい
る担当者が実施し、年度内に 160回超行った。

４. 協働チームによるコンサルテーションの
　 実施
　競技団体の強化戦略プランに基づく育成・
強化における検証段階での支援として、競技
団体の強化責任者と協働チームの対面による
会議（協働コンサルテーション）を 99 競技・
種別に対して実施した。
　本会議では、日常のコミュニケーションを
基に一元管理された競技団体の情報を協働
チームに共有し、競技団体が設定する 4 年先
及び 8 年先のオリンピック・パラリンピック競
技大会における中長期目標や強化戦略プランの
進捗状況を確認する。また、協働チームより、
強化戦略プランに記載された目標を達成するた
めの課題を明確にし、課題を解決するための情
報を競技団体へ提示した。
　さらに本会議を通じて、協働チームによる
強化戦略プランの実行性についての評価を
行った。

５. 強化戦略プランの策定支援のためのワーク
　 ショップ
　各競技団体が策定する強化戦略プランの更
なる品質向上を図ることを目的に、自転車競
技（トラック）、フェンシング競技における強
化戦略プランとそれに基づく強化活動に関す
る事例を紹介するとともに、参加者同士での
成功事例や課題の共有、課題解決に向けた議
論を行うワークショップを実施した。同内容
のワークショップを 2 回開催し、延べ 28 団
体が参加した。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部戦略課）

2 強化戦略プランの実効化支援

（1）オリンピック・パラリンピック競技の統合強化支援

写真　ワークショップでの参加者同士の議論・情報共有
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1. 目的・背景
　本事業の目的は、パリ 2024 大会及びミラノ・
コルティナダンペッツォ 2026 大会において金メダ
ル獲得が期待される若手有望アスリートの海外強化
活動に対する支援と、そのアスリートのために組織
化したコーチ、トレーナー等による海外強化活動に
対する支援の充実を図ることである。

２. 実施内容
（1）ターゲットアスリート
　パリ 2024 大会及びミラノ・コルティナダンペッ
ツォ 2026 大会において金メダル獲得が期待される
以下 12 名の選手を選定し、ターゲットアスリート
としている。
　本事業は、ターゲットアスリートの所属する以下
6 競技団体へ海外強化活動に係る業務を委託し、
実施した。

（2）戦略的な海外強化活動
　本事業で実施する活動は、「日本では受けられな
い専門家からの指導を受ける」、「日本にはいない
トレーニングパートナーとトレーニングを行う」、

「日本で揃えることのできない環境 ( 施設 ) を活用
する」という 3 つの要素で構成される。
　当該競技団体において、戦略的に海外強化活動
が実施できるよう「ターゲットアスリート海外強
化プラン」をターゲットアスリートごとに策定し、
その内容に基づく活動を行った。
　年度末には、学識経験者、オリンピアン、パラ
リンピアン等から構成される事業推進アドバイ
ザーが参加する検証・評価会議を実施し、ター
ゲットアスリートごとに活動を振り返るとともに、
2020 年度に向けた改善策の検討を行った。

（3）ターゲットアスリート向け双方向型ワークショ
　　ップ「有望ラボ」
　ターゲットアスリート同士の交流と情報提供を目
的として「有望ラボ」を実施した。
　本プログラムでは、「パフォーマンス発揮のため
のリカバリー」をテーマとして、ハイパフォーマン
ススポーツにおいて活用できるスポーツ科学のワー
クショップを JISS 研究員が行った。
　具体的には、ターゲットアスリートへ表 2 に示す
内容についての質問を投げかけ、それに対する各ア
スリートからの回答をもとに講師が専門的な知見
を踏まえた情報提供を行った。

３. 成果
　本事業では、ターゲットアスリートが必要とする
海外トレーニング施設での一元的、効率的なトレー
ニングを行う機会や、国際経験の豊富なコーチに
よる指導を受ける機会を創出した。
　また、本事業のターゲットアスリートから、東京
2020 大会の出場内定者を 4 名輩出している（2020
年 3 月 31日時点）。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部戦略課）

3 次世代トップアスリートの育成・強化

（1） 有望アスリート海外強化支援

分野 内容 担当部門

コンディ
ショニング

リカバリーやコンディショニ
ングの考え方について スポーツ科学部

生理学 リカバリーにおける睡眠につ
いて スポーツ研究部

栄養学 最適なリカバリーのための栄
養摂取について

スポーツメディ
カルセンター

表 1　ターゲットアスリート一覧

表 2　ワークショップ概要

写真　有望ラボに参加した選手（左よりサニブラウン選手、
　　　金戸選手、川上選手）

競　技　団体 ターゲットアスリート
陸上競技 サニブラウン　アブデルハキーム

卓球

張本　智和

平野　美宇

伊藤　美誠

早田　ひな

柔道
阿部　一二三

芳田　司

水泳・飛込 金戸　凜

テニス
綿貫　陽介

佐藤　久真莉

スキー
・スノーボード

三木　つばき
川上　蒼斗



1. 目的・背景
　本事業は、パリ 2024 大会及びミラノ・コル
ティナダンペッツォ 2026 大会をターゲット大
会とし、持続的にメダルを獲得できる競技・種
別を増加させていくことを目的としている。ま
た、日本人が将来メダルを獲得できる可能性の
ある競技・種別をターゲットスポーツとし、継
続的に直近の世界選手権等で 8 位以上に入る選
手やチームであるメダルポテンシャルアスリー
ト（以下「MPA」という。）を輩出できる育成・
強化システムの確立をミッションとした。

２. 実施内容
（1）ターゲットスポーツ
　外部有識者から構成される選定会議によっ
て直近 2 大会連続してメダルを獲得したオリ
ンピック競技・種別及び連続して金メダルを獲
得したパラリンピック競技・種別を除いた全て
の競技・種別から 14 競技・種別を選定した。
2017 年度に選定した 3 競技・種別と合わせて
2019 年度は 17 競技・種別（表）を本事業のター
ゲットスポーツとした。
　本事業は、育成・強化システムの確立に向け
た業務をターゲットスポーツに該当する競技団
体へ委託し、実施した。

（2）アクションプランに基づく活動を通じたマ
　ネジメントサイクルの構築
　本事業では、育成・強化活動が戦略的に取り
組まれるよう、ターゲットスポーツごとに「次
世代アスリート育成・強化プラン」を策定し、
その内容に基づき活動を実施した。

（2）次世代ターゲットスポーツの育成支援

　学識経験者、オリンピアン、パラリンピアン
等から構成される事業推進アドバイザーが参加
する検証・評価会議を実施し、ターゲットスポー
ツごとの活動、成果を振り返るとともに、2020
年度に向けた改善策の検討を行った。

写真　外部有識者を交え、ターゲットスポーツ関係者と事業
　　　のプロセスと成果の振り返りを行う検証・評価会議

（3）ターゲットスポーツ間での相互学習機会の
　提供
　ターゲットスポーツの本事業担当者が会し、
それぞれの成功事例や課題を共有することを目
的として担当者会議を実施した。本会議を通じ
て、ターゲットスポーツ間の相互学習の機会を
創出、提供した。

３. 成果
　本事業においては、全てのターゲットスポー
ツに対して検証・評価を行い、改善が必要な場
合は 2020 年度の計画策定時に介入型の支援を
行う仕組みを創出したことは成果の一つであ
る。
　また、2019 年度はターゲットスポーツから
60 の MPA を輩出しており、事業の最終目標に
向けて順調に進捗している。
　さらに 2019 年度はこれまで本事業の対象と
してきたターゲットスポーツにおいて、鈴木雄
介選手、山西利和選手（陸上競技・競歩）、梶
原悠未選手（自転車・トラック）の世界選手
権での優勝など成果が顕在化している。また、
2019 年度より対象となったターゲットスポーツ
においても、世界選手権で優勝した森ひかる選
手（トランポリン）、4 位となった宇田秀生選手

（パラトライアスロン）などの競技成績が成果
として挙げられる。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部戦略課）

表　ターゲットスポーツ一覧（選定時期別）
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2017 年 6 月選定
・7人制ラグビー（女子）
・空手
・5人制サッカー（男子）
2019 年 3 月選定
・新体操団体（女子）
・フェンシングフルーレ（女子）・エペ（女子）
・卓球（男子）
・バドミントン（男子）
・テコンドー 58kg 級（男子）・49kg 級（女子）
・車いすテニス
・パラトライアスロン肢体不自由（男子）・視覚障がい
（男子）
2019 年 7 月選定
・陸上 4 × 400m リレー（男子）
・スキークロス・スノーボードクロス
・トランポリン（女子）
・BMXフリースタイル
・スケルトン
・パラ・パワーリフティング
・パラ水泳 S種目・SB種目（女子）
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1. 目的・背景
　女性アスリートは、国内における国際レベ
ルの競技大会が少なく、ハイレベルな競い合
いの機会も少ないことから、女性アスリートの
パフォーマンスをトランジション、ブレイクス
ルーさせることが難しく、パフォーマンスを向
上させる機会が限られているという現状にある。
　そこで「女性アスリートの強化支援」として、
女性競技種目において不足している競技大会を
強化戦略と連動させて実施することで、高水準
の競技機会と各競技の状況に合わせた指導や講
習会を組み合わせた教育プログラム等を提供
し、効果的に女性アスリートの国際競技力を強
化するための新たな取り組みを実施した。

２. 事業内容
　本事業は、公益財団法人全日本スキー連盟及
び公益財団法人日本アイスホッケー連盟へ競技
会の開催に係る業務を委託し、実施した。

（1）スノーボードスロープスタイル・ビックエア
　競技年齢が若年化しているスロープスタイ
ル・ビックエア種目において小学校高学年から
高校生までの女性アスリートを対象とした。プロ
グラムでは、夏季及び冬季トレーニング合宿、国
際基準レベルの競技コースにて競技会を開催し
た。また、JISS や地域で活動する人材とプログラ
ムの企画・運営を連携し、成長期の女性アスリー
トに特化した栄養・心理・婦人科講習等の教育
プログラムを実施し、選手のみならず地域指導
者、保護者もプログラムの参加対象とした。

写真　冬季に開催する競技会に向けて競技レベルに応じた練
　　 習を行うトレーニング合宿を夏季に開催した

（2）アイスホッケー
　2018 年度にカナダ・オンタリオ州代表を招聘
し U16 を対象とした競技会を実施したのに続
き、2019 年度は U18 を対象にヨーロッパ強豪
であるドイツ、スイス、スロバキアの 3 か国を

招聘し、国際レベルの競技会としてチャレンジ
マッチを開催した。また、国際レフェリースー
パーバイザーを招聘したレフェリークリニック
を競技会と同時開催し、国際経験の少ない国内
レフェリーが国際基準のレフェリングを学ぶ機
会を創出した。

写真　ヨーロッパから強豪国を招聘し、U18 年代を対象と  
　 した競技会を開催した

３. 成果
　本事業の実施により、女性アスリートの国際
競技力強化における課題や改善点を抽出するこ
とで、女性アスリートの育成・強化のための体
制、プログラムの基礎を確立し、事業終了後の
継続性も考慮した持続的な取り組みを創出し
た。また、本プログラムに参加した女性アスリー
トが、第 3 回ユースオリンピック冬季競技大会

（2020/ ローザンヌ）に参加し、アイスホッケー
女子、スノーボードビックエアで金メダルを獲
得し、アイスホッケー NOC 混合 3on3 で銅メダ
ルを獲得した。
　ジュニア世代の女性アスリートに対し、国際
的な競技会やトレーニングの機会を提供するこ
とのみならず、女性アスリートに特化したス
ポーツ医・科学に関する知識の提供、トップア
スリートを目指すうえでの意識付け、保護者や
地域指導者、レフェリーなど競技を支えるアン
トラージュに対してもアプローチすることが、
女性アスリートにおけるパフォーマンスのトラ
ンジションやブレイクスルーを生み出す触媒と
なり、本事業に参加した女性アスリートが主要
な大会において一定の成果を残すことができ
た。
　国際経験が不足する女性アスリートが国際大
会において実力発揮するためには、中高生年代
での高い水準での競争と学習の機会提供が重要
であることを確認できた。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部戦略課）

（3）女性アスリートの強化支援



1．概要
　本事業は、将来性の豊かなタレントを効果的
に発掘・育成するとともに、各競技団体での本
格的な育成・強化コース（アスリート育成パスウェ
イ）に導くことができるようにするなど、強固で
持続可能なアスリートの発掘・育成システムを戦
略的に開発・支援することを目的としている。

2. 実施内容
（1）パスウェイ科学支援
①「日本版 FTEM」及び「パスウェイヘルス
　チェック」の展開
　「日本版 FTEM」とは、日本の競技スポーツ
の基盤を踏まえたスポーツとアスリート育成の
包括的な枠組みである。2019 年度は、「日本版
FTEM」をハイパフォーマンススポーツカンフ
ァレンス 2019 で広く周知した。また、競技別
育成パスウェイモデルの構築のトライアルを 2
競技団体と実施した。「日本版 FTEM」のワーク
ショップ等で活用できる扇子型チラシ（写真 1）、
ウェブサイト（https://pathway.jpnsport.go.jp/
ftem/index.html）、及び日本版 FTEM の理解を
促進する動画を制作した。
　「パスウェイヘルスチェック」は、NF にお
けるアスリート育成パスウェイの現状と課題を

「日本版 FTEM」に即して簡便に把握するため
のセルフチェックツールである。2018 年度に開
発した「パスウェイヘルスチェックｖ 2.0」を活
用し、2019 年度は回答者に対する迅速なフィー
ドバックを行うため、一目で全体像を把握する
ダッシュボード機能を持ったフィードバック
シートを開発した。また、3 競技団体に対して
ヘルスチェックからフィードバックまでのトラ

イアルを実施した。その結果、競技団体内のディ
スカッションを促進するためのツールとして有
効である可能性が示された。
②アスリートパスウェイシステム（APS）の機
　能改修
　APS は、地域タレントをはじめとしたアス
リート育成パスウェイに関連するデータや情報
を蓄積・共有し、適宜アウトプットすることが
できるデータベースである。2019 年度は、地域
タレントの体力データを効率よく収集し、質の
高い即時フィードバックを可能にする機能の整
備を行った。2020年2月現在、1,789名のアスリー
トの体力測定等のデータ 11,842 件が格納されて
いる。
③ハイパフォーマンス・サイエンス・リテラシ 
　ー・プログラム（HPSL）のパッケージ化
　HPSL は、将来有望なアスリートがスポーツ
科学の基礎を理解し、主体的に自らの競技力向
上と健康づくりに活用できるようになることを
目指す学習プログラムである。昨年度に続き、
北海道のタレント発掘・育成事業においてトラ
イアルを実施した。実施に際し、HPSL の「セッ
ションスライド」を JISS 専門スタッフと共同で
作成した。過去の 2 年分のプログラムと合わせ
3 年間のカリキュラムが 1 つのパッケージとし
て完成した。また、新たな情報提供手段として
インフォグラフィック 2 点（「水分補給」「ウォー
ミングアップ」）を開発した。
　また、HPSL が地域や NF においてより有用
な内容となるよう、北海道トライアル参加アス
リート 17 名、地域タレント発掘・育成（TID）
事業担当者 45 名を対象にアンケート調査を行っ
た。2020 年度以降は開発したパッケージの他、

写真１　日本の競技スポーツの基盤を踏まえたスポーツとアスリート育成の包括的な枠組み
　　　　「日本版 FTEM」（衣笠ら , 2019）の扇子型チラシ

（4）アスリートパスウェイの戦略的支援
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地域における展開を試行する。
④研究開発
　パラリンピック競技研究の最新動向を調査す
ることを目的に、国際パラリンピック委員会主
催「VISTA カンファレンス 2019」（オランダ）
に参加した。JSC から 3 件の情報発信を行った

（口頭発表：1 件、ポスター発表：2 件）。

（2）ワールドクラス・パスウェイ・ネットワー
　ク（WPN）の推進
　JSC ではアスリートパスウェイの基盤となる
地域のタレント又はアスリートを効果的、効率
的に発掘するために各都道府県が実施する地域
タレント発掘・育成事業と、本事業における各
種プログラムを包括的に連動させるネットワー
ク体制「WPN」を推進している。2020 年 3 月
現在の加盟地域は昨年度から 5 地域増加し、34
地域（表 1）となった。今後も加盟地域増加を
目指す。

　WPN 加盟地域に対しては連絡会議及び研修
会を開催し、他のタレント発掘・育成事業の動
向等に関する情報を共有するとともに、各事業
の高品質化に向け意見を交換した。また、WPN
ニュースをメール配信し、情報提供を図ったほ
か、昨年度配信した TID に関するニュースを編
纂し、「What is TID ？」として冊子化した。

　2020 年 1 月に開催された第 3 回ユースオリン
ピック冬季競技大会（ローザンヌ）には、WPN
加盟の 4 地域（北海道、岩手県、長野県、香川県）
から 15 名（競技に専念するため途中でプログ
ラムを辞退した 2 名を含む）が年代別代表選手
として出場した。

（3）コンソーシアム形成による地域パスウェイ
　の高品質化
　地域から NF の育成コースに続くパスウェイ
の構築には、地域のスポーツ行政を管轄する組
織や競技団体、コーチなど様々なステークホル
ダーの協力が欠かせない。しかしながら、組織
を超えた連携には大小の課題があり、なかなか
進まないのが現状である。そこで、各競技別の
コンソーシアム及び地域ブロックのコンソーシ
アムの構築を委託し、地域パスウェイの高品質
化に取り組むこととした。
①競技別コンソーシアム
　応募のあった NF に委託し、特定の競技種目
について地域パスウェイの構築に取り組んだ。
事業推進にあたっては競技団体と連携を希望す
る地域を WPN 加盟地域から募集した。競技団
体は応募があった地域から条件にあった地域を
選定し、地域競技団体とも連携してコンソーシ
アムを組織した（表 2）。各地域タレントから対
象競技種目に適性があるタレントが選出され、
NF が持つ育成プログラムにより、地域コーチ
と連携しながら練習会が行われている。

写真 2　クライミング（スピード種目）練習会の様子

北海道 北海道 東海 静岡県三島市

美深町 愛知県

上川北部 三重県

東北 青森県 岐阜県

岩手県 近畿 京都府

宮城県 兵庫県

秋田県 和歌山県

山形県 中国 鳥取県

福島県 岡山県

関東 栃木県 広島県

群馬県 山口県

埼玉県 四国 香川県

東京都 愛媛県

神奈川県 高知県

北信越 新潟県長岡市 九州 福岡県

長野県 佐賀県

大分県

宮崎県

表 1　WPN　加盟地域一覧



②地域ブロックコンソーシアム
　複数の地方公共団体からなるコンソーシアム
を形成し、ブロック単位での地域パスウェイに
関係するトレーニング環境、競技大会、コーチ
ング環境などを整備することで、地域パスウェ
イの高品質化を目指した。これまでは、各県単
独での育成強化が主だったが、本事業を通して
地域のコーチ間の連携ができ、合同合宿等が開
催されるようになった。また、NF のコーチと
もネットワークができたため、最新の指導方法
が地域で取り入れられるようになった。

（4）ジャパン・ライジング・スター・プロジェクト
　（J-STAR プロジェクト）
　本プロジェクトは競技を特定したタレント発
掘・検証を全国規模で実施するために、JSPO
に委託し、JOC、日本障がい者スポーツ協会（以
下「JPSA」という。）、JPC、NF 及び地方公共
団体等と連携して 2017 年度より実施している。
　2018 年度の 2 期生までは対象競技種目の拠
点となる地域体育・スポーツ協会に再委託して

事業を実施していたが、2019 年度からは実施
を希望する NF に再委託して事業を実施してい
る。
　2019 年度対象競技種目は表 4 のとおり。

　2019 年度の応募対象者はオリンピック競技
では中学生・高校生、パラリンピック競技は中
学生以上で、2019 年度の応募者数はオリンピッ
ク競技 765 名、パラリンピック競技 109 名の
874 名だった。
　エントリー（第 1 ステージ / 書類選考）を通
過した者は各地域で実施される測定会（第 2 ス
テージ）に参加する。2019 年度はオリンピッ
ク競技 7 会場、パラリンピック競技 4 会場で実
施されたほか、WPN 加盟地域に協力を依頼し、
サテライト会場として岩手県、栃木県、静岡県
三島市、山口県の 4 地域でも測定会を実施した。

その後、各競技団体による検証プログラム（第
3 ステージ）へはオリンピック競技 32 名、パ
ラリンピック競技 37 名が進んでいる。
　プログラムを修了した 1 期生、2 期生からは
すでに 24 名が NF の育成・強化システムに進
んでおり、今後の活躍が期待される。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部開発課）

表 2　競技別コンソーシアム委託先一覧

表 4　J-STAR プロジェクト対象競技種目一覧

表 3　地域ブロックコンソーシアム委託先一覧

写真 3　岩手県サテライト会場での測定の様子

公益社団法人　日本ライフル射撃協会

種目：ライフル・ピストル
連携地域：山形県・埼玉県・愛知県

公益社団法人日本トライアスロン連合

種目：トライアスロン
連携地域：埼玉県・福岡県

公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会

種目：スピード
連携地域：岩手県・鳥取県・愛媛県

公益財団法人全日本スキー連盟

種目：モーグル・エアリアル
連携地域：北海道美深町・福島県・広島県

東北ブロックTID研究会

参加地域：山形県・岩手県・秋田県・福島県

対象競技：カヌー・トランポリン

高知県（四国ブロッククローバーTID）

参加地域：高知県・愛媛県・香川県

対象競技：ライフル射撃・トランポリン

九州タレント発掘・育成コンソーシアム

参加地域：福岡県・大分県・宮崎県・佐賀県・長崎県・
熊本県・鹿児島県・沖縄県

対象競技：フェンシング（エペ）・ホッケー（女子）・
　　　　　　　　　　7人制ラグビー（男子）・アーチェリー

オリンピック競技

水泳（飛込 )、ハンドボール（女子）、ボート、
7人制ラグビー（女子）、ウエイトリフティング

パラリンピック競技

陸上競技（身体障がい）、ボッチャ、
アイスホッケー、パワーリフティング、
車いすフェンシング、水泳（身体障がい）
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1. 背景・目的
　我が国の各 NF は、東京 2020 オリンピック・
パラリンピック競技大会及びそれ以降におい
て、継続的な競技力強化を行う体制整備が急務
である。その支援の一環として、JSC は、国内
外のコーチ育成関係機関との連携・協働のも
と、NF の強化現場の運営責任者となる「ハイ
パフォーマンスディレクター（以下「HPD」と
いう。）」や、オリンピックやパラリンピックな
どの主要国際大会において継続的にメダル獲得
を実現させる「ワールドクラスコーチ（以下

「WCC」という。）」の育成プログラムを開発・
実施する運びとなった。

２．実施概要
（1）集合研修
　日本における HPD/WCC それぞれの資質を
培うための要素を取り入れたカリキュラム及び
運用マニュアルを作成し実施した。

写真 1　研修の様子

（2）実地研修
　集合研修で得られた知識や様々な学びを受講
者が現場で実践的に活用した。また、受講者が
集合研修の事後課題をコミュニティページに掲
載し、受講者同士でフィードバックすることとした。

（3）アセスメント
　行動特性把握ツールを活用して様々な観点から
受講者をアセスメントした。この結果を専門の講
師から受講者へ研修中にフィードバックすること
により、受講者が自身の強みと弱みを把握した。

（4）メンタリング
　受講者それぞれに“メンター”をつける、メ
ンター制度を設けている。日本国内のスポーツ・
ビジネス・学術分野の方々と受講者を事務局が
マッチングした。受講者は、最終成果物（最終
プレゼンテーション）を制作するにあたってメ
ンターからも助言をもらい、受講者自身の職務
における課題や自身の成長に対して自由に相談
できる環境を整備した。

写真 2　メンタリング（1 対 1）の様子

（5）海外研修
　JSC が連携協定を結ぶ、オーストラリア・ス
ポーツコミッションのオーストラリア国立ス
ポーツ研究所にて 8 日間にわたり海外研修を実
施した。ビジネススキルプログラムの受講や
コーチング現地視察の他、カンファレンスに参
加した。

３．まとめ
　本育成プログラムは 2 年プログラムであり、
2019 年度は 1 期生 8 名（2 年目）と 2 期生 12 名（1
年目）が研修に参加した。実施 2 年目の 2019
年度は、2018 年度、1 期生が実施した際の課題
に対する対応策をたて、2 期生のプログラム運
営に活かした。例えば、海外研修の事前学習と
して国内でナショナルチームの練習を見学し、
関係者とディスカッションができる機会を創出
した。
　また、本事業は 2020 年度で終了することが
決まっているため、プログラムの移管に向けた
情報収集と移管先を絞る作業を行った。2020
年度に向けて具体的に移管に向けた実務を進め
ていく。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部開発課）

4 競技力強化を支える人材育成とネットワーク構築

（1） ハイパフォーマンス統括人材の育成支援

写真 3　海外研修の様子



1. 背景・目的
　平成 27 年度スポーツ庁委託事業「トップアス
リートの強化・研究活動拠点の在り方に関する調
査研究」報告書において、強化・研究活動拠点の
今後の在り方について以下のように提言されてい
る。『「相対的にみた中核拠点及び全体システム」
においては、各拠点を「一体のネットワーク」と
して捉えた新たな「NTC システム」の上で、「ハー
ド、ソフト・ヒューマン」各機能のデザインを行
うこと、また「ビジネス・コオペレーション（事
業協力関係の構築）」を担うプロフェッショナル
人材の発掘・育成・登用・配置が肝要である。そ
の運用においては、情報テクノロジーの活用が不
可欠と言える。」』
　本事業はこの提言の具現化を支援するものであ
る。全国の強化拠点等において、HPSC と同様に
トレーニング拠点と医・科学拠点が連携協働しな
がら、競技団体が実施するアスリートの発掘・育成・
強化活動を支援するため、国内の地域スポーツ医・
科学センター、体育系大学等との連携を推進し強
化拠点のネットワーク化を次のような仕組みの構
築により実現することを目指した。全国を複数の
エリア（複数の都道府県にまたがる HPSC が指定
した範囲）に分け、エリア毎にこれを統轄する連
携機関を設置し、エリア毎のネットワークを構築
する。連携機関を通して HPSC は全国に点在する
強化拠点を医・科学を含む、多方面から支援する。
　本事業は当面の目標を HPSC と同様の品質の
支援が可能なモデルエリア設立を目指すこととし
た。モデルエリア設立を通して得た知見、経験を
活用し、全国へ支援を実施するエリアを拡大して
いくことを目指している。

2．実施概要
　2019 年度は連携・協働推進、ネットワークプラッ
トフォーム整備、HPC 支援プログラム推進、事業
推進の 4 つのワーキンググループ（WG）を設置し、

事業を推進した。それぞれの WG の実施内容につ
いては以下のとおりである。

（1）連携・協働推進 WG： 関係部署等との連絡調
整等を通し、本事業が効率的、効果的に推進する
よう努めた。また、2019 年度は、事業概要説明会
を実施し（札幌（1/29）、大阪（2/5）、福岡（2/17））、
本事業の方向性及び進捗について、国内関係団体
に説明する場を設けた。説明会後には意見交換会
を設け、各参加者と個別にコミュニケーションを
とり、意見、要望等の収集に努めた。参加者は 3
会場で 82 名であった。アンケート調査を実施し
たところ、82 名中 79 名から回答を得ることがで
きた。本事業の目的や内容を理解できたか、とい
う質問に対し、77名（97％）が理解できた、と回
答した。このことから、本説明会の趣旨である、
事業に関する理解を深める、という観点では目標
を達成することができたと考える。また、HPSC
と連携したい、もしくは検討したいと回答したも
のは、57 名（72％）と、事業内容を理解した上で、
多くの参加者が HPSC との連携を考えたことが明
らかになった。今後、関係団体とのネットワーク
を維持する活動を継続する必要があることが示唆
された。

（2）ネットワークプラットフォーム整備 WG：本
WG は「リソース共有システムの整備」と「データ

（2） ハイパフォーマンスセンターネットワークの構築事業

❶　HPSC 機能の地域展開

図 1　設問「ハイパフォーマンスセンターネットワークの
　　　構築事業の目的や内容を理解できましたか。」回答

図 2　設問「今後、本事業で HPSC と連携したいですか。」
　　　回答

写真 1　事業概要説明会の様子（北海道）
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全体	

ハイパフォーマンスセンターネットワークの構築事業	

①	
[値]人	

[パーセ
ンテー
ジ]	
②	
[値]人	

[パーセン
テージ]	

③	
[値]人	

[パーセン
テージ]	

①非常にそう思う	

②そう思う	

③どちらでもない	

④あまりそう思わない	

⑤全くそう思わない	

無回答	

ｎ＝79	

③
2人
3％

②
47人
59％

①
30人

38％

全体	

ハイパフォーマンスセンターネットワークの構築事業	

①連携をしたい	

②連携を検討している	

③将来的に連携を検討したい	

④連携を検討する予定はない	

無回答	

ｎ＝79	

④
1人
1％

③
15人
19％

①
46 人
58％

②
11人
14％

無回答
6人
8％
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Ⅴ　事業報告 / 4　競技力強化を支える人材育成とネットワーク構築　　31

システム整備」の 2 つについて事業を推進した。
　リソース共有システムの整備では、地域のリ
ソース（トレーニング拠点等）に関する情報を収
集・分析し、今後、事業を戦略的に推進するため
のロジックを整理した。また、冬季競技団体を中
心に地域における強化活動の実態や、支援のニー
ズを把握する調査を実施した。地域において競技
団体に対する支援を実施するうえで、どの地域に、
どのようなスキルを持つ人材がいるのか、また、
どのような機材がどの施設にあるのかを整理し、
データベース化する必要がある。2019年度は、デー
タベースのフレームを構築するとともに、データ
ベース登録に必要な手続き等を整理した。
　データシステム整備は、地域において測定した
データ等を HPSC が有するデータベースに集約、
また展開するシステム構築を目指している。2019
年度は事業を通して、地域において取得したデー
タを HPSC に共有する際のデータの取り扱いにつ
いて課題を明確にした。また、HPSC（JISS）が
運用している医・科学データ共有サービスのファ
イル共有システムを活用しデータを共有するシス
テムの開発も進めた。

（3）HPC 支援プログラム推進 WG：本 WG は「測
定プログラム推進」と「プログラムのパッケージ
化」の 2 つについて事業を推進した。
  測定プログラムの推進については、2018 年度同
様、地域における体力測定プログラムの試行を通
し、体力測定を地域機関で実施する際の課題につ
いて明らかにした。表に 2019 年度試行した、地
域での体力測定プログラム一覧を示す。2019 年
度は 5 回の体力測定を地域機関で実施した。対
象選手は計 26 名（延べ数）であった。地域にお
ける体力測定の試行は 2019 年度で 2 年目である
が、地域のスタッフだけで測定を完結できる状況
にはない。今後、人材育成プログラムを推進し、
HPSC と同等の水準で測定を実施できる人材を輩
出を推進することにより、この課題解決を図る必
要がある。そこで、HPSC と同等の水準で測定を
実施できる人材を輩出するための認定プログラム
の開発にも取り組んだ。基礎的な講習については
e-learning を用い、遠隔地にいても講習を受けや

すい環境（トライアル版）を整備した人材育成に
ついては、次ページ「HPC ネットワークの構築事
業 _ 人材育成機能の強化」で詳しく紹介する。
　HPSC で運用実績のあるコンテンツ（スライド、
冊子の資料又はツール等）を用いて、地域機関及
び地域に拠点を置く専門家らと共有し、それらの
者が主体的に活用するためのパッケージ化を推進
することを目的としている。2019 年度は栄養、心
理、トレーニング、映像で 5 つ HPSC パッケージ
候補を選定し、うち 3 件で地域機関又は HPSC に
おいて外部協力者を交えて、研修プログラムトラ
イアルを実施した。

3．まとめ
　2019 年度の事業を通して、多くの成果を生み出
すことが出来た。短期的な目標である、HPSC ネッ
トワーク事業のモデルとなる活動の実現に向けて
順調に事業が進んでいるといえる。引き続き、目
標達成に向け、2019 年度実施した事業を推進して
いきたい。一方で、新たな課題もある。特に全国
三カ所で実施した説明会に参加し、HPSC との連
携に興味を持った大学、医・科学センターとネッ
トワークを維持・強化するための仕組み作りに関
しては、まだ具体的な方策がなく、2020 年度事業
においてその仕組みを考案する必要がある。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部開発課）

写真 2　地域における体力測定風景（北翔大学）

表　2019年度体力測定を実施した中央競技団体（競技名）及び実施場所一覧

日付 実施場所 対象競技 選手数

　6/7、8 北翔大学 障害者クロスカントリースキー 3名

　10/7 横浜市スポーツ医科学センター スキー /スノーボード（アルペン） 8名

　10/23 白馬クロスカントリー競技場（スノーハープ）スキー /ノルディック複合 5名

　10/31 横浜市スポーツ医科学センター スキー /スノーボードクロス、スキークロス 7名

　11/9、10 北翔大学 障害者クロスカントリースキー 3名



1. 概要
　JISS で実施している FC を、活動拠点近くで
実施することに対するアスリートからのニーズ
は高い。全国には医・科学センターや体育系大
学等、体力測定を実施している施設が既に多く
あることから、これらの施設と効率的に連携す
ることで、アスリートへのニーズに応えられる
環境を整備することは、国際競技力向上の観点
からも重要である。一方で、それぞれの施設で
は、それぞれの環境に応じた測定方法や測定機
器、運用規則で体力測定が日常的に行われてい
る。そのため、アスリートが望む地域の施設に
おいて体力測定を行ったとしても、測定方法が
JISS と異なれば、その測定結果をこれまで JISS
で行ってきたものと比較できないという課題が
ある。そこで、HPC ネットワークの構築事業（以
下「ネットワーク事業」という。）では、アスリー
トが望む場所で JISS と同様の FC を継続的に受
けられるようにするための環境整備を行ってき
た。

２．実施内容
　地域の施設で FC を実施するために整備され
るべき要素に、測定機器に関すること（JISS と
同等の測定機器があり利用可能な状況であるか
どうかなど）、測定員に関すること（JISS と同
じ基準で体力測定を実施することができるス
タッフがおり、日常的にアサインが可能である
かなど）、運用に関すること（希望するアスリー
トが体力測定を受けられる体制にあるかなど）
などがある。本稿ではこのうち、測定員に関す
る環境整備について報告する。

（１）JISS における測定員の育成
　JISS では、研究員として着任すると、最初の
3 か月間は、FC の測定員としての測定研修に多
くの時間を割く。体力測定時の安全への配慮、
個人情報の取扱い、アスリートとの接し方といっ
た体力測定全般についての基礎知識及び測定原
理に関する知識を習得する座学の研修が最初に
行われる。その後、測定機器の使用方法に関す
る研修や体力測定の実地研修を行い、測定技術
の習熟度を判定する試験に合格した者はその後
の業務内での研修に進む。数か月の業務内研修
を経て、測定員としての研修を終える。JISS 開
所以来改善されてきたこれらの研修内容は体系
化されており、また、測定機器に関する研究成
果も測定方法に反映されていることから、科学
的根拠に基づいた測定方法を運用している。

（2）「JISS 測定技術者認定制度（仮）」の検討
　アスリートが JISS と同様の FC を活動拠点
の近くの施設で受けられるようにするために

は、JISS で行っている上記の測定研修と同等の
ものを地域の施設で活動するスタッフにも提供
し、アスリートが受ける体力測定の基準化を図
る必要がある。そこで 2019 年度、医・科学支
援事業において、JISS 測定員としての知識や
技能を取得するための研修を地域のスタッフに
提供し必要な水準を満たした者を認定するため
の「JISS 測定技術者認定制度（仮）」について
検討した。この制度では、座学による知識の習
得を行う Basic 研修、技能の習得と修練を行う
Advanced 研修、知識と技能のアップデートを
行う Refresh 研修の 3 つの研修をセットとした
研修体制を考案した。Basic 研修では、全国ど
こからでも知識習得のための講習が受けられる
よう、e-learning による研修システムの構築を
検討した。Advanced 研修では JISS の測定研修
担当者の監修の下、測定技術の習得のための長
期研修及び実地研修を行い、測定技術の習熟度
を判定する。これら Basic 研修及び Advanced
研修を修了した者を JISS が求める水準を満た
す者と認め、「JISS 測定技術者認定証（仮）」を
発行する枠組みである。認定されたスタッフは、
地域での FC の測定員として活動することと併
せて、定期的な知識と技能のアップデートが求
められる（図）。この枠組みの運用を通して地
域のスタッフの人材育成を図り、アスリートの
ニーズに応える環境を整備することにより国際
競技力向上に寄与することを目指す。

３．今後の展望
　今後は、2019 年度検討した e-learning システ
ムの構築を行うと共に、本認定制度の運用開始
に向けた環境整備を行う。また、認定を受けた
スタッフにとってメリットとなるであろう測定
データの活用等について整理する。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部開発課）

❷　人材育成機能の強化

32　 Ⅴ　事業報告 / 4　競技力強化を支える人材育成とネットワーク構築

図　「JISS 測定技術者認定制度（仮）」の研修内容（案）
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1. 目的
　スポーツ医・科学支援事業は、国際競技力強
化に向けて各 NF が抱える課題に対し、スポー
ツ医・科学、情報の各側面から組織的、総合的、
継続的な支援を行い、競技力の向上に資する医・
科学的情報を提供することを目的として実施さ
れた。

２．事業の実施内容
　スポーツ医・科学支援事業では、以下の 8 つ
の領域のサポート活動を配置し、これらを総称
して「医・科学サポート」と呼ぶこととしている。

　⑴　フィットネスチェック・フィットネスサポート
　⑵　トレーニング指導
　⑶　心理サポート
　⑷　栄養サポート
　⑸　動作分析
　⑹　レース・ゲーム分析
　⑺　映像技術サポート
　⑻　情報技術サポート

　医・科学サポートの内容と実施時期は、NF
と JISS との面談を通じて決定した。面談で
は、NF の強化の方針・課題を確認したうえで、 
JISS がこれまでに蓄積してきた医・科学的知見
が活用できるサポート内容を提案した。なお、
映像技術サポートでは講習会を、トレーニング
指導、栄養サポート、心理サポートでは講習会
並びに個別相談・指導も併せて行った。これら
のサポートの対象は 55 種別であった。
　東京 2020 大会に向けては、競技会における
レース分析（陸上）、競技会における動作分析

（陸上、ソフトボール）、競技会期間中のコンディ
ション管理（サッカー）、競技会に向けた心理
的準備（バドミントン、フェンシング、ハンド
ボール、レスリング）、コンディション把握の
ための定期的な体力測定（バドミントン、レス
リング）などを実施した。
　北京 2022 大会に向けては、風洞を用いた技
術トレーニングサポート（スキージャンプ、ス
キーコンバインド、スピードスケート）、パラ
アスリートに対する高地馴化トレーニング（パ
ラアルペン、パラクロカン）などを実施した。

　また、これらの活動は、スポーツ庁委託事業
であるハイパフォーマンス・サポート事業とも
連携して行うことで、マンパワーの充実、測定
からフィードバックまでの時間短縮に努めた。

３．事業の実施体制
　スポーツ医・科学支援事業では、スポーツ医・
科学支援事業部会を設置し、統括する責任者（事
業部会長）を置いた。
　競技種目系（記録系、格闘技系、ラケット系、
採点・標的系、球技・水辺系、雪上系、氷上系）
を設定し、系内種目のサポートの進捗を管理す
る責任者（系リーダー）を各系に置いた。また、
サポート分野ごとにサポートの質の向上を図る
責任者（分野リーダー）を置いた。
　サポートの実施にあたっては、サポート内容
を調整する担当者（種目担当者）を置き、種目
担当者の指揮の下、各分野から必要な人員を配
置してチームを形成してサポートの実施に当
たった。必要に応じて外部協力者を配置した。

（文責　窪　康之）

5 スポーツ医・科学支援事業



1.　背景・目的
　どの競技種目においても、競技力の向上を図
る際にはまず身体能力等の現状を把握し、課題
がどこにあるのかを明確にすることが必要であ
る。JISS から NF へ提供するフィットネス測定
の支援として FC があり、予め準備された測定
項目から幾つかを選択して実施する。また、よ
り競技特化させた形での支援であるフィット
ネスサポート（以下「FS」という。）の一部で
も、これに類似したフィットネス測定を行って
いる。FS ではさらにトレーニング中の身体へ
の生理学的負荷を評価するなど、より現場に近
い形での測定も実施する。これらの測定によっ
て得られたデータは、各 NF の選手強化のため
の資料として活用される。以下には、FC と FS
での支援について報告する。

２．実施概要
　右表は競技種目別の FC 及び FS の実施実績
である。2019 年度の活動日数は延べ 244 日、実
施対象者は延べ 1,831 名（男子 1,095 名、女子
736 名）であった。2018 年度（230 日、2,271 名）
と比較すると、日数が増加した一方で対象者数
は減少した。これには、東京 2020 オリンピック・
パラリンピックの開催が近づくとともに強化対
象となる選手が次第に絞られ、少数の対象者に
手厚い支援が行われたこと、また、新型コロナ
ウイルス感染症への対策として 2020 年 2 月中
旬以降に実施予定であった測定のほとんどが中
止となったことなどが影響している。
　フィットネス測定の内容や実施方法について
は、スポーツ科学や測定機器の発展にあわせて
毎年精査を進めている。競技種目の特性にあわ
せた測定や、パラリンピック選手を対象とした
測定など、個々の事例にあわせて実施方法を工
夫する必要のある例も多い。また、測定実施に
おける感染症対策についても、今後より一層の
検討が必要であるだろう。国内外のスポーツ科
学分野の動向、新しいテクノロジーの登場、感
染症の流行に伴う社会情勢などに目を配りつ
つ、今後も支援内容の充実と洗練、適切な運用
を図っていく。

　　　　　　　　　　　（文責　松林　武生）

（1） フィットネスチェック・フィットネスサポート

競技種目 実施日数
(FC/FS)

延べ対象者数

男子 女子 計

夏季オリンピック
バドミントン 6 / 21 209 211 420
レスリング 0 / 18 236 4 240
柔道 0 / 7 110 109 219
エリートアカデミー 13 / 0　 30 33 63
サッカー 　6 / 0 63 0 63
陸上競技 10 / 11 52 3 55
ソフトボール 5 / 0 0 49 49
セーリング 5 / 0 21 25 46
フェンシング 7 / 0 22 21 43
空手 2 / 0 14 21 35
ホッケー 2 / 0 0 30 30
ボート 2 / 0 9 17 26
自転車 4 / 0 25   0 25
バレーボール 0 / 1 0 17 17
トライアスロン 4 / 0 0 16 16
ゴルフ 3 / 0 8 8 16
アーチェリー 2 / 0 7 7 14
テニス 2 / 0 7 6 13
スポーツクライミング 1 / 0 7 6 13
体操競技 0 / 5 11 0 11
ボクシング 1 / 0 6 5 11
ハンドボール 0 / 1 8 0 8
飛込 1 / 0 2 5 7
ビーチバレー 1 / 0 3 3 6
カヌー 1 / 0 0 1 1

　小計　78 / 64 850 597 1,447
夏季パラリンピック
陸上競技 8 / 0 10 16 26
トライアスロン 4 / 0 11 5 16
車いすテニス 3 / 0   　 2                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 3

小計　 15 / 0 23 22 45
冬季オリンピック
スキーコンバインド 6 / 19 92 0 92
ショートトラック 8 / 0 26 25 51
スノーボード
スロープスタイル・ビッグエア 0 / 4 25 13 38

スピードスケート 5 / 0 15 13 28
スキーアルペン 4 / 3 13 15 28
スノーボードハーフパイプ 4 / 0 11 11 22
スキークロスカントリー 0 / 12 6 14 20
フィギュアスケート 2 / 0 3 9 12
スノーボードアルペン 2 / 0 4 3 7
スキークロス 2 / 0 5 　 1 6
カーリング 1 / 0 3 3 6
スノーボードクロス 2 / 0 2 　 1 3
スキーモーグル 0 / 1 1 2 3

小計　 36 / 39 206 110 316
冬季パラリンピック
スキーアルペン 8 / 0 11 3 14
スキークロスカントリー 4 / 0 5 4 9

小計　 12 / 0 16 　7 23

総計  141 / 103 1,095 736 1,831

表　競技種目別の FC・FS 実施実績

34　 Ⅴ　事業報告 / 5　スポーツ医・科学支援事業



HPSC 機能の地域展開
Ⅴ　事業報告 / 5　スポーツ医・科学支援事業　　35

1. 背景・目的
　自国開催となる東京 2020 大会を控え、JISS で行
われているFCや研究のデータを活用しながらトレー
ニングサポートを実施した。また、現場の指導から得
られる知見を蓄積しながら、他選手他競技へと応用し、
指導に役立つデータベースを構築している。

２．実施概要
（1）トレーニングサポート
　2019 年度は年間で オリ 2,834 回（延べ 4,638 人）
パラ 418 回（延べ 493 人）の個別サポートが行わ
れた。
・セーリング競技におけるサポート事例
セーリング競技の中でも 470 級は、国内でメダル獲
得が期待されている種目の 1 つである。リオデジャ
ネイロオリンピック後、日本セーリング連盟（NF）と
JISS が協力体
制 を 取 り、
セーリング競
技の取り組み
がスタートし
た。NF に は、
元JISSスポー
ツ科学研究部
研究員の萩原
正大氏がアシ
スタントナショナルコーチとして加入したことで、
各機関のハブとなり円滑で効率的な組織運営を図
る体制を整えた（写真 1）。トレーニング体育館と
して、競技体力の抽出・可視化、選手の体力向上
及び選手とコーチの考え方にスポーツ科学を取り
入れるための啓発（指導や講習等）からスタート
した。具体的には、セーリング競技の体力要素を
抽出した指標を作り、その基準を元に FC を継続的
に実施して、その結果をフィードバック（講習）し、
選手のトレーニングプログラムを考える上で役立てる
活動を継続してきた。セーリング競技の体力要素
の指標としては、強豪国であるイギリスセーリング
チームがロンドンオリンピック後に発表した、コンセ
プトローイングマシンの Vo2max とタイム、ピーク
パワーを参考に、JISS での実施に適した形に修正し
て測定を行ってきた。セーリング競技では各艇種
に見合った適正体重を競技現場で設定しているた
め、体重をコントロールすることも重要な要素の 1
つとして考えられている。さらにこの体重コント
ロールの中でも、出来るだけ除脂肪体重を高めて、
体脂肪率の減少させることを課題とし、アスリー
トとして動ける身体作りを継続的に実施してきた。
また、競技動作に著しく特化することなく基礎種
目（スクワット、デッドリフト、プッシュ、プル動作）
を中心にプログラムを構成して、アスリートとして
の基礎体力・筋力の向上に努めながら、ボート漕
ぎ動作での持久力の向上という 2 種類のエクササイ
ズプログラムを柱に全艇種に対してアプローチした。

この結果、トレーニングが習慣化し、選手の体力が
向上したと考えている。これらの取り組みにより、
トレーニング体育館として継続してサポートを行っ
ている 470 級の女子（吉田・吉岡ペア）が 2018 年
世界選手権優勝、2019 年準優勝という好成績を収
め、東京オリンピックでの活躍も期待される選手に
なった。NFとトレーニング体育館が円滑に連携した
中で得られた成果の 1 つであると考えている。

（2）講習会
　トレーニング部門での講習会開催は年間で合計
22 回、延べ 414 人（選手 305 人、コーチ等 109 人）
の参加者に対して行われた。主な実施競技は、ウ
エイトリフティングを始めとする５団体であった。
・ウエイトリフティング講習会
ジュニア選手を対象としたエクササイズの紹介や
実技指導を中心に実施した。NF の要望を受け、主
に傷害予防と競技特性を考慮に入れた基礎となる
動きづくりを指導する。怪我をしないための身体づ
くりとして、ウォーミングアップやクーリングダ
ウンをはじめ、傷害発生率の高い関節部位や目的
となる筋群の意識性を高めるための動作方法など
を指導（写真 2）。また、パフォーマンスに関するエ
クササイズとしてパワー発揮にフォーカスした股関
節伸展動作、体幹保持のための腹筋運動を実施した。
さらに日頃のウエイトリフティングの練習では行わな
い、スプリントトレーニング、プライオメトリクストレーニ
ングやサーキットトレーニングなどの種目にも触れた。目
的やねらいを明確
にし、分かりやす
い説明を意識する
ことで選手が自身
の身体に対する気
づきや傾向と対策
ができるように心
掛けた。また、ゲー
ム性のあるエクササ
イズや持久性の高いトレーニングは要望も高く、動
作中の得手不得手を自覚していたり、笑顔が見ら
れるなどリラックスをしている様子も見えて熱心に
取り組む姿が印象に残った。合宿終了後は練習場
所が分散してしまうため、各自がエクササイズを
参考にできるようにトレーニングプログラムを提供した。
質の高い競技練習を継続していくために日々のルー
ティーンワークや自身の身体の確認をすることの重
要性を示すなど、競技力向上に貢献したいと考え
ている。

３. まとめ
　トレーニングサポートに役立つ情報は統合され、
他選手、他競技のデータを見ながら、現在の課題
に対して確認できる環境が整ってきている。これ
らをうまく活用し、個人の能力を超えた情報や知
見を取り入れながら、選手の競技力向上に貢献
していきたいと考えている。

（文責　齋藤　隆行、武藤　雅人、田村 尚之）

（2） トレーニング指導

写真 1　担当者会議の様子

写真 2　講習会の様子



１．背景・目的
　JISS 心理グループは、例年どおり、国際競技力
向上のために、個別相談と講習会（啓発・研修）、
そしてチームサポート（講習会と個別相談）を行っ
た。これらの活動について報告する。

２．実施概要
⑴　個別相談
　表に 2012 - 2019 年度までの個別相談のセッショ
ン数（延べ）と新規申込者数の年度別件数を示し
た。2019 年度は、個別相談のセッション数は大
幅に減り、新規申込数も減少した。個別相談のセッ
ション数の減少の要因としては、東京 2020 大会
出場を目指し、2018 年度に集中的に個別サポー
トを受けていた選手が、目標を達成できずに終了
したケースや、退職した研究員が、退職後に NF
のスタッフ（医科学委員等）になり、NF スタッ
フとして、そのまま個別サポートを継続した等
の理由が考えられる。また、地方にいる JISS の
OB・OG に、その近くを拠点として活動している
選手のサポートをリファー（紹介）するケースも
あったことも挙げられる。

⑵　講習会（啓発・研修）
　表に 2012 - 2019 年度の講習会（メンタルトレー
ニングに関すること）の数を示した。2019 年度
は、2018 年度から増加した。その理由は、2018
年度に講習会の依頼があった夏季種目が、東京 
2020 大会への準備として、さらに継続的な講習
会の依頼をしてきたことが大きな要因として挙
げられる。2019 年度は、この競技団体だけで 14
回を数えた。これだけ多くの講習会を行ったの
は、NTC を拠点としていることが大きな要因だ
が、指導者の要望を聞いた後に、担当者からも提
案しながら講習会を行ったことで、選手・指導者・
スタッフにメンタル面の重要性の理解が深まった
こともあると思われる。また、講習会においても
分かりやすく丁寧に行うことを心掛けた。これら
のことで、担当者と競技団体との良好な関係の構
築がなされ、継続的な講習会につながったと思わ

れる。講習会の内容としては、最初にメンタルト
レーニングの基礎・応用を行い、その後試合の
VTR を見ながら、試合中のメンタル面の振り返
りを行った。試合中のメンタル面を振り返ること
で、心理面の改善を行うきっかけになった。また、
講習会の中で東京 2020 大会のチーム目標を定め
たり、チームのスローガンを決めたり等、チーム
ビルディングにつながることも行った。今後も、
連続性のある講習会が展開できるよう働きかけを
していきたい。なお、3 月に予定されていた講習
会は、新型コロナウイルスの影響で、数件がキャ
ンセルとなった。

⑶　チームサポート（講習会と個別相談）
　2019 年度におけるチームサポートの競技種目
は、ノルディック・コンバインド（立谷、福井）、
バスケットボール（福井）、ウエイトリフティン
グ（佐々木、實宝）、レスリング（江田）、バドミ
ントン（江田）、フェンシング・サーブル（福井、
江田、立谷）、ハンドボール男子（立谷）であった。
これらは JISS ／ NTC 内で講習会を行ったり、個
別相談を実施したり、また、練習（合宿）の視察（観
察）も行った。

３．まとめ
　2019 年度は個別相談が減少し、講習会の数は
増加した。複数の競技団体で、継続的に行う講習
会が増え、チームサポートとして貢献できている
と感じている。今後も各競技団体の東京 2020 大
会に向けての心理サポートの要望があると思われ
る。これからも、競技団体からの要望に応えるべ
く、我々はできる限りのサポートを行っていく所
存である。
　東京 2020 大会は延期となったが、限られた時
間の中で、さらに有効な心理サポートを取り入れ
ていただけるようスタッフ全員でより質の高いも
のを提供し、選手・チームの要望にしっかりと応
えていきたい。　

　　　　　　　　　　　　　（文責　立谷 泰久） 

（3） 心理サポート

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

個別相談
セッション数（延べ） 470 611 582 655 631 785 971 798
新規申込者数 20 43 20 46 31 41 45 38

講習会 啓発・研修 27 15 14 10(2) 20(4) 35（5） 24（0） 29（1）

表　2012 ～ 2019 年度　年度別個別相談・講習会の数（単位：人・件）

※講習会の (  ) の数は、全体の数のうちパラリンピック選手を対象として行ったもの
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１．背景・目的
　選手の国内外でのコンディション調整の支援と
して、また、選手が「目的にあった食事の自己管
理」ができる知識と実践力を身につけることを目
指して、栄養面からのサポートを以下のとおり実
施した。

2. 実施概要
⑴ 試合・合宿時の栄養サポート
　2019 年度の栄養サポートは 7 競技団体に実施
し、トップチームを対象としたサポートは 6 競
技団体だった。
　中学 1 年生から高校 3 年生までの中高一貫での
ジュニアチームを対象とした年間計画に基づき実
施した栄養講習会中心のサポートについて報告す
る。ジュニア世代の強化育成の一環として、日々
の体づくりと障害予防及び食事摂取の実践力を身
につけることを目的とした栄養講習会を世代別及
び男女ごとにそれぞれ 2 回 / 年、実施した。各 2
回の栄養講習会では、講義前に体調や食知識・食
行動・食事摂取内容に関する質問紙調査と講義後
に講義内容についての確認テストを行った。
　質問紙調査では、「主食・主菜・副菜・乳製品・
果物を知っている、また、毎食そろえられている」
について、2 回目の調査で「よく知っている / よ
くできている」の回答が増えた。年に 2 回の講習
会ではあるが、選手の食事摂取の実践につながっ
た可能性がある。

⑵ 栄養講習会
　競技団体から研究・支援協力課に依頼のあった 
HPSC 内栄養講習会は 30 件、延べ受講者数は 757
名であり、そのうちパラリンピック選手を対象と
した講習会は 1 件であった。なおネットワーク事
業において、地域連携で活用する講習会コンテン
ツ（スライド）のパッケージ化を進めている。

⑶ 個別栄養相談
　個別栄養相談は、相談室での対面式が基本であ
るが、必要に応じてメールや電話でも対応してい
る。支援事業における延べ相談実績は 159 件とな
り、そのうちパラリンピック選手を対象とした栄
養相談は 14 件であった。
　2019 年度からコンディショニング課の各分野
スタッフが連携して行うトータル・コンディショ
ニングサポートを開始している。現在は、特に外
傷・障害からの回復を目的としたアスレティッ
ク・リハビリテーションのために長期間 JISS に
滞在する選手に対して、栄養、心理、トレーニン

グ、ハイパフォーマンスジムのスタッフが連携し、
サポートを行っている。今後はこれらの事例を蓄
積・検討し、外傷・障害からの早期回復に貢献す
るような栄養サポートの知見を示していく必要が
ある。
⑷ 栄養評価システム「mellon Ⅱ」の活用
　mellon Ⅱの 2019 年度の利用実績は 44,839 件で
あり、昨年度より大幅増となった。この要因とし
て、従来 HPSC にあったアスリート向けレストラ
ン「R3」と「SAKURA Dining」に、2019 年 9 月
に開設した味の素 NTC・イーストのレストラン
が加わり、こちらにも「mellon Ⅱ」が導入され
たことが挙げられる。
　2019 年度はパラリンピック選手の「mellon Ⅱ」
利用が増加した。また、HPSCのレストラン全体で、
チーム競技での継続的な利用が多い。速やかに選
手の食事を評価できる mellon Ⅱの認知度と活用
度が高まっていることが推察される。

⑸ 第 5 回 JISS-NF 栄養スタッフ会議の開催
　本会議は 2014 年以降、「国際競技力の向上をめ
ざし、各競技団体栄養スタッフと連携を深め、栄
養サポートに関するネットワークを強化するこ
と」を目的として、毎年開催している。今年度
は 2020 年 1 月 22 日（水）に開催され、JOC 及
びJPC に加盟する24競技団体の栄養スタッフと、
JOC、JPC のスタッフ、そして JISS スタッフなど
総勢 52 名が参加した。
　前半は東京 2020 大会とその後を見据えた
HPSC の動向や、東京 2020 大会の食環境に関す
る情報共有を行った。後半はグループに分かれ、

「NF 栄養サポートの取り組みの現状」をテーマに
情報共有を行い、お互いの活動内容を知る機会と
した。出席者の満足度は高く、今後、さらに連携
を深めていきたい。

3. まとめ
　東京 2020 大会に向けたコンディション調整を
行う選手にとって安全・安心な食環境づくりと、
JISS 内外の栄養スタッフとの連携をさらに強化し
ていく予定である。

（文責　亀井　明子、元永　恵子）

（4） 栄養サポート



1. 背景・目的
　あらゆるスポーツにおけるパフォーマンス
は、どのような要因が背景にあったとしても、
最終的には骨格筋の収縮に基づく身体の関節
運動として表現される。したがって、各スポー
ツにおける身体運動そのものを分析・評価する
ことは、競技力の制限要因を究明するための第
一歩と考えられる。
　動作を評価する際には、競技の目的を合理的
に達成できるか、大きなパワーを発揮できる
か、発揮したパワーを有効に利用できるか等の
様々な基準が用いられる。個々の選手にとって
の最適な動作の基準を明らかにするには、ビデ
オカメラやモーションキャプチャシステムを
用いて動作を詳細に記述し、パフォーマンスと
動作、動作と身体各部に作用した力の関係など
を明らかにすることが必要となる。

２．実施概要
　2019 年度に動作分析を実施した競技を表に
示した。個々の分析内容とフィードバックの仕
方については、NF 強化担当者と JISS 種目担
当者が問題意識を共有したうえで決定した。

（文責　横澤　俊治）

図　競泳におけるスタート分析例（脚伸展パワーとスター
　 ト台反力の大きさには相関があるが、競技水準によっ
　　てスタート台反力のパターンが異なる）

（5） 動作分析

種目 内容

陸上競技 モーションキャプチャーを用いた疾走動作分析

水泳 /競泳 競技会における水中動作分析	
スタートおよびターンの動作分析

体操競技 得点分析システムの構築

バレーボール 新ボールのサーブの飛翔軌道の分析

ソフトボール 競技会におけるパフォーマンス分析

ゴルフ モーションキャプチャーを用いたスウィング動作分析

柔道 投技の動作解析

スキー /コンバインド 風洞トレーニングおよび大型トレッドミルトレーニングの分析

スキー /ジャンプ 風洞実験棟における空気力計測	
競技会におけるスキージャンプの踏み切り動作分析

表　動作分析サポートを実施した主な種目とその概要
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1. 背景・目的
　記録系、球技系、格闘系種目の強化は、実際
の競技場面においてどのようなレース展開で
あったか（レース分析）、あるいはどのような
ゲーム展開であったか（ゲーム分析）を詳細に
分析することから始まる。レース・ゲーム分析
を通じて、パフォーマンスを制限する体力、技
術、心理、戦術的要因を明らかにし、その後の
トレーニング内容を決めることができる。

２．実施概要
　2019 年度のレース分析対象種目は表に示す
とおりであった。なお、ゲーム分析の実施はな
かった。
　これらの分析結果は、コーチ・選手に即時も
しくは比較的短期間のうちにフィードバック
され、ねらいとしてきたレースの展開がなされ
ていたか、次のトレーニング課題は何か等の議
論の材料として役立てられた。

（文責　松林　武生）

（6） レース・ゲーム分析

表 　レース分析対象種目

1 陸　上 / 短距離、ハードル、混成

2 　水泳 / 競泳

3 　スケート / スピードスケート

写真　陸上競技でのレース分析撮影



BMX、スノーボードアルペン、スノーボード
クロス競技においてビデオフィードバックシ
ステムの活用を始めた。スノーボードアルペン
では、ゴール地点側からビデオ撮影し、ゴール
地点、スタート地点にあるタブレットへ無線技
術を利用してビデオは自動転送された。ビデオ
の転送にはモバイル Wi-Fi を利用し、インター
ネットを経由して行われた。選手はゴール後、
コーチと共に試技の振り返りのためにシステ
ムが利用された（写真）。8 種目での利用実績
は表 1 のとおりで、国内外のナショナル合宿、
各種大会で活用され、コーチング及び動作の改
善をサポートした。

② JISS nx 運用支援
　スポーツビデオデータベースの JISS nx はオ
リンピック種目（30 種目）、パラリンピック種
目（12 種目）から申請があり、合計 42 種目で
利用された。総映像数は 587,875 件、総アカウ
ント数は 4,583 であった。講習会は管理者向け
4 件、利用者向け 3 件で、合計 7 件 57 名に対
して JISS nx の講習会を行った。主な利用種目

（映像数が 10,000 件以上、パラ種目は 1,000 件
以上）の利用実績を表 2 に示す。種目によって
は共有アカウントを運用しており、一つのアカ
ウントを約 100 名で利用している例もある。

（2）情報技術サポート
①システム等を利用した IT 支援
　情報技術サポートでは、インターネット上で
公開されているリザルトなどのデータ収集シ
ステム構築や、競技会での選考に関する採点シ
ミュレーションソフトウエアの開発を行った。
スピードスケートリザルト収集システムは、

１．背景・目的
　スマートフォンやタブレットの台頭により
競技現場での映像利用は以前と比べて格段に
増えている。撮影の機会が増えれば多くの映像
を管理する必要があり、どのようにアーカイブ
していくかが課題となる。また、撮影した映像
を即座に選手やコーチに見せたい要望は多く、
少ないスタッフでいかに映像を選手やコーチ
に届けるか苦悩する事例も多い。
　映像 / 情報技術サポートでは、競技現場でこ
れらの課題をヒアリングし、競技力向上を目的
としてテクノロジーを活用した支援活動を実
施している。

２．実施概要
（1）映像技術サポート
①ビデオフィードバックシステム運用支援
　映像技術サポートでは、競技現場でのビデ
オシステム活用支援を継続している。2019 年
度はスノーボードスロープスタイル・ビッグ
エアー、ノルディックコンバインド、スキー
ジャンプ女子、スノーボード・ハーフパイプ、
BMX、パラアルペン、スノーボードアルペン、
スノーボードクロスにおいてビデオフィード
バックシステムの運用支援を行った。選手が自
身の動作を即座に確認し改善へつなげること、
また、コーチからのアドバイスをより選手へ
伝え易くすることを目的とし、2019 年度から

（7）映像	/	情報技術サポート	
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（7） 映像/情報技術サポート

利用種目 映像数 利用日数

スノーボード
スロープスタイル・
ビッグエアー
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ノルディック
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表 1　ビデオフィードバックシステム利用実績
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ワールドカップほか国際大会のリザルトデー

ワールドカップほか国際大会のリザルトデー
タを自動収集し、コーチや分析スタッフが加工
しやすい形でダウンロードできるようにした。
収集したデータは大会数 23,164（26 ヶ国）、レ
コード数 3,027,447 件、選手数 88,786 名であっ
た。各国スケート選手の戦力分析や大会出場の
算出などに活用された。また、体操採点シミュ

レーションソフトは、団体のチーム得点が最高
になるような選手の組み合わせを瞬時に計算
でき、代表選手選考会で活用された。
② JISS share 運用支援
　ファイル共有 web システムの JISS share は
オリンピック種目（30 種目）、パラリンピック
種目（8 種目）から申請があり、合計 38 種目
で利用された。講習会は管理者向け 9 件、利用
者向け 2 件で、合計 11 件 57 名に対して JISS 
share の講習会を行った。各競技の保存容量は
1TB を上限とし、必要に応じて容量の増量を
行った。総アカウント数は 1,125 で、総データ
容量は 13,022GB であった。主な利用種目（デー
タ利用容量が 100GB 以上）の利用実績を表 3
に示す。

３．まとめ
　スポーツの競技現場で映像・IT を利用した
サポートは特別なことではなく、日常的になっ
てきた。スタッフの数が潤沢ではなくてもシス
テムを利用することで映像や情報を利用した
トレーニング、コーチングへと活かすことので
きるようシステムの改良や新たなアプリケー
ション開発を進めていきたい。

（文責　清水　潤）

主な利用種目 映像数 アカウント
数

体操競技 95,213 859

柔道 69,992 129

ボブスレーリュージュ 54,984 95

自転車 38,228 94

スピードスケート 28,701 326

スポーツクライミング 22,951 43

競泳 21,762 320

フェンシング 21,577 151

バドミントン 21,494 265

卓球 21,402 85

空手 18,152 8

ショートトラック 18,021 148

アーティスティック
スイミング

14,346 133

フリースタイルスキー 14,242 38

飛込 12,345 167

バレーボール 12,116 159

競歩 11,019 132

車いすバスケットボール 5,234 123

パラバドミントン 4,115 42

パラアルペン 3,517 24

ゴールボール 1,854 51

パラ陸上 1,325 30

合計（42 種目） 587,875 4,583

主な利用種目
使用データ
容量（GB）

アカウント数

バレーボール 3,670 33
競泳 2,666 108
新体操 1,268 4
スピードスケート 1,093 136
テニス 960 17
サッカー 262 3
フェンシング 235 1
パラトライアスロン 194 15
BMX 186 49
モーグル 130 48
合計（38 種目） 13,022 1,125

表 2　JISS nx の利用実績

表 3　JISS share の利用実績



ウス）を設置する点が異なる。
　支援の対象となるターゲット種目は、スポー
ツ庁の定める重点支援競技の中から選出され、
メダル獲得の可能性に応じてサポートスタッ
フを配置し、サポート活動を行った。表 1 は、
2019 年度のターゲット種目である。

２．アスリート支援の実施体制
　本事業はアスリート支援とサポートハウス設
置を二つの柱としている。アスリート支援では、
表 2 に示す 7 分野についてスタッフを配置して
サポート活動を行った。活動に先立ち、競技団
体との合意による年間計画書を作成し、これに
基づいたサポートを実施した。年間計画書は、
日本代表合宿や選手の所属先などで行われるト
レーニングだけでなく、各種競技会が、いつ、
どこで行われるか、また、それらの強化現場に
おいて、どのような分野のサポートが必要かを
網羅したものである。年間計画書作成をはじめ
とする各競技団体との連絡・調整は、マネジメ
ントスタッフが行った。マネジメントスタッフ
は、随時競技団体との連絡・調整を行い、競技
団体の課題を抽出・整理し、サポートスタッフ

1. 事業の目的
　ハイパフォーマンス・サポート事業は、スポー
ツ庁からの委託事業である。本事業は、2020 年
東京オリンピック・パラリンピック競技大会及
び 2022 年北京オリンピック・パラリンピック
冬季競技大会において日本代表選手がメダルを
獲得できるよう、スポーツ庁が定めるターゲッ
ト種目のアスリートに対して、スポーツ医・科
学、情報の各分野からサポートを提供すること
を目的として 2008 年から実施されてきた事業
である（事業名称は 2008 から 2015 年はマルチ
サポート事業、2016 年からハイパフォーマンス・
サポート事業）。
　ハイパフォーマンス・サポート事業は、日本
人アスリートの競技力向上を医・科学、情報の
各分野から支援するという点において、2001 年
の JISS 開所時からの基幹事業であるスポーツ
医・科学支援事業と類似しているが、①オリン
ピック・パラリンピック競技会でメダル獲得を
支援すると明言している点、②メダル獲得の可
能性が高い種目に注力して支援する点、③オリ
ンピック・パラリンピック競技会開催地での最
終準備のための支援拠点（いわゆるサポートハ

（8） ハイパフォーマンス・サポート事業　スポーツ庁委託事業
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の配置を決め、サポート活動の質と進捗を管理
した。
　2019 年度は、東京 2020 大会に向けたテスト
イベントが国内で多数開催されたため、地の利
を生かしたサポートのあり方、特に暑熱対策を
はじめとするコンディショニングの維持・改善
に関するサポートのシミュレーションの場とし
てこれらの機会が活用された。
　各分野のサポート内容は JISS の各分野の研
究員も常に把握し、JISS の有する研究成果や
サポートのノウハウを有効活用できる体制とし
た。

3．サポートハウス設置の準備状況
　東京 2020 大会、北京 2022 大会における最終
調整をサポートするため、サポート拠点（いわ
ゆるサポートハウス）の設置準備が進められた。
サポートハウスは、JISS の提供する医・科学的
サポートが、競技会場や選手村の付近でも提供
できる機能を備えた施設である。

　施設機能の詳細については、本事業の秘匿性
や自国優位性の確保のため本稿では触れないこ
ととするが、ロンドン 2012 大会、ソチ 2014 大会、
リオデジャネイロ 2016 大会、平昌 2018 大会と
計 4 回のオリンピック・パラリンピック競技会
でのサポートハウス運営を通じて JISS が蓄積し
てきたノウハウを全て注入したものとなるよう
準備を進めている。また、準備においては、ス
ポーツ庁、JOC、JPC、東京オリンピック・パ
ラリンピック競技大会組織委員会等と連携し、
NF のニーズ等も踏まえることとした。

（文責　窪　康之）



体状況を加味し、トレーニング、栄養、心理サ
ポートを産後アスリート 7 名に対して実施した。
得られた知見を冊子に纏め、妊娠期、産後期の
評価サポートマニュアルを作成した。また、一
般産婦との比較から、アスリートの産後復帰プ
ロセスにおける身体・心理的特徴を精査した。
②子育て期トレーニングサポートプログラム
　子育てを行いながらトップアスリートとし
て競技を継続できる環境整備を目的に、3 競技
団体に再委託した。各競技団体が実態に合った
育児サポートを企画提案でき、主体となって選
手等の育児サポートを実施する際の課題等を
明確にすることができた。練習時の育児環境を
競技団体が整備したことは、事業終了後を見据
えたプログラムの還元及び普及につながった。
③地域連携ロールモデルプラン
　NF や地域の特性に合わせた妊娠期・産後
期トレーニングサポートプログラムを実施し
た。JISS から三重へ産後評価の伝達を行った
ロールモデルプランの成果や課題等を、ハイパ
フォーマンススポーツ・カンファレンス 2019
において参加者に広く紹介できた。今後は、伝
達研修の開催等を行いながら、多くの地域・カ
テゴリーで妊娠期・産後期のサポートができる
環境づくりが望まれる。
④女性アスリートのネットワーク支援プログ
　ラム（MAN）
　オリンピック及びパラリンピック出場経験
のあるママアスリート 8 名で構成されるワー
キンググループ会議を年 3 回実施した。ネッ
トワーク の方向性や今後の活動について検討
した結果、一般社団法人設立となり、業務を
移管した。また、本事業専用ページにおいて、
Q&A 形式によるママアスリートに関する情報
を追加した。

1. 背景・目的
　女性アスリートは、成長期に急激な心身の変
化や、妊娠・出産・育児等をはじめ、女性特有
の課題によりアスリートとしてのキャリアを
中断され、スポーツ界へその能力を十分に発揮
できなかった背景がある。そこで本事業は、国
際大会で活躍が期待できる女性アスリートを
対象に、各課題に対応した医・科学サポートに
関する支援プログラムを実施することにより、
女性アスリートの国際競技力向上につなげる
ことを目的とした。

（1） 女性特有の疾患、障害等における医・科学
　サポートプログラム
　選手のコンディショニングデータを管理す
る LiLi 女性アスリートサポートシステムを利
用し、医・科学サポートを実施した。月経周期
による身体の変化等を専門家が把握して、適宜
アドバイスを行った。現在、LiLi 登録アスリー
トは 197 名である。また、HPSC 既存のシステ
ムとの連携を実装するシステムを開発し、今後
は、開発への基礎となる知見を収集する。さら
に女性アスリートが抱える問題を解決するこ
とを目的として、JISS スポーツクリニック内
に設置したメール相談窓口を運用した。相談
メールは担当看護師が確認し、JISS 内の各部
門担当者のコメントや JISS 及び外部機関の紹
介等の内容を返信している。

（2）成長期における医・科学サポートプログラム
　NF から推薦のあった 4 団体の成長期（9 歳
～ 18 歳程度）女性アスリート等を対象として、
婦人科、栄養、心理に関する講習会、並びに女
性アスリート強化事業等と連携した講習会が
実施できた。さらに女性アスリート及び保護
者、指導者が、成長期に必要な基礎的な知識を
学ぶことができるよう、JISS で蓄積されたノ
ウハウを集約した教育コンテンツを作成した。
ストリーミング動画をパッケージ化し、競技団
体や地域での講習会開催の参考になるよう構
成され、ダウンロード可能とした。各自で得ら
れた知識・情報を所属選手及び保護者、指導者
等に発信・伝達し、更なる普及が期待される。

（3）妊娠期、産前・産後期、子育て期における
　トレーニングサポートプログラム
①産後期トレーニングサポートプログラム
　医師（婦人科、内科、整形外科）の診察や理
学療法士による身体機能評価から出産後の身

（文責　奥脇　透）
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1. 背景・目的
　近年、オリンピック・パラリンピック等の国
際総合競技大会における女性アスリートの割
合は増加傾向にあり、男女の差がなくなりつ
つある。その一方、監督やコーチについては圧
倒的に女性が少ない状況にある。背景として、
女性はコーチとしての役割を与えられる機会
が少ないこと、結婚、出産、育児等によるキャ
リアの中断などが挙げられるが、最近ではそれ
以上に女性コーチのロールモデルが身近にい
ないため、女性アスリートがコーチを目指さな
いことが大きな要因であるとされている。女性
コーチの増加により、女性アスリート特有の
悩みに対応できるコーチが増えるだけでなく、
コーチの多様性が増すことで、幅広い観点か
らの指導が可能となり、アスリートのパフォー
マンス向上に貢献することが期待される。そこ
で、本事業ではロールモデルとなる女性エリー
トコーチの育成を目的としてプログラム構築
を行った。

2. 対象コーチ
　本事業の「対象コーチ」は NF から推薦の
あった女性コーチ又は今後コーチを目指すア
スリートとした。事業終了後の女性コーチ育成
促進も視野に入れ、当該 NF に対しては事業を
再委託し、コーディネーターを配置した。コー
ディネーターは NF 内での各種調整やプログラ
ムの進捗を管理した。プログラムの委託は原則
2 年間であるが、2019 年度は日本サッカー協会
と全日本野球協会に新規に 1 年間の事業委託を
行った。

3. 実施内容
プログラムは NF による On the Job Training
　（OJT）や学習支援等のプログラム、日本体
育大学による年 3 回の集合研修プログラム（委
託）及び JSC によるインタビュー型学習支援
や海外研修プログラムにより構成した。

　プログラム構築にあたり、「男女でコーチン
グに必要な要素は変わらないが、男性に比べ女
性の方が成長する過程でのリーダーシップ経
験が少なく、自分の意見を発表したり、周りの
意見を取りまとめたりする機会が少ないので
はないか」と仮説を立てた。仮説に基づき、プ
レゼンテーションやファシリテーションなど
のスキルアップにつながる研修を実施した。こ
うした研修の中で、対象コーチらは、他者へわ
かりやすく伝えるために、自身の経験や思いを
言語化し、さらに「そう考えるのはなぜか」と
自問自答を繰り返した。このプロセスの中でコー
チングに対する価値観や哲学等を確立した。
　また、海外研修プログラム（AIS ほか、オー
ストラリア）では、現地で活躍する多くの女性
コーチの話を聞き、各対象コーチはそのスタイ
ルの多様性に驚きつつも、自身のロールモデル
となるコーチを見つけていった。参加した対象
コーチからは「これまで男性コーチの印象が強
く、コーチとはこうあるべきと勝手に思い込ん
でいた。色々な人の協力を得ながら生き生きと
活躍しているオーストラリアの女性コーチを
見て、自分らしく、自分のスタイルでコーチン
グをしていきたいと思うようになった」とのコ
メントがあった。
　本委託事業は 2019 年度で終了するが、対象
コーチたちの成長は目覚ましく、プログラムに
対して、NF や外部委員から高評価を得られた。
修了した対象コーチたちの今後の活躍に期待
したい。　　　
　　

（文責　ハイパフォーマンス戦略部開発課）

❷　女性エリートコーチ育成プログラム

写真　日本体育大学によるコーチング研修の様子

表　対象コーチ一覧

公益財団法人日本バレーボール協会

井村 仁美 女子ユースアシスタントコーチ

金子 美由紀 名城大学男子バレーボール部 監督

公益社団法人日本トライアスロン連合

関根 明子
日本トライアスロン連合　理事
オリンピック日本代表 (2000,2004)

公益財団法人日本ラグビーフットボール協会

中嶋 亜弥 オリンピック日本代表 (2016)

中村 知春
オリンピック日本代表 (2016)
日本代表主将

平山 愛 自衛隊体育学校　コーチ

公益財団法人日本サッカー協会

那須 麻衣子
U16 日本女子代表アシスタントコーチ
ナショナルトレセンコーチ

一般財団法人全日本野球協会

中島 梨紗 ワールドカップ出場 /2006-2014

1. 背景・目的
　女性アスリートは、成長期に急激な心身の変
化や、妊娠・出産・育児等をはじめ、女性特有
の課題によりアスリートとしてのキャリアを
中断され、スポーツ界へその能力を十分に発揮
できなかった背景がある。そこで本事業は、国
際大会で活躍が期待できる女性アスリートを
対象に、各課題に対応した医・科学サポートに
関する支援プログラムを実施することにより、
女性アスリートの国際競技力向上につなげる
ことを目的とした。

（1） 女性特有の疾患、障害等における医・科学
　サポートプログラム
　選手のコンディショニングデータを管理す
る LiLi 女性アスリートサポートシステムを利
用し、医・科学サポートを実施した。月経周期
による身体の変化等を専門家が把握して、適宜
アドバイスを行った。現在、LiLi 登録アスリー
トは 197 名である。また、HPSC 既存のシステ
ムとの連携を実装するシステムを開発し、今後
は、開発への基礎となる知見を収集する。さら
に女性アスリートが抱える問題を解決するこ
とを目的として、JISS スポーツクリニック内
に設置したメール相談窓口を運用した。相談
メールは担当看護師が確認し、JISS 内の各部
門担当者のコメントや JISS 及び外部機関の紹
介等の内容を返信している。

（2）成長期における医・科学サポートプログラム
　NF から推薦のあった 4 団体の成長期（9 歳
～ 18 歳程度）女性アスリート等を対象として、
婦人科、栄養、心理に関する講習会、並びに女
性アスリート強化事業等と連携した講習会が
実施できた。さらに女性アスリート及び保護
者、指導者が、成長期に必要な基礎的な知識を
学ぶことができるよう、JISS で蓄積されたノ
ウハウを集約した教育コンテンツを作成した。
ストリーミング動画をパッケージ化し、競技団
体や地域での講習会開催の参考になるよう構
成され、ダウンロード可能とした。各自で得ら
れた知識・情報を所属選手及び保護者、指導者
等に発信・伝達し、更なる普及が期待される。

（3）妊娠期、産前・産後期、子育て期における
　トレーニングサポートプログラム
①産後期トレーニングサポートプログラム
　医師（婦人科、内科、整形外科）の診察や理
学療法士による身体機能評価から出産後の身

（文責　奥脇　透）



女性エリートコーチ育成プログラム

1. 背景・目的
　HPSC は、スポーツ庁委託事業「ハイパフォー
マンスセンターの基盤整備」を受託しており、
ハイパフォーマンスに関する情報収集・分析、
競技用具の機能向上のための技術等の開発、ア
スリートのパフォーマンスデータ等の一元化等
を戦略的に行う体制として HPSC の機能を強化
し、トップアスリートに対するスポーツ医・科
学、技術開発、情報などにより、多面的で高度
な支援及びその基盤となる研究の充実を図って
いる。
　スポーツ・インテリジェンスでは、多様化・
複雑化するハイパフォーマンスに関する情報の
世界的な競争の中で、各国のメダル獲得戦略、
選手強化方法などのあらゆる情報を先行して収
集・分析する体制を整備し、その情報を NF に
提供し、NF が策定する強化戦略プラン等に活
用してもらうなどの取組を実施している。

2　.  実施概要
①諸外国のメダル獲得戦略、選手強化方法など
　のハイパフォーマンスに関する情報提供
②数理統計解析のノウハウ等を用いた分析・評
　価の提供
③外国の関係機関等との連携の支援
　など、 NF の強化戦略プランの作成・実行に
寄与する情報、機会を 38 競技種別数へ提供した。
　主な実施事例は以下のとおりである。

（1）パラリンピックワークショップ
　UK スポーツ（英国）との連携協定を活用し、
英国のパラリンピック競技サポートの取組、事
例や考え方を知る機会を、日本のパラリンピッ
ク競技団体サポート担当者等に提供した。日本
のパラリンピック競技サポートの高品質化を図
る場となった。［11 -（2）「パラリンピック競技
関連の活動」参照］

日程：2019 年 8 月 15 日～ 16 日
場所：JISS
参加者数（外部）：22 名

（2） スポーツインテリジェンスデータベース
　IOC・IPC・IF 及び各国の統括団体等に関係
する公開情報を、日本語に翻訳、データベース
化したスポーツインテリジェンスデータベース
を管理・運営している。同データベースを通じ、
国内のスポーツ関係者を中心とした登録者は海
外の最新動向を収集することが可能となってい
る。
　2019 年度は、590 件の情報を新規で追加し、
更新情報について登録者に対して、週 2 回の頻
度でメールによるアナウンスを行った。1610 名
が利用しており、15,738 件の閲覧があった。

（文責　機能強化ユニットインテリジェンスグ   
　　　　ループ及び事業推進課）

6 スポーツ・インテリジェンス及びアスリート・データの活用
スポーツ庁委託事業

（1）　スポーツ・インテリジェンス 

写真　パラリンピックワークショップの様子

図　スポーツインテリジェンスデータベース
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1. 背景・目的
　アスリート・データでは、2018 年に構築し
た競技者共通 ID 管理プラットフォームにより、
HPSC 内で保有する各種データを一元管理し、
NF や選手等のデータ利用の促進や、一元管理
したデータを、NF へのサポートやスポーツ医・
科学研究へ活用する取組を推進している。

2.  実施概要
（1） AthletesPort の利用促進
　AthletesPort は、日々の体重や体温、トレー
ニング量や疲労度などを登録・閲覧できるコン
ディショニング管理機能（図 1）及び HPSC で
の診察履歴やトレーニング実績を閲覧できる
HPSC データベース閲覧機能を備えている。さ
らに選手だけでなく、承認されたコーチやサ
ポートスタッフも閲覧できる特徴がある。

　2019 年度は、HPSC 館内でのポスター掲出や
NF への案内等更なる利用を促進する活動を積
極的に行った（図 2）。

　AthletesPort KIOSK については、併設する
車いす体重計の利用や、KIOSK の画面に点字
シール添付や音声ガイド機能を追加すること
で、ブラインド選手が一人で日々体重測定をで
きるように環境を整えた（写真）。

（2）競技サポート・研究におけるデータ活用
　JISS で行っている NF へのサポートやスポー
ツ医・科学研究でデータを活用する取組を推進
している。
　2019 年度の取組の一つとして、「練習スケ
ジュールとトレーニング実績」、「他のシステム
で収集した睡眠データ」、「AthletesPort に登
録した疲労度などの主観データ」をもとにコン
ディションを評価しフィードバックする取組を
一部の競技で実現した（図 3）。

  また、AthletesPort で収集したコンディショ
ンデータから、AI を利用したコンディション自
動評価に関する試みを、JISSの主要研究の1テー
マに採用し現在取り組んでいる。
　今後もアスリート・データを活用した新たな
活動を推進していきたい。

　（文責　機能強化ユニットアスリート・データグル
　　　　　ープ及び事業推進課）

（2） アスリート・データ

図 1　選手及びコーチ / スタッフ別画面

図 3 フィードバックシート

写真 AthletesPort KIOSK（車いす利用者用体重計付き）

図 2　HPSC 内のポスター掲示



医　　師　　　　　　奥脇透、中嶋耕平、半谷美夏、福田直子、安羅有紀、西田雄亮（以上、整形外科）、
土肥美智子、蒲原一之（以上、内科）

リハビリテーション　高嶋直美、鈴木章、堀田泰史（1 月～）、高橋佐江子（3 月～）、笹代純平（3 月～）、
田中彩乃（～ 3 月）、中川慶彦（～ 3 月）、大桃結花、菅原一博、久々知修平（8 月～）

臨床検査　　　　　　岩原康こ、小椋真理子
画像検査　　　　　　大西貴弘、笠原順（10 月～）、苅田朋子（10 月～）
薬　　剤　　　　　　上東悦子、中村楓
看 護 部             　　 先﨑陽子、川口澄、鈴木佳奈実
歯科衛生             　　豊島由佳子
事業推進課            　　西尾広、居田真由美、

　木下佳栄（～ 8 月）、今井理恵、佐藤光代、楠本純子、髙木千加（9 月～）、
　佐藤佐緒理（10 月～）（以上、事業推進係・医事係）、新宮有依、新井みさき（以上、受託事業）

7 スポーツ診療事業

　スポーツ診療事業は、トップレベル競技者を対象として、メディカルチェックのほか、外来診療や
アスレティック・リハビリテーションを行っている。

１．メディカルチェック
　競技者のコンディションを診察や検査・測定にて評価し、アドバイスを提供することを目的として、
メディカルチェック（以下「MC」という。）を実施している。検査・測定では、共通項目として①診察（内
科、整形外科、歯科）、②臨床検査（血液、尿、心電図、胸部 X 線、視力、呼吸機能、必要に応じて心臓
超音波）、③整形外科的チェック（アライメント、関節弛緩性、タイトネス、必要に応じて単純 X 線撮影）
を実施する。
　MC はその主体組織別に、(1)JOC 及び JPC 加盟の NF に所属する競技者を対象として実施され、各 
NF の要望により実施する『NF 要望チェック』と、　（2）JOC が派遣業務を担うオリンピック競技大会、ア
ジア競技大会、　ユニバーシアード競技大会等の派遣前に実施する『派遣前チェック（以下「HC」という。）』
がある。2019 年度の MC の実施者数は、延べ 1,677 名（男子 866 名、女子 811 名）であった。

（1）NF 要望チェック
　2019 年度の NF 要望チェックの実施者数は、延べ 584 名（男子 295 名、女子 289 名）であった。実施
者数の内訳は、オリンピックの夏季競技種目が 455 名（男子 227 名、女子 228 名）、冬季競技種目が 113 名（男
子 56 名、女子 57 名）であった。
　また、パラリンピックの競技種目は、冬季アルペンと夏季車いすテニス、トライアスロンと競泳の
4 競技 16名（男子 12 名、女子 4 名）に実施した。

（2）派遣前チェック
　2019 年度は第 30 回ユニバーシアード競技大会（ナポリ / イタリア）の一部、第 3回ユースオリン
ピック冬季競技大会（ローザンヌ / スイス）及び第 32 回オリンピック競技大会（東京 / 日本）の一部
について HC を実施した。その実施者数は、延べ 1,093 名（男子 571 名、女子 522 名）であった。
①第 30 回ユニバーシアード競技大会（ナポリ / イタリア）の一部
　2019 年 2 月 26 日から 2019 年 5 月 13 日までの期間に、19 種別、412 名（男子 205 名　、女　子　207 名）を実施
した。実施の内訳は、2018 年度内の実施分が 7 種別、144 名（男子66 名、女子 78 名）、2019 年度が 15 
種別、268 名（男子 139 名、女子 12 9 名）であった。
②第 3 回ユースオリンピック冬季競技大会（ローザンヌ / スイス）
　　2019 年 7 月 23 日から 2019 年 11 月 5 日までの期間に、15 種別、122 名（男子 53 名、女子 69 名 
を実施した。
③第 32 回オリンピック競技大会（東京 / 日本））
　 2019 年 11 月 6 日から 2020年 3 月 25日までの期間に、34 種別、703 名（男子 379 名、女子 3 2 4 名）を実施した。
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　　　区　分   　 男　子 　　　　女　子 　　　 　計

派遣前チェック 　　 571 　　　　522  1,093 

　　　　NF要望チェック
　　 295
　　 （12）

　　　　 289
　　　　（4）

　584
　（16）

　　　合　計
　　 866
　 （12）

　　　　 811
　　　　（4）

 1,677
　（16）

表　2019 年度メディカルチェック内訳

２．外来診療
　内科、整形外科（以上、週 5 日）、心療内科（月 2 日）、歯科（週 4 日）、皮膚科（月 8 日）、

婦人科（月 4 日）及びアスレティック・リハビリテーション（週 5 日）を開設して実施している。
さらに心理カウンセリングを週 2 日、栄養相談を医師からの指示があった場合に行っている。
　診療は、外来のみの予約制の自由診療で、保険診療は行わないが、料金は原則として保険診療
点数に基づいて算出し、保険診療と同様に 3 割相当額を徴収している。
2018 年度の延べ受診件数は 15,819 件であった。

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

件数 1,426 1,443 1,552 1,305 1,264 1,215 1,405 1,295 1,097 1,248 1,323 1,246 15,819

区分 JOC 強化指定選手 NF 強化対象選手 JPC 強化指定選手 その他 合計

受診者数 9,147 5,846 520 306 15,819

割合 58% 37% 3％ 2% 100%

診療部門 受診件数 診療部門 受診件数

内科 2,400 皮膚科 　 537

整形外科 3,771 心療内科 　　　 13

リハビリテーション 7,363 心理カウンセリング 　　131

歯科  957 栄養相談 　　 15

婦人科  632 合計 15,819

（1）月別受診件数（述べ件数）

（2）対象者別受診者数（述べ件数）

（3）診療部門別受診件数（述べ件数）

（単位：件）

（単位：件）

（単位：件）

※（　）内の数は、全体の数のうちパラアスリートを対象として行ったもの

その他 : コーチ・スタッフ等 JISS の認めた者。



検査 診療 チェック・支援 研究・その他 合計

検体検査 1,306 3,350 543 5,199

生理検査 　437　 3478 　53 3,968

（4） 検査部門の実績

（5）薬剤部門月別件数（延べ件数）

①臨床検査部門月別件数（延べ件数） （単位：件）

（単位：件）

（単位：件）

（単位：件）

モダリティ 診療 チェック・支援 研究・その他 合計

MRI 1,820 793 210 2,896

一般撮影 　739 　1,787　　　　 　 0 2,526

CT/ 断層 　172 　 0 　 0 　 172

骨塩定量 　297 　 0 　27 　324

※検体検査 : 血液検査、尿検査等
生理検査 : 心電図、運動負荷心電図、呼吸機能検査、超音波検査等

②画像検査部門モダリティ別件数（延べ件数）

頭頚部 肩甲帯 上腕・肘関節 前腕・手指 胸・背・腹部 腰仙部

71 185 62 86 63 228

骨盤・股関節 大腿 膝関節 下腿 足関節 足・趾

151 2 260 95 235 145

③ MRI の部位別件数 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

処方数 253 314 260 219 249 238 279 240 242 288 332 244 3,158

競技種目 件　数 競技種目 件　数

陸上 880

水泳

競泳 151

269
フェンシング 　788 オープンウォーター 52

レスリング
フリースタイル 408

605
飛込 17

グレコローマン     197 水球 49

ラグビー 586 シンクロ 0

サッカー

サッカー　 301

496

アイスホッケー 196

フットサル     185 テニス 168

ビーチサッカー 10
バレーボール

バレーボール 115
118

体操

体操競技 42

　　　　   
471

ビーチバレー 3

新体操 42 ソフトボール 71

エアロビクス 0 セパタクロー 69

トランポリン 387

自転車

トラック 3

30
柔道 382 個人ロードレース 27

スキー

アルペン 69

     352

マウンテンバイク 0

クロスカントリー 7 ＢＭＸ 0

ジャンプ 0 パラリンピックアスリート 212

ノルディック複合 7 その他 1,670

スノーボード 87

フリースタイル 182 合  計 7,363

※その他に遠征用準備品を延べ 472 件供給した。

（6）アスリートリハビリテーション競技・種目別利用状況（延べ件数）　

※延べ件数の多い順より、競技種目を列挙した。
なお、HPG（ハイパフォーマンス・ジム）との連携件数は、2019 年度は 1,224 件（2018 年度：1,392 件）であった。
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３．連携事業
　連携事業は、JOC 及び NF のメディカルスタッフや競技現場と連携して、国内外での競技大会等へド
クターやトレーナー等を派遣したり、NF のメディカルスタッフとの会議を開催したりして連携を図る
ものである。
　2019 年度は、JOC の依頼により、第一四半期（4 月～ 6 月）に、2019 年レスリング・オセアニア選
手権大会（グアム / アメリカ）に IF Official 競技役員としてドクター 1 名を、FIFA Women’s World 
Cup France2019（フランス各地）にドクター 1 名をそれぞれ派遣した。また、第 30 回ユニバーシアー
ド競技大会（ナポリ / イタリア）には、ドクター 2 名とリハビリテーショントレーナー 1 名を派遣した。
　第二四半期（7 月～ 9 月）は、水泳の第 18 回世界選手権（光州 / 韓国）にドクター 1 名を派遣し、
2019 年フェンシング世界選手権大会（ブタペスト / ハンガリー）及びウエイトリフティングの世界選
手権大会（バタヤ / タイ）に各 1 名のドクターを派遣した。また、2019 年世界陸上選手権大会（ドー
ハ / カタール）には、リハビリテーショントレーナー 1 名を派遣した。第三四半期（10 月～ 12 月）は、
第 1 回 ANOC ワールドビーチゲームズ（ドーハ / カタール）及び第 34 回世界トランポリン選手権大
会 ( 東京 / 日本 ) に各々ドクター 1 名を派遣した。第四四半期（1 月～ 3 月）は、レスリングのシニアア
ジア選手権大会（ニューデリー / インド）へのドクター派遣を行った。
　国際会議等では、第一四半期（4 月～ 6 月）に FIFA Medical Center OF Excellence Meeting（ロ
ンドン / イギリス）、FIMS Scientific commission ミーティング及び 2nd Serbian International Sports 
Medicine Conference（ベオグラード / セルビア）、IOC ADVANCED TEAM PHYSICIAN COURSE

（東京 / 日本 ) にそれぞれドクター 1 名が参加した。第二四半期（7 月～ 9 月）には、FIFA Medical 
Committee（チューリッヒ / スイス）及び AFC 医学委員会（クアラルンプール / マレーシア）にドク
ターが 1 名ずつ参加した。第四四半期（1 月～ 3 月）は、IOC Sport and Active Society Commission 
meeting（ローザンヌ / スイス）、IFAB（チューリッヒ / スイス）､ FIFA 医学委員会（チューリッヒ
/ スイス）、AFC 学委員会（コロンブス / スリランカ）にそれぞれドクターを 1 名が参加した。
　国内では、NF メディカルスタッフとの連携を高めるため、令和元年度 2020 東京オリンピック育成
事業・指定選手「メディカルチェック事業」にドクター 1 名を派遣し、監修・指導を行った。

４．メディカルセンター部会
　2019 年度は 12 回開催し、スポーツ診療事業、MC 等及び味の素 NTC・イーストの開所に伴う業務体制、
診療所の開所について検討を行った。また、東京 2020 大会期間中の体制整備については、準備期、大
会直前期、オリンピック期間中、パラリンピック直前期、パラリンピック大会期間中に分け検討を行
った。
　2019 年度後半に、新コロナウイルスによる感染拡大が起こり、スポ―ツ診療事業をはじめ、スポ
ーツメディカルセンターとしてどう対応するか真剣に議論を重ねた結果、感染予防を第一に考えたス
ポーツ診療業務（最小限の診察、相談窓口）で対応を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　西尾　広）

　なお、2019 年度は、コンディショニング課におけるサポートの概要について報告する。診療事業か
ら派生して、将来的にはパッケージ化を考えているサポート・プログラムである。

５．コンディショニング課におけるサポート
　コンディショニング課では、① TCSP（Total Conditioning Support Program/略称：トーコンサポ
ート）：外傷・障害によって負傷したアスリートがリハビリテーションを経てトレーニング環境や競
技現場に復帰する過程において、複数分野（リハビリ、栄養、心理、ハイパフォーマンスジム、トレ
ーニング体育館）から総合的なスポーツ医科学支援を実施することで、復帰までの期間短縮のみで
なく、復帰後の競技力を受傷前以上のレベルに向上させること。② CCSP（Combined Conditioning 
Support Program）：従来 JISS で行っていた各分野によるサポートにおいても、積極的に複合的な連携
サポートとして実施していくことで一層のサポート効果を引き出すことを目的としている。2019 年度
は各コンディショニングサポートの具体的内容の整備を目的として事業を展開した。
① TCSP の内訳は 37（男性 10、女性 27）名であり、対象者について毎週症例検討会を実施し、進捗
　と課題を共有して各分野でのサポートに活かした（表１）。
② CCSP の内訳は 236（男性 104、女性 132）名であり、2 分野サポート 159（男性 73、女性 86）名、
　3 分野サポート 62（男性 28、女性 34）名、4 分野サポート 15（男性 3、女性 12）名であった（表 2）。
　今後は各サポートにおける評価項目の設定とサポートの効果判定尺度の確立を目指す。



表 1　TCSP の内訳

表 2　CCSP の内訳

競技・種目 男性 女性 総計
レスリング 1 3 4
セーリング 　 4 4
ハンドボール 　 4 4
サッカー 1 2 3
陸上競技 2 　 2
バドミントン 1 1 2
ホッケー 1 1 2
フェンシング 　 2 2
柔道 　 2 2
スノーボード 1 　 1
ラグビー 1 　 1

競技・種目 男性 女性 総計
競泳 1 　 1
射撃 1 　 1
ショートトラック 　 1 1
ソフトボール 　 1 1
テニス 　 1 1
トランポリン 　 1 1
バスケットボール 　 1 1
フィギュアスケート 　 1 1
パラ - トライアスロン 　 1 1
パラ - バトミントン 　 1 1

総計 10 27 37

競技・種目 男性 女性 総計
フェンシング 15 14 29
セーリング 4 12 16
競泳 10 5 15
陸上競技 9 4 13
スキー ( クロスカントリー ) 4 5 9
スキー ( フリースタイル ) 5 3 8
サッカー 3 5 8
飛込 3 5 8
射撃 2 6 8
バドミントン 1 7 8
スポーツクライミング 4 2 6
トランポリン 4 2 6
ラグビー 3 3 6
スノーボード 4 1 5
レスリング 3 2 5
自転車 2 3 5
ソフトボール 　 5 5
ハンドボール 　 5 5
アーティスティックスイミング 3 1 4
サーフィン 1 3 4
スキー ( ジャンプ ) 1 3 4
柔道 1 3 4
ホッケー 　 4 4
アーチェリー 3 　 3

競技・種目 男性 女性 総計
カヌー 2 1 3
テコンドー 2 1 3
テニス 1 2 3
アイスホッケー 　 3 3
ショートトラック 　 3 3
ボクシング 2 　 2
スキー ( アルペン ) 1 1 2
バスケットボール 1 1 2
フィギュアスケート 　 2 2
空手 　 2 2
スキー ( ノルディック複合 ) 1 　 1
野球 1 　 1
カーリング 　 1 1
トライアスロン 　 1 1
体操競技 　 1 1
パラ - ゴールボール 2 4 6
パラ - クロスカントリースキー 2 2 4
パラ - バトミントン 1 1 2
パラ - 車いすテニス 1 　 1
パラ - 水泳 1 　 1
パラ - 陸上競技 1 　 1
パラ - アーチェリー 　 1 1
パラ - トライアスロン 　 1 1
パラ - 車いすバスケットボール 　 1 1

総計 104 132 236

（文責　中嶋　耕平）
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8 スポーツ医・科学研究事業・技術開発

（1）　国際競技力向上に資する研究の推進 

1. 背景・目的
　スポーツ医・科学研究事業は、スポーツ科学・
医学・情報の各機能が統合した JISS の特長を生
かし、必要に応じて NF スタッフや国内外の研
究者・研究機関と連携しながら、国際競技力向
上のために有用となる知見や方策を生み出すた
めの調査・研究・開発を行うことを目的として
いる。
　研究の種類としては、各競技種目特有の課題
や問題点を抽出し、競技力向上に直接的かつ即
時的に貢献する研究であり、支援事業と密接に
連携した「競技研究」、主に各オリンピック・
パラリンピックで想定される問題の解決を目
的として特別プロジェクトチームを編成して課
題解決に臨む「特別プロジェクト研究」、競技
力向上及び支援活動で必要となるエビデンスを
創出・蓄積するための研究を行う「基盤研究」、
トレーニング支援及びパフォーマンス評価のた
めのシステム・用具・測定機器等の開発を行う

「開発」、研究員個人あるいは各分野・グループ
における自由な発想に基づく「課題研究」の 5

つにより構成される。
　「競技研究」は、NF からの要望を考慮しつつ 
JISS 研究員からの提案により企画・実施してお
り、2019 年度は 11 件の研究テーマを採用した。

「特別プロジェクト研究」は、東京 2020 大会及
び北京 2022 大会特別対策プロジェクトとして
3 件実施した。「基盤研究」は、競技力向上及び
支援活動で必要となるエビデンスを創出するこ
とと同時にスポーツ医・科学に関する最先端の
知見を創出することも目的としており、2019 年
度は 7 件実施した。また、「開発」は 1 件実施
した。一方 JISS では、外部研究資金である「学
術研究助成基金助成金 / 科学研究費補助金」や

「民間団体研究助成金」を積極的に獲得するよ
うに努めている。さらに JISS 単独で実施する
よりも時間的・経済的に有利であり、優れた研
究成果が期待されるテーマに関して外部団体と
共同で研究を推進する「共同研究」や「受託研究」
も実施している。

（文責　鈴木　康弘）

研究の種類 研究テーマ 研究代表者

競技研究

日常生活におけるバドミントン高校生選手の身体活動量と栄養摂取状況 尾崎　宏樹
卓球選手の知覚運動スキルと競技パフォーマンスの関係性 尾崎　宏樹
体重階級制競技の栄養摂取及び体重管理方法に及ぼす影響の検討 池田　達昭
エリートサッカー選手における縦断的コンディション評価 中村　真理子

世界一流スピードスケート競技者のカーブ滑走動作のバイオメカニクス的分析 横澤　俊治

日本人パラアスリートにおける基礎代謝量データの蓄積と推定式の検討 袴田　智子
長期滞在型リハビリテーションにおける栄養サポート方法の確立 亀井　明子

スキー・コンバインド選手における運動後に摂取する糖質の形状の違いが翌朝の骨格筋グリ
コーゲンの回復に及ぼす影響 石毛　勇介

スキー滑走中の筋放電パターンの検討
−パラリンピックアルペンスキー選手を対象として− 石毛　勇介

競技パフォーマンス及びトレーニング効果に影響する遺伝情報活用に関する研究
-LEGACY2020プロジェクト - 大岩　奈青

障がいのあるアスリートのサプリメント使用に関する実態調査 袴田　智子

特別プロジェクト
研究

暑熱対策に関する研究 中村　真理子
東京2020対策心理セミナーの展開と効果検証 立谷　泰久
寒冷環境下におけるベストパフォーマンス発揮のための研究 石毛　勇介

基盤研究

アスリートにおけるコンディションの評価システムの構築と新規手法に関する研究 星川　雅子
自転車エルゴメーターを用いたパワー発揮能力評価の信頼性 松林　武生
オリンピック・パラリンピックスポーツの日本人アスリートにおけるウェルビーイングの実
態調査 白井　克佳

バイオメカニクス関連機器およびシステムの制度と適用範囲の検証 横澤　俊治

高強度運動パフォーマンス向上のためのトレーニング法に関する研究 鈴木　康弘

日本人トップアスリートの外傷・障害データの整理と特徴の抽出〜効率的なメディカルチェ
ックを目指して〜 奥脇　透

レッグプレスマシンによる下肢伸展パワーと各種体力測定との関係 山下　大地

開発 機械学習を用いた半自動画像解析システムの開発 尾崎　宏樹



❶　競技研究

 1.　日常生活におけるバドミントン高校生選手の身体活動量と栄養摂取状況

研究代表者　尾崎宏樹（スポーツ科学部）
メンバー　　安藤良介（スポーツ研究部）、石橋彩（スポーツメディカルセンター）
外部協力者　井上なぎさ、本多裕樹、飯塚太郎（以上、日本バドミントン協会）、小西可奈（東洋大学）、田澤梓

1. 背景・目的
　バドミントン日本代表選手では、年間を通じた身
体組成のコントロールを含む栄養サポートに取り組
むことにより近年の好成績に貢献している（松本ら、
2018）。しかし、ジュニア世代の選手対しては栄養
サポートを行っておらず、身体組成の実態も不明で
ある。そこで、我々は、2018 年度にバドミントン日
本代表 U19 の強化合宿に参加した男子選手を対象
に、身体組成（Body mass index： BMI, Lean body 
mass index：LBMI）を測定した。その結果、LBMI
はバドミントン日本代表チームで定めた目標値及び
シニアチームの平均値を下回った。さらに平均 BMI
の分類は「普通」に該当しており、同世代の一般
男子の平均値と同程度であったことが明らかとなっ
た。
　この要因として、強化合宿時のエネルギー消費量

（Energy Expenditure： EE）に対してエネルギー摂
取量（Energy Intake：EI）が不足しており、エネ
ルギーバランスに差があると仮説を立てた。そこで、
合宿時のエネルギーバランスを調査した結果、合
宿期間中の EE と EI の間に有意な差は認められず、
身体組成の獲得のための課題を明らかにすることが
出来なかった。
　しかしながら、U19 の強化合宿は、年 2 回しか開
催されないため、通常練習時の実態を明らかにする
ことが必要であると考えた。そこで、本研究では、
高校生バドミントン選手における日常生活時の身体
活動量や栄養摂取状況を調査することを目的とした。

２．方法
（1）対象選手
　本研究は、高等学校バドミントン部に所属する男
女 26 名（男子：16 名、女子 10 名）を対象とした。
本研究の対象選手のうち、バドミントン日本代表

（U13, U16, U19）に選出経験のある選手は、男子 5 名、
女子 7 名であり、国内でも有数の強豪校であった。

（2）実験デザイン
　本研究は、2019 年 9 月に当該校の校内、体育館及
び寮内の食堂で実施した。通常練習時のエネルギー
バランスを検討するため、練習のある 3 日間の早朝
空腹時の体重測定、食事調査及び活動量調査を行っ
た。本研究では、エネルギーバランスの指標として、
Energy availability（EA）を算出した。EA は、EI
から運動による EE を引いたものを除脂肪体重で除
すことにより算出でき、生理機能を維持するために
利用可能なエネルギー量として考えられている。

３．結果
　対象選手のうち、怪我などで 3 日間測定すること
が出来なかった 3 名（男子：2 名、女子：1 名）のデー
タを除外した。

（1）身体組成
　表には、対象選手の身体組成の平均値を示した。
男女ともに平均 BMI は 18.5 以上 25 未満の「普通」
に該当した。また、LBMI はバドミントン日本代
表チームで定めた目標値（男子：20.5–22.0、女子：
18.5–19.5）を男女共に下回っていた。

（2）平均エネルギー摂取量とエネルギー消費量
　図には、男女別の平均 EE 及び EI を示した。対
応のある t 検定の結果、男女共に EE、EI の平均値
には、有意な差は認められなかった。EA は、男子
では 47.6 ± 9.4 kcal/kg、女子では 41.3 ± 9.3 kcal/
kg であった。

４．今後の予定
　本研究の結果、対象選手の LBMI はバドミントン
日本代表チームで定めた目標値を下回っていたが、
通常練習時のエネルギーバランスに有意な差は認め
られなかった。今後、その他の栄養素の解析などを
進めて行く予定である。

（文責　安藤　良介、石橋　彩）

表　身体組成

図　平均エネルギー消費量及び摂取量
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①競技研究	

1.日常生活におけるバドミントン高校生選手の身体活動量と栄養摂取状況	
	

研究代表者	 尾崎宏樹（スポーツ科学部）	

メンバー	 	 安藤良介（スポーツ研究部）、石橋彩（スポーツメディカルセンター）	

外部協力者	 井上なぎさ、本多裕樹、飯塚太郎（以上、日本バドミントン協会）	

	 	 	 	 	 	 小西可奈（東洋大学）、田澤梓	

	

１．背景・目的	

バドミントン日本代表選手では、年間を通じた

身体組成のコントロールを含む栄養サポートに取

り組むことにより近年の好成績に貢献している

（松本ら、2018）。しかし、ジュニア世代の選手
対しては栄養サポートを行っておらず、身体組成

の実態も不明である。そこで、我々は、2018年度
にバドミントン日本代表 U19の強化合宿に参加し
た男子選手を対象に、身体組成（Body mass index; 
BMI, Lean body mass index; LBMI）を測定した。そ
の結果、LBMIはバドミントン日本代表チームで定
めた目標値及びシニアチームの平均値を下回った。

さらに、平均 BMIの分類は「普通」に該当してお
り、同世代の一般男子の平均値と同程度であった

ことが明らかとなった。 
この要因として、強化合宿時のエネルギー消費量

（Energy Expenditure: EE）に対してエネルギー摂取
量（Energy Intake：EI）が不足しており、エネルギ
ーバランスに差があると仮説を立てた。そこで、合

宿時のエネルギーバランスを調査した結果、合宿

期間中の EEと EIの間に有意な差は認められず、身
体組成の獲得のための課題を明らかにすることが出

来なかった。 
しかしながら、U19の強化合宿は、年 2回しか開

催されないため、通常練習時の実態を明らかにする

ことが必要であると考えた。そこで、本研究では、

高校生バドミントン選手における日常生活時の身体

活動量や栄養摂取状況を調査することを目的とした。 
 

２．方法	

(1)対象選手 
	 本研究は、高等学校バドミントン部に所属する男

女 26 名（男子：16 名、女子 10 名）を対象とした。
本研究の対象選手のうち、バドミントン日本代表

（U13, U16, U19）に選出経験のある選手は、男子 5
名、女子 7名であり、国内でも有数の強豪校であっ
た。 
(2)実験デザイン 
本研究は、2019年 9月に当該校の校内、体育館

及び寮内の食堂で実施した。通常練習時のエネルギ

ーバランスを検討するため、練習のある 3日間の早
朝空腹時の体重測定、食事調査及び活動量調査を行

った。本研究では、エネルギーバランスの指標とし

て、Energy availability（EA）を算出した。EAは、
EIから運動による EEを引いたものを除脂肪体重で
除すことにより算出でき、生理機能を維持するため

に利用可能なエネルギー量として考えられている。 
 

３．結果	

対象選手のうち、怪我などで 3日間測定する
ことが出来なかった 3名（男子：2名、女子：1
名）のデータを除外した。 
（1）身体組成 
	 表には、対象選手の身体組成の平均値を示し

た。男女ともに平均 BMIは 18.5以上 25未満の
「普通」に該当した。また、LBMIはバドミント
ン日本代表チームで定めた目標値（男子：20.5–
22.0、女子：18.5–19.5）を男女共に下回っていた。 
 

表	 身体組成	

 
 
（2）平均エネルギー摂取量とエネルギー消費量 
図には、男女別の平均 EE及び EIを示した。

対応のある t検定の結果、男女共に EE、EIの平
均値には、有意な差は認められなかった。EA は、
男子では 47.6 ± 9.4 kcal/kg、女子では 41.3 ± 9.3 
kcal/kgであった。 

図	 平均エネルギー消費量及び摂取量	

	

４．今後の予定	

本研究の結果、対象選手の LBMIはバドミント
ン日本代表チームで定めた目標値を下回ってい

たが、通常練習時のエネルギーバランスに有意な

差は認められなかった。今後、その他の栄養素の

解析などを進めて行く予定である。 
 

（文責	 安藤	 良介、石橋	 彩）	

Age (years) 16.5 ± 1.1 16.7 ± 1.2 N.S.
Height (cm) 169.7 ± 6.2 161.9 ± 4.7 0.004

Body weight (kg) 60.9 ± 5.1 56.9 ± 6.4 N.S.
Lean body mass (kg) 51.1 ± 3.7 42.7 ± 4.1 N.S.

Body fat (%) 11.1 ± 2.4 19.8 ± 3.6 < 0.001
BMI (kg/m2) 21.1 ± 0.8 21.6 ± 1.5 N.S.

LBMI (kg/m2) 17.7 ± 0.8 16.2 ± 0.9 < 0.001

Means ± SD.

Male Femal p -value
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 2.　卓球選手の知覚運動スキルと競技パフォーマンスの関係性

研究代表者　尾崎宏樹（スポーツ科学部）
メンバー　　城所収二（スポーツ研究部）、稲葉優希（スポーツ科学部）
外部協力者　山田耕司（日本卓球協会）

1. 背景・目的
　卓球では、競技レベルの高い選手同士のラリー
において、フォアハンドドライブで打たれたボー
ルは 0.2 ～ 0.3 秒ほどで相手選手が構える位置にま
で到達する。このため、選手には「正確な予測」
と「素早い身体運動」、また、「返球するための巧
みなラケット捌き」が必要となる。競技レベルの
高い選手ほど、打たれたボールだけでなくインパ
クト前の相手選手の動きをも予測のために利用し
ていると考えられる。そこで本研究は、相手選手
のスイングと向かってくるボールに関する視覚的
な情報量が、返球時のインパクトの正確性にどれ
だけ影響するのかを、競技レベル間で比較するこ
とを目的とした。

２．実施概要
（1）方法
　対象者は、JOC エリートアカデミー生 3 名と中
国人コーチ 2 名（ともに上級者群）、大学卓球部員
6 名（中級者群）の計 11 名とした。対象者への球
出し（相手選手役）は、2 名の日本卓球協会の専
任コーチが務めた。対象者は、スイッチにより任
意のタイミングで視界が遮断される遮蔽メガネを
装着してラリーを行った。実験は、ラリーの流れ
の中での予測能力を検証するために、次のように
設計された。相手選手役のサービス（1 打目）か
らラリーを開始し、対象者が 2 打目を返球するこ
の時点までは、お互いが打ち返しやすい所へボー
ルを送った。次の相手選手の 3 打目でフォアハン
ドドライブを行い、この局面で対象者の視界が遮
断された。相手選手は、3 打目に打ち返す方向を
事前に検者から指示を受け、対象者のフォア側、
ミドル側、バック側の 3 方向へ打ち分けた。この
ボールに対するレシーブ（4 打目）が対象局面と
なるため、対象者には打ち返す方向を伝えなかっ
た。対象者の視界が遮断するタイミングは 3 打目
の前後とした。したがって、対象者には、相手選
手の打ったボールが途中まで見える条件、相手選
手のインパクトの瞬間に視界が遮られる条件、相
手選手のスイングの途中で視界が遮られる条件、
この 3 種に対し、視界が遮られるまでの視覚情報
を予測して返球を行わせた。ラリー中の対象者と
相手選手の身体運動、並びに飛翔するボールの運
動を、モーションキャプチャシステム（VICON）
と高速度カメラ（Phantom）を利用して記録した。
対象者の予測に関する正確性を評価するために、
ボールが対象者のラケットと衝突又は通過した時
点のボール・ラケット間距離を算出し、これをイ
ンパクト誤差とした。対象者の視界を遮断するタ
イミングがインパクト誤差にどれだけ影響するの
かを上級者群と中級者群で比較するために、相手

選手が打ち分けた 3 方向それぞれについての遮蔽
のタイミングとインパクト誤差の関係を回帰式で
表した。

（2）結果と考察
　遮蔽時刻とインパクト誤差の関係（図）は、上
級者と中級者の間で大きな差はみられず、インパ
クト誤差で判断するならば、上級者の予測能力が
中級者よりも優れているわけではなかった。むし
ろ、中級者の方が回帰式の決定係数（R2）が高く、
かつ回帰曲線の傾きが、仮説に近い傾向を示した。
上級者のインパクト誤差が大きかったのは、相手選
手の動きをもとにした予測（1 次情報）に頼り、誤っ
た方向へのフットワークが多くなったためと考え
られる。そのため、上級者は予測に頼らなければ
ならない状況において本来のパフォーマンスを発
揮できず、レシーブ位置までの補正能力や卓越した
ラケット捌きなど、本研究では測り得なかった部分
が中級者よりも優れている可能性が考えられる。

３．今後の課題
　今後、実験環境の影響の有無や相手選手のスイ
ング動作に対して、対象者がどのようにタイミン
グを計り、どの局面で打ち出される方向へ移動し
始めるのかを、モーションキャプチャのデータを
用いて検証していく予定である。

（文責　城所　収二）

図　対象者の視覚遮断時刻とインパクト誤差の関係。0s
　　は相手選手のインパクトの瞬間であり、プラスはイ
　　ンパクト後に遮断されたことを示している。



 3.　体重階級制競技の栄養摂取及び体重管理方法に及ぼす影響の検討

研究究代表者　池田達昭（スポーツ研究部）
メンバー　　　近藤衣美、中嶋耕平、安羅有紀（以上、スポーツメディカルセンター）、長尾秀行、
　　　　　　　枝伸彦（以上、スポーツ研究部）、山下大地、西牧未央（以上、スポーツ科学部）

1. 背景・目的
　柔道、レスリング、テコンドー及びウエイトリ
フティングなどの体重階級制競技では、試合に向
けて急速減量を実施する選手が多いこと、急速減
量は、脱水や筋グリコーゲンの減少などの影響に
よりパフォーマンスや認知能力の低下などの悪影
響があることが報告されてきた。また、急速減量
の方法は、競技種目差、階級差、男女差、発育発
達差などによって違いがあると推察されるが、そ
れらを横断的に調査した研究はみられない。これ
らの情報が明らかになれば、上述の個人差を考慮
した減量方法について、より詳細な指針を提供で
きるものと考えられる。
　本研究では、各種の体重階級制競技における試
合に向けた減量方法の実態について、男女差と関
連付けて検討することを目的とした。

２．実施概要
（1）対象者
　対象者は、幅広い年代（高校生、大学生、社会人）
及び鍛錬度（国際レベル、全国レベル、地方大会
レベル）のレスリング、柔道、ボクシング、テコ
ンドー及び空手選手 185 名とした。

（2）調査方法
　調査は 2020 年 2 月～ 3 月に実施した。対象者
に「試合に向けた体重管理と健康状態及び競技パ
フォーマンスに関するアンケート」の用紙を配布
し、同意の得られた選手に自記式にて記入させる
か又は web アンケートフォームの案内用紙を配布
し、同意の得られた選手に各自のパソコン又はス
マートフォンからアクセスさせて回答させた。い
ずれの方法も無記名とした。

（3）質問項目
①対象者の基本情報
　競技種目、年齢、性別、身長、体重、体脂肪率、
現在の階級、競技開始年齢、最高成績、全日本強
化指定への選抜経験の有無、階級変更経験の有無、
階級変更希望の有無、昨年の試合出場回数、怪我
や疾患の既往歴、体重階級制競技のウエイトコン
トロールガイドブック（JISS 作成）の閲覧経験の
有無、減量経験の有無、等について調査した。
②減量に関する質問
　過去の最大の減量幅と減量期間、昨年の減量回
数、通常減量幅と減量期間、減量開始年齢、試合
1 週間後の体重超過量、減量の情報源、減量方法
と実施時期、試合時の体調不良、試合時の身体の

動き、計量後のリカバリー食、等について調査した。
（4）結果
　対象者の身体的特徴を表 1 に示す。対象者のう
ち、男性の 84.1 %、女性の 83.0 % が減量を経験して
いた（表 2）。過去の最大減量幅とそのときの減量期
間、年間減量回数、日常的な減量幅と減量期間、減
量開始年齢には、いずれも男女差はみられなかった。

３．まとめ
　減量の実施状況に男女差はみられなかった。現
在、減量開始年齢、減量幅、減量期間、リカバリー
食で気を付けたこと等と傷害の既往歴や試合当日
の体調の関係について、競技別に分析を進めてい
る。

（文責　近藤　衣美、池田　達昭）

　 男性 女性

人数 ( 名 ) 132 53

身長 (cm) 170.0 ± 15.9 160.4 ± 5.3

体重 (kg) 70.3 ± 13.7 61.6 ± 10.1

年齢 ( 歳） 20.1 ± 1.3 19.7 ± 2.2

　 男性 女性

減量経験者数 （割合、%） 111 (84.1) 44 (83.0)

過去の最大減量幅 （kg） 7.6 ± 2.5 6.6 ± 2.5

最大減量時の
減量期間 （日） 21.2 ± 12.6 21.9 ± 8.9

年間減量回数（回） 3.5 ± 2.8 2.6 ± 3.1

日常的な減量幅 （kg） 4.6 ± 2.3 3.4 ± 2.2

日常的な減量期間 （日） 17.5 ± 12.2 17.6 ± 9.1

減量開始年齢 （歳） 15.5 ± 2.6 15.6 ± 2.7

試合 1 週間後の
体重超過量 （kg） 3.7 ± 2.2 2.4 ± 1.4

表 1 対象者の身体的特徴

表 2 減量経験者における減量方法の実態
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 4.　エリートサッカー選手における縦断的コンディション評価

研究代表者　中村真理子（スポーツ科学部）
メンバー　　土肥美智子（スポーツメディカルセンター）、梶原将也（筑波大学）、山口奈美（宮崎大学）

1. 背景・目的
　サッカー競技において、ワールドカップやオリ
ンピックなどの大きな国際大会は短期集中開催で
あり、中 2 〜 3 日というタイトなスケジュールで
決勝戦まで約 1 ヶ月かけて試合が行われる。大会
期間中、選手個々に異なるコンディションを主観
的・客観的指標等を用いて多角的に把握すること
は非常に重要であり、コンディション評価に基づ
くトレーニング負荷設定や、リカバリー対策の実
施が上位進出のために必要となる。
　近年、唾液中のホルモン濃度を簡便に測定でき
る機器lateral flow device （LFD, Soma biosciences, 
Wallingford, UK）が開発されたことにより、唾液
中コルチゾール濃度や唾液中分泌型グロブリン A

（以下「SIgA」という。）濃度等の測定が短時間で簡
易に行えるようになった。我々はこれまでにエリー
トサッカー選手を対象として、LFD を用いた唾液
中コルチゾールや唾液中 SIgA の濃度変化を縦断
的にモニタリングし、これらの唾液指標が選手の
コンディション評価に有効であることを報告した。
ま た、 筋 損 傷 の マ ー カ ー の 一 つ で あ る 血 中
Creatine Kinase（以下「CK」という。）もエリート
サッカー選手の試合後の筋コンディションの評価
に有用である可能性についても検証してきた。
　そこで、本研究では、国際大会直前合宿及び大
会期間中に、唾液指標及び血液指標を用いて選手
のコンディション評価を行い、得られた結果をコー
チやメディカルスタッフと共有し、選手個別のコ
ンディショニングに活用することを目的とした。

2．実施概要
【対象】
　サッカー日本女子代表選手 23 名とした。

【方法】
　合宿及び大会期間中毎朝起床時にメディカル
ルームにて体重、主観的コンディション、唾液の
採取を行った。唾液指標は LFD 解析により得ら
れるコルチゾール及び SIgA とした。また、合宿
集合時及び各試合 24 時間後に指先より採血を行
い、CK 濃度の測定を行った。なお、集合前日に
試合があった場合は、試合の影響を避けるため、
集合時の測定は行わず、翌日以降（試合後 2 日以降）
に測定した。

【結果及び考察】
　大会期間中は唾液コルチゾール及び唾液 SIgA
を選手個々で観察し、国内合宿期間 7 日間の測定
値から選手個々のベースラインを設定し、唾液コ
ルチゾールはベースラインより 30% 以上の増加が

図　合宿集合時及び試合 24 時間後における CK 濃度の変化

みられれば“注意”、唾液 SIgA はベースラインよ
り 30% 以上の低下がみられれば“注意”とした。
　血中 CK 濃度は、選手個々のベースラインを確
認し、大会集合時チーム平均で 150 ± 104 IU/L
であった。トレーニングマッチ（TRM）や各グルー
プステージの 3 連戦それぞれ 24 時間後の CK は合
宿集合時に比べ増加した（図 , P < 0.05）。大会中、
CK 濃度が選手本人のピーク値又は 800IU/mL を
超える選手や、筋痛や違和感を訴えた選手に対し
ては個別に CK 濃度を確認し、冷水浴やケアの促
進、必要に応じてクライオセラピーを行い、別メ
ニューでトレーニングを調整するなどして試合に
向けたコンディショニングを行った。
　大会期間を通して、得られた唾液指標や CK 値
から選手のコンディションを選手個々に把握でき
たことで、個別のリカバリー方法やトレーニング
メニューの設定等を行うことができた。今後、得
られた本研究結果を東京 2020 大会における対策の
ための基礎資料として活用する。

（文責　土肥　美智子　中村　真理子）



 5.　世界一流スピードスケート競技者のカーブ滑走動作のバイオメカニクス的分析

研究代表者　横澤俊治（スポーツ研究部）
メンバー　　加藤恭章（スポーツ科学部）
外部協力者　熊川大介（国士舘大学）、斉川史徳（松本市役所）、木村裕也（鹿屋体育大学連携大学院）

1. 背景・目的
　これまで JISS の競技研究等において、リン
ク天井に設置された位置計測システムを用いて
スピード分析を行ってきた。その結果、以下の
ことが明らかになった。①コースロスの個人差
は順位に影響し得る大きさである。②日本選手
は比較的回りやすいと考えられる長距離レース
のアウターカーブ中央でも内側のラインから大
きく離れている場合があり、必ずしも求心力だ
けが超過距離の制限要因ではないと考えられ
た。③原則として中・長距離種目についてはス
トレートが減速局面、カーブが加速局面である。
④ストレートの減速が小さいことがレース後半
のスピード維持のために重要であること。
　一方、近年の国際大会ではリンクレコードや
世界記録が次々と更新され、滑走技術の面でも
国際的に大きな変化が生じている可能性があ
る。しがたって、北京 2022 オリンピックにお
いて平昌 2018 オリンピック以上の成績を目指
すうえで、現時点の世界一流競技者の滑走技術
を日本選手と比較しながら確認しておくことが
重要と考えられる。また、カーブ滑走について
は近年の国際大会における滑走技術については
報告されていないようである。
　以上のことから本研究では、スピードスケー
ト国際大会において世界一流競技者及び日本代
表選手のカーブの滑走動作をバイオメカニクス
的に分析し、日本選手の課題を抽出することを
目的とした。

２．方法
　スピードスケートワールドカップ日本大会の
男子 1500m に出場した日本代表選手及び世界一
流選手計 13 名を対象に、レース中盤のカーブ
における滑走動作を、ハイスピードビデオカメ
ラ 3 台を用いて 300Hz で撮影した。得られた身
体の 3 次元座標を元に、下肢関節角度及びブレー
ドの動きに関する変量を算出した。

３．結果と考察
　図は、優勝選手と日本選手の右ストローク中
のスティックピクチャーを示したものである。
右ブレード離氷時において、優勝選手は右脚が
身体重心真下に近く、踵の挙上が小さかったの
に対し、日本選手では、大きく右脚が後方に流
れ、踵が大きく挙上していたことが分かる。
　また、着氷時足関節角度及び両足滑走局面の

足関節角変位と滑走スピードとの間に負の相関
関係、反対足着氷時の足関節角度及び片足滑走
局面の足関節角変位と滑走スピードとの間に正
の相関関係がみられた。すなわち、滑走スピー
ドが大きかった者ほど右ストロークにおいて背
屈位で着氷したが、その後の背屈角変位が小さ
かったため、反対足着氷時点ではむしろ足関節
角度が大きくなり、その後の底屈角変位が小さ
かった。また、両足滑走局面の股関節伸展角変
位についても滑走スピードとの間に負の相関関
係がみられた。さらに滑走スピードが大きい者
ほど右足離氷時の踵の挙上角が小さかった。
　以上の結果から、カーブの右ストローク中に
おいて、足関節の底背屈動作、踵の挙上及び股
関節伸展動作を小さくし、身体重心真下近くで
ブレードを滑走させることが重要であることが
明らかになった。

（文責　横澤　俊治）

図　優勝者と日本選手のスティックピクチャー
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１．背景
　肢体不自由のあるアスリート（以下「パラア
スリート」という。）はその障がい種別が多岐
にわたり、エネルギー必要量の推定に健常者と
同じ推定式を活用できるかどうかは明らかでは
ない。
　JISS ではこれまで脊髄損傷のある男性アス
リートを対象に二重標識水法による総エネル
ギー消費量（以下「TEE」という。）の推定及
び呼気ガス分析（ダグラスバッグ法）による基
礎代謝量（以下「BMR」という。）測定、二重
エネルギーエックス線吸収法（以下「DXA」と
いう。）や皮脂厚法を用いた体組成の推定など
を実施している。そこで、脊髄損傷のあるアス
リートの体組成の推定は難しく、除脂肪量を係
数とした BMR 推定式では実測値との誤差が大
きくなることを確認した。また、脊髄の損傷高
位が高くなるにつれて、健常者用に作成された
BMR 推定式では誤差が生じる可能性と、身体
活動レベル（以下「PAL」という。）は健常の
アスリートと同様である可能性を明らかにして
きた。このように、パラアスリートの BMR デー
タの蓄積及び整備が、パラアスリートの TEE
推定に有用である可能性がある。
　そこで本研究では、パラアスリートの BMR
データを横断的に蓄積し、障がい種別による特
徴や健常者用の BMR 推定式の妥当性について
検討した。また、同じタイミングで体組成やコ
ンディションに関するデータも収集し、BMR
との関連を検証した。なお本研究は 2 年計画で
実施する。

2. 方法
（1） 対象
　2019 年度は、HPSC を利用するパラアスリー
ト 5 名の協力を得た。対象者の内訳として、男
性 4 名 / 女性 1 名、立位 2 名 / 車いす利用 3 名
であった。障がいは、脊髄損傷 2 名、上肢欠損
1 名、切断による片大腿 2 分の 1 以上欠損 1 名、
切断による両大腿 2 分の 1 以上欠損 1 名であっ
た。

（2）研究プロトコル
　測定では、10 時間以上の絶食後に測定する
BMR と、絶食時間が 3 時間以上で BMR の約 1.1
倍とされる安静時代謝量（以下「REE」という。）

を測定した。
　対象者は、1 日目の夕方に食後 3 時間以上経
過した状態で来館し、仰臥位姿勢で安静を保っ
た後にダグラスバッグにより REE 測定を行っ
た。その後夕食を摂取し、以後就寝までは水以
外は絶飲絶食とした。また、起床までに 8 時間
の臥位安静を保持するよう指示した。2 日目は
早朝、排尿後に仰臥位姿勢となり BMR 測定を
行った。

3. 結果
　表に、パラアスリート 5 名の BMR 及び REE
の測定結果を示した。BMR 測定値は、脊髄損
傷の 1 名で REE 測定値よりも高い値となり、1
名は 65％と大幅に低かった。先行研究で示さ
れた NIHN 式による BMR 推定値と、REE を
1.1 で除した BMR 換算値を比較すると、上肢欠
損、脊髄損傷の選手は BMR 推定値よりも BMR
換算値の方が高く（59 ～ 82kcal）、下肢切断の
選手は BMR 換算値の方が低かった（-276 ～
-90kcal）。

4. 考察
　健常者用の推定式を用いた BMR 推定値が実
測値よりも過小となるか過大となるかは、下
肢の有無により影響する可能性が考えられた。
2020 年度はより多くの対象者を測定し、障がい
種別による傾向を明らかにしたい。

（文責　元永　恵子）

 6.　日本人パラアスリートにおける基礎代謝量データの蓄積と推定式の検討

研究代表者　袴田智子（スポーツ科学部）
メンバー　　元永恵子、清水和弘、星川雅子、髙橋英幸（以上、スポーツ研究部）、清水潤（スポーツ科学部）吉野昌恵、
　　　　　　近藤衣美、大石益代、鈴木章、半谷美夏（以上、スポーツメディカルセンター）、衣笠泰介、河合純
　　　　　　一（以上、スポーツ研究部、ハイパフォーマンス戦略部）
外部分担者　緒方徹（国立障害者リハビリテーションセンター）、小西真幸（常葉大学）、下山寛之（筑波大学）

表　選手別に見た、BMR 及び REE の測定結果



1. 背景・目的
　JISS では、長期間 JISS に滞在してリハビリテー
ションを行う選手に対し栄養サポートを実施している。
　現在の栄養サポートでは、選手の体重や体組成、
主観的コンディション、鉄栄養状態（血液検査）
などを評価指標に用い、選手に合わせてエネルギ
ーや栄養素の目安量を設定して、食事内容の調整
を行う。
　これらの評価指標に加え、栄養状態の指標とな
る検査項目を追加することで、より適切に選手の
栄養状態や栄養摂取量を評価できる可能性がある。
　近年、ビタミン D はカルシウムの代謝に関わる
だけでなく外傷・障害のリスクを低減させること、
また、筋合成の促進や炎症を減少させることなど
が報告されている。ビタミン D は、食事からの摂
取と紫外線照射によって産生されるため、屋内で
過ごす時間が長いリハビリテーション期では、ビ
タミン D の栄養状態が低下している可能性があ
る。栄養サポートでは、血中ビタミン D 濃度を評
価指標に加え、リハビリテーション期間中のビタ
ミン D 栄養状態の低下を防ぐことができれば、外
傷・障害からの早期回復やパフォーマンス向上に
貢献できる可能性がある。
　本研究では、JISS に長期間滞在してリハビリテ
ーションを行う選手に対し、有効な指標となり得
る検査項目を加えて栄養サポートを実施し、その
事例を蓄積し検証することを目的とした。

2．実施概要
（1） 対象者
　JISS に 3 週間以上滞在してリハビリテーション
を行った選手のうち同意が得られた 8 名を対象と
した。

（2） 調査項目
① 身体組成（身長、体重、体脂肪量、除脂肪体重）
② 血液検査（末梢血液一般、血清鉄、血清フェ
　リチン濃度、血清 25-ヒドロキシビタミン D 濃度
　など）
③ 尿検査（尿中ビタミン排泄量など）
④エネルギー・栄養素摂取量（競技者栄養評価
　システム mellon Ⅱを用い、選手に食事登録と
　栄養評価を依頼した。）
⑤ 質問紙調査（食知識や食行動に関する質問）

（3） 結果及び考察
　栄養サポート期間は、平均 27 日間（15 ～ 64 日）
であった。年齢は 22 ～ 32 歳であり、競技種目は
ハンドボール、サッカー、ソフトボール、ホッケー、

セーリングであった。対象者の性別、傷病名及び
手術の有無を示した（表）。

　体組成については、手術有の選手では、受傷前
から JISS でのリハビリテーション開始までに除
脂肪体重が約 5kg 減少している選手がいた。術前・
術後の入院時に除脂肪体重が減少していることが
推測された。
　血中ビタミン D 濃度は、現在データが揃った
5 名では、介入前の平均は 20.3 ng/ml（10.9-26.1 
ng/ml）、 介 入 後 の 平 均 は 18.5 ng/ml（10.1-23.3 
ng/ml）であった。介入前及び介入後ともアスリ
ートの目安値 30.0ng/ml（Larson-Meyer DE et al., 
2018）よりも低値であった。食事からのビタミ
ン D 摂取量が十分ではなかったことや日照への暴
露時間が短かったことが影響している可能性があ
る。今後、解析を進め、リハビリテーション期間
中の栄養摂取量と栄養状態の変化について検証す
る予定である。

3．まとめ
　2019 年度は 8 名を対象に実施し、外傷・障害や
競技種目による特徴や課題を観察した。2020 年度
も継続して事例を蓄積し、リハビリテーション期
の栄養サポートに有用な評価指標を検討する。こ
れらを積み重ねることで、早期の競技復帰に貢献
できる栄養サポートの確立を目指す。

（文責　吉野　昌恵、亀井　明子）

表　対象者の性別・傷病名・手術の有無

7.　長期滞在型リハビリテーションにおける栄養サポート方法の確立

研究代表者　亀井明子（スポーツメディカルセンター）
メンバー　　吉野昌恵、近藤衣美、石橋彩（以上、スポーツメディカルセンター）、元永恵子（スポーツ研究部）、
　　　　　　奥脇透、蒲原一之、土肥美智子、中嶋耕平、半谷美夏、高橋佐江子、鈴木章、高嶋直美、田村尚之、
　　　　　　大石益代、立谷泰久（以上、スポーツメディカルセンター）

選手 1 選手 2 選手 3 選手 4

性別 F F F F

傷病名 足首捻挫
前十字断裂・

半月板損傷
膝軟骨損傷

膝内側側副靱帯損傷・

肩関節脱臼

手術 無 有 無 有

選手 5 選手 6 選手 7 選手 8

性別 F F M F

傷病名
ハムストリングス

腱部分断裂

前十字断裂・

半月板損傷
肩脱臼 前十字断裂

手術 無 有 無 有
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1. 背景・目的
　スキー・コンバインド競技（以下「NC」という。）
は、スキージャンプ（以下「SJ」という。）とクロス
カントリースキー（以下「XC」という。）の 2 種目
の結果を競う。NC の試合では、前半に SJ を、そ
の後 1 ～ 3 時間の間隔を空けて後半に 5 ～ 15 km

（10 km が主流）の XC を実施する。NC における
主要国際大会では、2 ～ 3 日間にわたって試合が
行われることが多く、連戦で高いパフォーマンス
を発揮することが求められる。
　糖質を中心とした食事の摂取量が不足すると、
XC のパフォーマンスを損なう可能性が高く、筋グ
リコーゲン（以下「筋 Gly」という。）の回復のための
最適な糖質摂取量を明らかにすることは重要である。
我々は、これまでに XC のレースを想定した滑走
運動後に、体重 1kg あたり 4g 以上の糖質を摂取
することで体重を増加させずに筋 Gly が回復する
ことが明らかにした。しかしながら、この糖質量
を海外遠征時に食事のみで準備することは困難な
場合が想定される。そこで、本研究では NC 選手
を対象に、XC のレースを想定した運動後の異な
る形状の糖質摂取が翌朝の筋 Gly に及ぼす影響を
検討することを目的とした。

２．方法
　本研究は、ナショナルチームに所属している男
性 NC 選手 4 名を対象とした。
　運動後に食事で体重 1kg あたり糖質 4g を摂取
する条件（Meal 条件）と食事とスポーツフード
を組み合わせて体重 1kg あたり糖質 4g を摂取す
る条件（食事：糖質 1.5g/kg、スポーツゼリーを
中心としたスポーツフード：糖質 2.5g/kg；Meal
＋ Sports foods 条件）の 2 条件を設定した。運動
内容は、埋設型大型トレッドミルとローラースキ
ーを用いた XC のレースを想定した滑走運動であ
った。対象者が行った滑走運動は、24 分 40 秒間
のレース（10 km 相当）を想定し、1 セット 6 分
間のプロトコールを 4 セット連続で行った。なお、
4 セット終了後には、25km/ 時より 10 秒ごとに
時速 2km ずつ漸増させる運動を 40 秒行うもので
あった（図 1）。運動前後及び翌朝には、炭素磁気
共鳴分光法（13C-MRS）を用いて上腕三頭筋の筋
Gly の評価を行った。加えて、食後の膨満感など
を評価するためにアンケートを実施した。

３．結果
　筋 Gly 濃度は、両条件ともに運動前と比較して
運動後では有意な減少を示し（p < 0.001）、翌朝
の運動後からの回復は、両条件ともに増加が認め
られた。しかしながら、両条件において、回復の
程度に有意な違いは認められなかった（図 2）。

　胃腸障害に関するアンケート結果は、条件間に
違いはみられなかった。

４．結論
　本研究では、食事でも、食事とスポーツフード
を組み合わせた場合でも、体重１kg あたり 4g の
糖質を摂ることができれば、運動後から翌朝にか
けての筋 Gly が運動前の値まで回復することが明
らかとなった。以上のことから、現場では、状況
に応じて食事やスポーツフードを選択することも
栄養戦略の一つとなると考えられる。

（文責　石橋　彩）

図 1　運動プロトコール

図 2　運動前後の筋 Gly 濃度

8.　スキー・コンバインド選手における運動後に摂取する糖質の形状の違いが　
　　翌朝の骨格筋グリコーゲンの回復に及ぼす影響

研究代表者　石毛勇介（スポーツ科学部）
メンバー　　石橋彩、亀井明子（以上、スポーツメディカルセンター）、山辺芳、谷中拓哉（以上、スポーツ科学部）、
　　　　　　髙橋英幸、笠井信一、小島千尋（以上、スポーツ研究部）
外部分担者　後藤一成（立命館大学）外部協力者　河野孝典、久保 貴寛、薄井 良隆（以上、全日本スキー連盟）

The value are means ± SE.
*; Significant difference from Pre.



9.　スキー滑走中の筋放電パターンの検討
　　　　　　- パラリンピックアルペンスキー選手を対象として -

1. 背景・目的
　アルペンスキー競技では、高い速度を維持して、
より短い時間で設定されたコースを滑走すること
が求められる。健常選手に関しては、高い速度を
維持して滑走するための技術について検討された
研究が多くみられるが、パラリンピック選手を対
象とした報告は少ない。パラリンピックアルペン
スキー選手では個々に障がいや用いる用具（チェ
アスキー等）が異なり個別の特性を有するため、
取り組むべき課題も個々に異なる。本研究の目的
は、パラリンピックアルペンスキー選手のスキー
滑走時の筋活動、関節角度変化及び滑走軌跡を測
定することにより、選手個別の技術的な課題を明
らかにすることとした。

２．方法
　対象者は世界トップクラスの競技成績を有する
パラリンピックアルペンスキー選手 2 名（立位（左
下肢切断）1 名：A 選手、座位 1 名：B 選手）及
び次世代育成指定選手 1 名（立位：C 選手）であ
った。測定は、菅平高原パインビークスキー場

（2019 年にナショナルトレーニングセンター競技
別強化拠点に指定）にて実施した。A 選手は旗門
間の距離が左右均一になるように設定されたコー
スを、B 選手は実際のレースを想定したジャイア
ントスラロームのコースを、C 選手は旗門を設置
せずフリー滑走を行なった。
　A 選手は下肢及び体幹部計 14 筋を、B 選手は
左右の体幹部計 10 筋を、C 選手は左右の下肢計
14 筋を被験筋とした。筋活動測定には、ワイヤ
レス筋電計（cometa 社）を用いた。同時に、慣
性センサ（スポーツセンシング社）を用いた滑
走中の３次元動作分析及び GPS ＋ GLONASS

（Timbertech 社）を用いた滑走軌跡分析を行なっ
た。筋電データに関しては、ハイパスフィルタ（遮
断周波数 20 Hz）で処理した後に全波整流し、ロ
ーパスフィルタ（遮断周波数 5 Hz）を用いて平
滑化した。滑走軌跡に関しては、カルマンフィル
タを用いて処理をした後に、対象とする時刻の前
後 5 点の位置データを用いて各時刻における滑走
軌跡の曲率半径を算出した。

３．結果と考察
　A 選手は、同様の測定を 2018 年度競技研究に
おいても実施した。その際に、滑走中の大臀筋の
筋活動レベルが低いことが課題として挙げられてい
た（図：右）が、今回の測定においては、右ターン

において筋活動レベルの増大がみられた（図：左）。　　
　今回の測定までの期間、前回の課題を意識して
トレーニングを実施してきた結果が反映されてい
たと言える。一方、左ターンでは前回と同等、も
しくは筋活動レベルの低下がみられた。また、タ
ーン時の曲率半径の平均値は左右で異なる傾向が
みられた（右ターン平均値：12.4 m、左ターン平
均値：11.3 m）。データから明らかになった左右
各ターンの特徴を基に、タイム向上のための更な
る滑走技術改善方法を検討していく。

　B 選手に関しては、左右対称に体幹部の筋（脊
柱起立筋、外腹斜筋、腰方形筋、腹直筋）を測定
したが、いずれの方向へのターンにおいても、共
収縮の度合いが高く、主働筋と拮抗筋の活動の切
り替えが他の選手と比較すると少ない傾向がみら
れた。
　C 選手は、左側下肢の筋活動レベルが右側と比
較して低く、特にその傾向は遠位部において強く
みられることがわかった（腓腹筋及び前脛骨筋）。
ターンにおける膝関節可動域を算出したところ、
左側の関節角度域（平均値：32.0 度）が右側（平
均値：43.1 度）と比較して小さかった。今後は、
今回明らかになった各選手の特徴を踏まえて、障
がいにより活動させることが困難な部分を考慮す
ると同時に、滑走速度を高める技術についてさら
に検討していく。

（文責　石毛　勇介）

研究代表者　石毛勇介（スポーツ科学部）
メンバー　　袴田智子、稲葉優希、谷中拓哉、田中仁（以上、スポーツ科学部）、城所収二（スポーツ研究部）
外部協力者　吉岡伸輔（東京大学）、石井沙織（日本障がい者スキー連盟）

図 　A 選手の今回測定した大臀筋の筋活動と 2018 年度に
　 　鹿沢スノーエリア（群馬県嬬恋村）にて測定したデ
　 　ータとの比較
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10.　競技パフォーマンス及びトレーニング効果に影響する遺伝情報活用に関する研究
　　　　　　　　　　　-LEGACY2020 プロジェクト -

1. 背景・目的
　LEGACY2020 プロジェクトは、Longitudinal 
Elite athlete-related Genome-wide Association 
study combined with Cohort study until Year 
2020 の略称であり、東京 2020 大会を契機に、ス
ポーツ医・科学研究にとっての重要な遺産（将来
につながる貴重なデータ）を残し、将来包括的に
遺伝情報と競技パフォーマンスの関係を解析する
ため、A）トップ選手の遺伝情報収集・競技環境
やスポーツ外傷・障害についての質問紙調査を実
施し、B）A）で得られた試料・調査結果を用いて、
種目特性、競技パフォーマンスや疾病、スポーツ
外傷・障害リスクと遺伝情報との関係を明らかに
することを目的として発足した（図）。
　2017 年度は、特に A）について実際の遺伝情
報の収集及び質問紙調査を本格的に開始するべ
く、実施体制及び運用体制について整備し、2018
年度は整備された遺伝情報収集や質問紙調査を推
進させ、さらに競技パフォーマンスに関連するα
- アクチニン 3（alpha-actinin 3: ACTN3）の遺伝子
多型を競技種目横断的に検討した。2019 年度は、
東京 2020 大会の HC や、同期間に行われる競技
団体ごとの MC 時に、遺伝情報解析のためのサ
ンプル収集、質問紙調査を推進するとともに、ア
ンギオテンシン変換酵素（angiotensin converting 
enzyme：ACE）の遺伝子多型解析について、解
析方法確立のための実験を行った。

２．実施内容
（1）調査対象及び調査期間
　JISS メディカルセンター及び JOC 強化部と協
議 し、2017 ～ 2020 年に JISSMC 及び JOC 大会
HC を受診する成人選手を対象として実施した。

（2）調査内容
　以下の二つを実施した。
①競技環境やスポーツ外傷・障害についての質問
　紙調査
②血液検査済の検体を活用した遺伝情報解析
　②については、以前は血液検査後に、検査会社
における血液検査後に廃棄していた検体を本研究
解析用に返却してもらい、本研究のための追加の
採血は実施しないこととした。

（3）データ管理体制の構築
　質問紙調査については、JISS のその他のデータ
と同様に管理し、遺伝情報については、新たにプ
ロジェクト外に情報管理者・分担者を設け、サン
プルを匿名化した後に、遺伝情報解析を行うこと
とした。

（4）実施・運用状況
　2017 年度から 2018 年度までで調査を実施した
派遣大会を下記に示した。
〇ジャカルタ・パレンバン 2018 アジア大会 HC
〇クラスノヤルスク 2019 ユニバーシアード冬季
大会 HC
〇ナポリ 2019 ユニバーシアード夏季大会 HC
〇同期間内に競技団体ごとに実施した MC
　MC 及び上述した大会の HC を受診する選手を
対象に調査を実施し、1666 名（男性 931 名、女性
735 名）のサンプルを得た。
2019 年度は下記派遣大会時の MC を対象として
調査を実施した。
〇東京 2020 オリンピック競技大会 HC
〇同期間内に競技団体ごとに実施した MC
　2019 年 11 月から 2020 年 2 月に実施した MC 及
び東京2020大会HCを受診した選手457名のうち、
初回受診者 200 名を対象とし、175 名（男性 106 名、
女性 69 名）のサンプルを得た。
　ACE 多型解析については、解析方法の確立の
ための実験を引き続き実施しており、2020 年度ま
でに解析条件を設定し、ACE, ACTN3 の遺伝子
多型解析を終える予定である。今後は、質問紙調
査で得られた国内トップアスリートの競技歴や体
質及びスポーツ外傷・障害歴の特徴を解析すると
ともに、それら競技パフォーマンス発揮に関わる
候補遺伝子多型を探索し、解析を進める。

（文責　大岩　奈青）

研究代表者　大岩奈青（スポーツ研究部）
メンバー　　髙橋英幸、鈴木康弘、清水和弘、赤澤暢彦、鈴木なつ未（以上、スポーツ研究部）、
　　　　　　中嶋耕平（スポーツメディカルセンター）
外部協力者　福典之（順天堂大学）、川原貴（JOC 情報・医・科学専門部会　部会長）

図　LEGACY2020 プロジェクトの目的



1. 背景・目的
　アスリートにおいては、海外遠征などで食べ慣
れた食品や衛生的に安全な食品が手に入らない場
合や、運動時のエネルギー補給、食物アレルギー
などで特定の栄養素が摂取できない場合などにサ
プリメントの使用が検討される。また、パフォー
マンスを高めることが期待される成分を含むサプ
リメントを使用する者もいる。
　JISS では、2006 年以降、国際総合競技大会派
遣前 MC において、日本代表選手のサプリメント
使用状況を調査してきた。これまでの調査から、
日本代表選手では 80％以上の選手がサプリメント
を使用していたことが明らかとなっている。
　一方、日本の障がいのあるアスリートのサプリ
メント使用に関する実態は明らかではない。カナ
ダの車いすラグビー選手を対象とした調査では、
男性 91％、女性 78％がサプリメントを使用して
いた（Madden et al., 2018）。また、Paulson ら（2015）
による障がいのあるアスリート（イギリス、カナ
ダ、アメリカ、スイス、ドイツ）を対象とした調
査では、55％のアスリートがサプリメントを使用
していた。日本における障がいのあるアスリート
のサプリメント使用状況は明らかではないが、現
在のアスリートを取り巻く環境から、日本におい
ても多くのアスリートがサプリメントを使用して
いることが予想される。
　サプリメントを使用することで、食事で不足す
る栄養素を補うことができる可能性や、パフォー
マンスが向上する可能性があるが、不適切な使用
では、パフォーマンスだけでなく、健康に悪影響
を与えることがある。前述の Paulson らの障がい
のあるアスリートを対象とした調査では、サプリ
メントを使用していたアスリートのうちの 9％が
サプリメント使用による副作用（消化器系の症状）
を経験していたことが報告されている。その原因
として、健常のアスリートの推奨量を摂取したこ
とが原因と推察されており、障がいのあるアスリ
ートがサプリメントを使用する場合は、健常のア
スリートと異なる配慮が必要であると考えられる。
そこで本研究は、障がいのあるアスリートのサプ
リメント使用に関する実態を明らかにすること、
障がいのあるアスリートのサプリメント使用に関
する課題を抽出することを目的とした。

2．実施概要
（1）調査方法
　自記式の調査票を用いた。JPC 及び JPSA、医
科学委員会の協力を得て、「東京 2020 パラリンピ
ック競技大会 メディカルチェック」とあわせて
調査票を配布することとなった。

（2）調査期間
　2020 年 2 月～ 5 月（予定）であり、現在、調査
中である。

（3） 対象者
　東京 2020 パラリンピック代表選手及び候補選
手を対象とした。

（4） 調査項目
① 対象者の基本情報（年齢、性別、競技種目、障
　 がいの種類）
② サプリメント使用に関する項目
・サプリメント使用の有無
・使用しているサプリメント
・サプリメント使用理由
・サプリメントを使用する際の情報源
・サプリメントを使用していない理由（使用して
　いない場合）　

3．結果
　2020 年 2 月、JPC より「東京 2020 パラリンピ
ック競技大会 メディカルチェック」の対象者に
調査票が配布された。今後、2020 年 6 月頃に回収
し、分析を行う予定である。

4．今後の展望
　本研究により、日本の障がいのあるトップアス
リートのサプリメント使用の実態を把握すること
ができる。調査結果から、サプリメント使用の傾
向や競技種目及び障がいによる特徴について考
察し、障がいのあるアスリートが適切にサプリメ
ントを使用するために必要な情報や支援を検討す
る。JPC や JPSA と協力し、本データの公表や活
用、選手や競技団体への情報還元に努める予定で
ある。
　なお、東京 2020 パラリンピック競技大会の延期
に伴い、本研究についても計画の変更を検討する。

（文責　吉野　昌恵、袴田　智子）

11.　障がいのあるアスリートのサプリメント使用に関する実態調査

研究代表者　袴田智子（スポーツ科学部）
メンバー　　吉野昌恵、亀井明子、半谷美夏、上東悦子、中嶋耕平、蒲原一之（以上、スポーツメディカルセンター）、

元永恵子（スポーツ研究部）、石毛勇介（スポーツ科学部）
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1. 背景・目的
　東京 2020 大会において、競技者は暑熱環境下で
のパフォーマンス発揮が求められることが予想され
る。したがって、適切な身体冷却方法や水分補給
法、暑熱順化に代表される暑熱対策が非常に重要と
なる。本研究では、暑熱環境下における競技者のパ
フォーマンス発揮をサポートするために有用となる
知見を創出し、それらを各強化現場へ応用し、東京
2020 大会で実施するための対策を講じることを目的
とした｡

２. 実施概要
（1）競技種目別暑熱対策に関する実践研究
【目的】暑熱環境下における競技者のパフォーマンス
発揮をサポートするために実際の試合やレース中の
データ収集を行い、東京 2020 大会で効果的な暑熱対
策を行うためのクーリング戦略を構築することを目
的とした｡ 2019 年度の対象競技種目はサッカー、テ
ニス、ブラインドマラソンとした。
①サッカー競技

【実施内容】日本代表男子サッカー選手 23 名を対象
とし、AFC U23 選手権タイ 2020 大会直前 1 週間の
暑熱順化期間における尿比重の変動や、試合におい
てウォーミングアップ（W-up）及びハーフタイム時
に計画的飲水を行なった際の脱水率の変動について
検証した。その結果、尿比重が暑熱順化 2 日目では
1.026 ± 0.01 であったが、10 日目には 1.019 ± 0.01
まで低下し（P＜0.05）、尿比重が一つの順化の目安
になる可能性が示された。また、脱水率は大会期間
の 3 試合において 2.4 ± 1.2% であり、計画的飲水に
より過度な脱水を抑制できた可能性が示された。
②テニス競技

【実施内容】プロを含む 8 名のテニス選手（男子 4
名、女子 4 名）を対象に、試合における W-up 及び
ブレイク時の種々の身体冷却法が深部体温上昇及び
スプリントパフォーマンスに影響を及ぼすかを検討
した。試合は 6 ゲーム先取で 1 セットとし、それを
3 セット実施した。身体冷却はコントロール（緑）、
アイスベスト（橙）、アイスベスト及び少量のアイス
スラリー（青）、アイスベスト及び多量のアイススラ
リー（赤）とした。その結果、アイスベストの着用

及び多量のアイススラリー摂取は深部体温の上昇を
抑制する一方で、セット後半におけるスプリントパ
フォーマンスの悪化もたらすことから、アイスベス
ト及び少量のアイススラリー摂取の方が有効である
ことが示された。

③ブラインドマラソン競技
【実施内容】エリートブラインドマラソン選手 4 名（男
子 2 名、女子 2 名）を対象に、15km の距離走前に
体重 1kg あたり 7.5g のスポーツドリンク摂取（CON）
及びアイススラリー摂取（ICE）の 2 条件を実施し、
プレクーリングが深部体温や生理学的指標に及ぼす
影響について検証した。その結果、距離走直前の深
部体温はウォーミングアップ前に比べ CON 群は 0.3
± 0.1℃の上昇、ICE 群は 0.6 ± 0.5℃の低下が認めら
れた。一方、距離走開始 5km 以降群間の深部体温の
差はみられず、距離走中の身体冷却のタイミング及
び方法（内部又は外部冷却）について早急に検討が
必要である。

（2）選手・コーチ・スタッフに向けた情報発信
　2015 年度から実施した「暑熱対策に関する研究」
プロジェクトで得られた知見や実践方法をアスリー
トや競技団体に活用してもらうべく、競技者のため
の暑熱対策ガイドブック実践編を作成した。

３. まとめ
　2019 年度は、競技種目別に特化した暑熱対策に関
する実践研究を行なった。本研究で得られた知見や
課題について競技団体と引き続き協議し、東京 2020
大会での活用を目指す。

（文責　内藤　貴司、中村　真理子）

研究代表者  　中村真理子（スポーツ科学部）
メンバー　  　内藤貴司、赤澤暢彦、安藤加里菜、池田達昭、枝伸彦、竹村藍、星川雅子、髙橋英幸（以上、ス　
　　　　　　　ポーツ研究部）、斎藤辰哉、原村未来、髙橋あかり、村石光二（以上、スポーツ科学部）、松本良一、
　　　　　　　菊島良介、松尾谷泰、立石智彦（以上、日本サッカー協会）、田島孝彦、土橋登志久（以上、日本
　　　　　　　テニス協会）、安田享平、木之下仁（以上、日本ブラインドマラソン協会）
外部分担者 　 中村大輔（立教大学、株式会社ウェザーニューズ）、長谷川博（広島大学）、安松幹展（立教大学）、
　　　　　　　林聡太郎（福山市立大学）

❷　特別プロジェクト研究

 1.　暑熱対策に関する研究

図  テニス試合時の深部体温の動態



1. 背景・目的
　JISS 心理グループでは、東京 2020 大会に向け
たサポート充実のため、特別プロジェクト研究を
実施してきた。具体的には、延べ 28 名の自国開
催大会出場経験者にインタビューを行い、自国開
催のプレッシャーの実態調査や対策の検討を進め
てきた。また、これまでの成果は、単発の心理
セミナーを通じて強化現場に提供してきたが、今
後はチームと密にコミュニケーションを取りなが
ら、より戦略的に情報提供を進めていくことが重
要である。以上を踏まえ、2019 年度は、要望のあ
った NF を対象としてシリーズの心理セミナーを
提供した。さらに参加者へのアンケートやインタ
ビューを実施することによってフィードバックを
受け、セミナーで提供する内容の更なる改善を図
った。

２．実施概要
（1）東京 2020 対策心理セミナーの展開
　NF へ向けた提案を行い、合計 6 団体から要望
を受けた（現時点では団体名は伏せ、A 〜 F とす
る）。セミナーで提供する内容や回数については、
打合せを実施して決定した。打合せでは、提供可
能なコンテンツ（表 1）を示した上で、代表選考
や強化方針を踏まえた調整を行った。基本的には、
これまでのインタビュー調査で得られた事例と自
国開催大会特有の問題を紹介し、その対策を示す
という内容であった。2020 年 3 月まで、延べ 6 回
のセミナーを実施した。2020 年 4 月以降も計画に
基づき実施する予定である。

（2）アンケートとインタビューの実施
　セミナーに参加した選手や指導者からフィード
バックを得るため、各セミナー後にアンケート並
びにインタビューを実施した。アンケートでは、
セミナーに対する満足度（5 件法：大変不満〜大
変満足）や取り上げて欲しいテーマ（自由記述）

を尋ねた。インタビューでは、競技団体 A におけ
るコーチを対象に、東京 2020 大会を控えてのチ
ームの課題や心理面の対策として取り上げるべき
内容について詳しく尋ねた。アンケートで得られ
た満足度については、延べ 72 名の回答から、概
ね満足が得られていることが示された（表 2）。一
方、少数ながら不満を示す回答もあった。それら
の回答者から得られた要望やインタビューで多か
ったものは、「ポジティブな内容」を求める声で
あった。この理由としては、本セミナーの構成が
考えられた。本セミナーの構成は、自国開催大会
出場者の事例を紹介し、そこで直面した心理的困
難を中心に紹介した上で、それに向けた対策を示
すというものであった。この構成が、一部の選手
にとっては自国開催大会をネガティブに捉えさせ
るものになったと推察される。このフィードバッ
クを踏まえ、今後はパフォーマンス発揮につなげ
られる内容をより積極的に盛り込んでいくことが
必要といえる。

３．まとめと今後について
　2019 年度は、これまでの研究成果を踏まえた心
理セミナーを強化現場に向けて実施し、有益なフ
ィードバックを得ることができた。2020 年度も、
計画に沿ってセミナーを実施していく予定であ
る。また、東京 2020 大会の本番までの期間では、
想定していなかった事態が生じることも考えられ
る。そのような場合であっても、自国開催対策を
キーワードに据えつつ、NF とコミュニケーショ
ンを取りながら臨機応変に対応していきたい。

（文責　佐々木　丈予、立谷　泰久）

2.　東京 2020 対策心理セミナーの展開と効果検証

研究代表者　立谷泰久（スポーツメディカルセンター）
メンバー　　佐々木丈予（スポーツ研究部）、福井邦宗、江田香織、實宝希祥（以上、スポーツメディカルセンター）、

遠藤拓哉、谷内花恵、阿部成雄（以上、ハイパフォーマンスサポート事業）、山下修平（ハイパフォ
ーマンス戦略部）

表 1　セミナーにおけるコンテンツ

表 2　セミナーに対する満足度

テーマ 内容

自国開催大会の理解 出場事例の紹介

環境の変化とプレッシャー 「ふりかえり」のトレーニング

選手村生活の快適化 選手村生活を主体的に設計するワーク

想定外への対処スキル 各種心理技法の学習

試合後の評価への対応 ソーシャルサポートの整備

満足度 回答（N=72）

大変満足 26（36％）

やや満足 39（54％）

どちらでもない 5（7％）

やや不満 2（3％）

大変不満 0（0％）
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1. はじめに
　雪上系競技の試合は氷点下から零度近くの寒冷
地で行われる。雪上系種目では競技前にウォーミ
ングアップを行い、体温を上昇させて最適なコン
ディションで試合に臨んでいる。しかし、寒冷環
境下において、どういった飲料や食品をどのタイ
ミングでどれくらい摂取したら良いのか、衣類自
体の素材や着脱のタイミング、また、ウォーミン
グアップ方法に関してはまだまだエビデンスに乏
しい。また、寒冷環境においてコンディションを
悪化させる要因に感染症の問題がある。感染症へ
罹患すると体調を崩すだけでなく、試合に出られ
ない可能性もある。したがって、感染症を予防す
ることはベストパフォーマンスを発揮するために
重要である。寒冷環境下においてベストパフォー
マンスを発揮するための対策は様々であるが、ま
ずは、雪上系競技の寒冷環境下における課題を抽
出する必要がある。また、北京オリンピックに向
けてオリンピック本番の気候を想定した対策が必
要になるが、オリンピック開催予定地やその周辺
の気候調査は十分に行われていない。
本研究は、

（1）トップアスリートの寒冷対策の実態調査
（2）北京オリンピック開催予定地の環境調査
（3）寒冷環境下におけるベストパフォーマンス発
　 揮のための方策に関する先行研究の収集とレビ
　ューを目的とした。

２．実施概要
（1）トップアスリートの寒冷対策の実態調査
【調査方法】対象者は、2022 年北京大会において
実施が予定、検討されている競技種目の強化担当
責任者とした。対象者は、Web ベースの質問票に
よる記名式アンケートに回答した。アンケート調
査は、調査の目的及び情報の取り扱いに関して同
意を得た上で実施した。

【結果】2020 年 1 月 22 日から 2 月 22 日の 1 ヶ月
の期間に、26 名の強化担当責任者から回答を得た。
寒冷環境下でのトレーニングや試合において、選
手のパフォーマンス低下を感じることがあるかと
いう質問に対しては、計 19 名が寒冷環境下での
パフォーマンスの低下を感じていることがわかっ
た。北京大会に向けた対策としては、ウォーミン
グアップ方法の工夫（12 名）、ウェアの工夫（9 名）、
水分摂取方法の工夫（3 名）等の対策を実施して
いることがわかった。
　一方、医学的な問題に関しては、寒冷環境下で

実施されるがために起こりやすい症状があると感
じている回答者が 22 名おり、「風邪やインフルエ
ンザをひきやすくなる」（11 名）との回答が最も
多かった（複数回答可）。また、ほとんどの回答
者が寒冷環境下での医学的な問題への対策を実施
していた（21 名）。

（2）北京オリンピック開催予定地の環境調査
　北京オリンピック・パラリンピックが開催され
る 2 月と 3 月の競技会場の気象データを提供して
もらうよう、気象情報サービス会社、全日本スキ
ー連盟、日本障害者スキー連盟の各担当者と２度
の打合せを行い情報提供に関しての了解を得た。

（3）寒冷環境下におけるベストパフォーマンス
　　発揮のための方策に関する先行研究の収集と
　レビュー

【方法】寒冷環境下のウォーミングアップ、生理
学的応答、疾患、栄養補給、水分摂取の５つのカ
テゴリーで先行研究を集め、それぞれレビューし
た。

【結果】総じて、寒冷環境下でのベストパフォー
マンス発揮に関連した文献数は非常に少なく、ま
だまだエビデンスが不足している状況が明らかと
なった。寒冷環境と気管支喘息に関するレビュー
において具体的な対策が示された。

３．まとめ
　本アンケート調査を通して、冬季種目の多くの
種目において、寒冷環境下におけるパフォーマン
ス低下を感じており、個々に対策を講じているこ
とがわかった。一方で、体温低下を防ぐ方法や、
前提として寒冷環境下でどの程度パフォーマン
スが低下するのかを教えて欲しいという意見、感
染症対策に有効な方法を知りたいという意見もあ
り、今後、先行研究等で示されている知見をまとめ
て、情報提供をしていく必要があると考えられた。
　競技会場の環境データに関してはデータを提供
してもらう見通しが立ったので、2020 年度以降、
具体的にそうしたデータをどのように活用してい
くかを検討したい。
　先行研究の収集とレビューにおいて、研究がな
されていない領域が明らかとなったので、2020 年
度以降、こうした領域に関してどのように研究に
繋げていくかという点を考えていきたい。

（文責　石毛　勇介）

3.　寒冷環境下におけるベストパフォーマンス発揮のための研究

研究代表者　石毛勇介（スポーツ科学部）
メンバー　　中村真理子、稲葉優希、河田絹一郎（以上、スポーツ科学部）、蒲原一之、吉野昌恵、石橋彩、近

藤衣美、鈴木栄子（以上、スポーツメディカルセンター）



❸　基盤研究

 1.　アスリートにおけるコンディションの評価システムの構築と新規手法に関する研究

1. 背景・目的
　本研究では、（1）コンディション評価指標・コ
ンディショニング手法の活用を促進するための

「コンディション評価指標の活用に関する研究」、
（2）今後コンディション評価指標・コンディシ
ョニング手法となりうる可能性をもつ項目に関
してデータ蓄積や有効性の検証を行う「アスリ
ートの強化期のコンディション評価に関する研
究」、（3）「新しい器具・手法を用いたコンディ
ショニングに関する研究」を行っている。

２. 実施概要
（1）コンディション評価指標の活用に関する研究
①コンディション評価のパッケージ化
　現在 JISS で測定可能で運用方法が確立され、
迅速にフィードバックできるコンディション評
価指標」に関して、測定意義、測定方法、評価方法、
フィードバック方法、コスト、測定の手軽さ、
指標が変動した際の対処方法の一覧表を作成し
た。2020 年度には“測定プロトコルが確立され
れば、上記の一覧表に含められる指標”につい
て試行錯誤を行い、一覧表を充実させるととも
に、配布可能な資料の作成について検討する。
②アスリートポートを用いたコンディション評価
　アスリートポートに入力されたコンディショ
ンデータを基に、機械学習を用いて、咳・鼻水・
喉痛の風邪症状を呈する 5 日前にアラートを発
せられるか検討したところ、適合率、再現率、
F 値（調和平均）ともに 0.583 であった。精度を
上げるため、使用するデータの期間を変えて引
き続き検討する。

（2）アスリートの強化期のコンディション評価に
　 関する研究
　アスリートの①腸内細菌叢プロファイルと②
睡眠習慣の実測調査を行った。
①腸内細菌叢プロファイルについての研究
　25 名のアスリートを対象に糞便から腸内細菌
叢フローラを解析し、バクテロイデス菌属は最
大酸素摂取量と負の相関関係を有する傾向が示
された。このことから、腸内細菌は有酸素性パ
フォーマンス発揮に関与する可能性があるが、

まだサンプルサイズが小さく対象者を増やす必
要がある。
②睡眠習慣の実測調査
　65 名のアスリートの半数で昼間の眠気が強か
ったが、睡眠の質は良く、睡眠時間が短いこと
が原因となっているケースが多いことが明らか
となった。2020 年度は「（1）- ①コンディション
評価のパッケージ化」で現場への伝達を目指す。

（3）新しい器具・手法を用いたコンディショニ
　　ングに関する研究
　生体リズムに関する研究を 2 つ行っている。
①早朝の高照度光暴露が生体リズムと夜間睡眠
　に及ぼす影響を調べる研究
　早朝に開催される競技会に生体リズムをあわ
せたり、夜型のアスリートの午前のパフォーマ
ンスを改善する手法としての効果を検証する目
的で、2 時間の睡眠スケジュールのシフト（早
寝早起き）のみの場合と、さらに起床直後に 30
分の高照度光暴露を加えた場合の深部温の位相
変化や眠気・やる気、夜間睡眠の変化を比較し
ている。
②クライオセラピーが海外遠征から帰国後の深
　部温のリズムと睡眠障害に及ぼす影響
　もう一つは海外遠征後の時差症状軽減にクラ
イオセラピーが有効か否かを検証する目的で調
べた。クライオセラピーによって夜の深部温の
上昇が抑えられ、睡眠潜時は短縮、睡眠前半の
睡眠効率が高くなったが、睡眠後半に共通の傾
向はなく、クライオセラピーがもたらす効果は
睡眠前半に限られていた。

３. まとめ
　2019 年度の実施内容・結果について記載した。

（2）（3）で有効性が確認されたものは、最終的に（1）
- ①コンディション評価のパッケージ化に盛り込
みたいと考えている。

（文責　星川　雅子、赤澤　暢彦）

研究代表者　星川雅子（スポーツ研究部）
メンバー　　髙橋英幸、清水和弘、大岩奈青、赤澤暢彦、安藤加里菜、鈴木なつ未、枝伸彦 （以上、スポーツ研究部）、
　　　　　　中村真理子、三浦智和、清水潤（以上、スポーツ科学部）、土肥美智子（スポーツメディカルセンター）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
外部協力者　柴田重信、高橋将記（以上、早稲田大学）、宮地元彦、村上晴香、國澤純、水口賢司（以上、医薬基盤・
　　　　　　健康・栄養研究所）、木暮貴政（パラマウントベッド睡眠研究所）、福田正彦（江戸川大学）
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 2.　自転車エルゴメータを用いたパワー発揮能力評価の信頼性

1. 背景・目的
　FC にてよく用いられる測定項目の一つに、自
転車エルゴメータを用いたアネロビックパワー発
揮能力の測定が挙げられる。自転車ペダリング動
作を介して下肢筋群のパワー発揮の最大値を推定
するものである。異なる 3 つの負荷条件において
発揮できる運動速度（回転数）とパワーを測定し、
負荷－速度－パワー関係をモデル化して、パワー
発揮の最大値を推定する。
　測定値を評価する際には、一般的にその測定値
にどの程度の信頼性（測定誤差）があるかを考慮
する必要がある。アネロビックパワーの信頼性に
は、エルゴメータの機種、負荷設定やパワー計測
の精度、測定値のモデルへの適合度などが関係す
る。本研究ではこのうち、エルゴメータの負荷設
定やパワー計測の精度に注目した。エルゴメータ
から出力されるパワー計測値と、実際にエルゴメ
ータを回転させるために必要とされたパワー値と
を比較し、その差分（誤差）について検討した。
　また、これが FC におけるアネロビックパワー
測定値に実質的にどの程度影響するかについても
検討した。

２．実施概要
　【方法 1】FC にて用いている自転車エルゴメー
タ（パワーマックス V3、コナミスポーツライフ
社製）を対象とした。エルゴメータの負荷を 1, 3, 
5, 7, 9, 11kp に設定し、エルゴメータ用キャリブレ
ータ（Portable Calibrator Ultra、Lode 社製）を
用いて 60, 90, 120, 150, 180rpm で回転させた。こ
の際に実際に必要とされたトルク及びパワーをキ
ャリブレータにて計測し、エルゴメータ設定との
差異を確認した。また、この差異を目的変数とし、
エルゴメータの負荷設定値と回転数（1 乗及び 2
乗）を独立変数とした重回帰分析を行い、誤差を
モデル化した。
　【方法 2】2002-2019 年の FC にて上記エルゴメ
ータを用いて実施されたアネロビックパワー測定
値の平均（表）に対して、方法１で得られた誤差
モデルを適用し、3 つの負荷条件に対する実際の
パワー発揮がどの程度であったと考えられるかを
推定した。また、負荷－速度－パワー関係から推
定される最大パワー値における誤差を定量した。
　【結果】エルゴメータの負荷及びパワーにお
ける設定値と実測値との関係を図に示す。設定
値を基準とすると実測値は、負荷では -0.52 ～
+0.20kp、パワーでは -50 ～ +35W の範囲に分布
していた。アネロビックパワー計測においてこの

差異は、最大パワー推定値を 42W（4.2%）程度過
大評価する原因になると推察された。

３．まとめ
　本研究の結果から、エルゴメータの負荷設定や
パワー計測の精度に依存して、最大パワー推定値
に誤差が生じる可能性があることが示された。今
回対象とした機器についてはその影響の大きさは
4.2% 程度（過大評価）であったが、エルゴメータ
の機種や、同じ機種であっても機体ごとにその影
響は異なる可能性がある。また、どのような負荷
条件を用いて測定を行うかによっても影響は変化
するだろう。今後は複数の種類、機体を対象とし
て検討を行い、機種毎の特徴を把握していきたい。

　　　　　　　　　　　（文責　松林　武生）

研究代表者　松林武生（スポーツ科学部）
メンバー　　西牧未央、斎藤辰哉、今若太郎、野村綾子（以上、スポーツ科学部）

表　FCにおいて計測されたアネロビックパワーと、この計
　　測値を得るのに必要な実際のパワーとの関係

図 　エルゴメータ設定値と実測値との関係

×が設定値、その近くに存在する○が実測値を表す . 灰色
曲線は負荷と回転数から求められるパワー値 . 赤色点線
は、誤差を重回帰したもの（1kp ～ 11kp の場合）.

負荷設定と回転数は、2002-2019 年に JISS FC において
実施されたアネロビックパワー測定における実測値の平均

（N=1979, 男女含む）．理論上のパワーは負荷と回転数から
計算される理論値．実際のパワーは本研究でモデル化した
誤差を差し引いた値 .



1. 背景・目的
　一般的にウェルビーイングとは、より良く生き
る様と関連している（Lundqvist & Sandin, 2011）。
また、海外のスポーツ統括機関等においてアスリ
ートのウェルビーイングは重要な概念として浸透
してきている（Dunn, 2016）が、日本ではその概
念が明確でなく、実態も明らかでないのが現状で
ある。
　アスリート・ウェルビーイングに関連するメン
タルヘルスについては、オーストラリアやイギリ
スのオリンピック代表選手でうつ、摂食障害、キ
ャリアへの不満等（Gulliver ら , 2015；Foskett & 
Longstaff, 2018）が報告されている。一方で、我
が国の強化アスリートも国費の投入や自国開催等
による高度なプレッシャーから、アスリートの抱
えるメンタルヘルスの課題が表面化してきている。
　そこで、本研究の目的は実態調査を実施する前
に、アスリート・ウェルビーイングに関連する概
念及び測定尺度の文献レビューを行い、専門家に
よる意見合意形成を得ることとした。

2．方法
（1）アスリート・ウェルビーイング関連の概念
　PRISMA 声明（Moher ら, 2009）に基づくシス
テマティックレビューを実施した。国際的文献
検 索 デ ー タ ベ ー ス SPORTDiscus、PubMed、
PsycINFO、PsycARTICLES と 国 内 文 献 検
索 CiNii、Google Scholar を 用 い て、 ア ス リ
ート・ウェルビーイングに関連する概念であ
る“athlete AND wellbeing”“athlete AND 
wellness”“athlete AND dual career”“athlete 
AND athlete lifestyle”の国内外のキーワードが
最初にヒットした年から 2019 年までを検索して
リスト化した。また、メンタルヘルスに関しては、
合意声明やポジションステートメント等の文献を
整理した。

（2）ウェルビーイング関連の測定尺度
　（1）の“athlete AND wellbeing”のデータベー
ス検索結果及びナラティブレビューにより、ウェル
ビーイングに関連する測定尺度の文献を整理した。

（3）専門家による意見合意形成
　国内外の心理学者及び研究者 9 名を集めた意見
合意形成の会議体を設置し、（1）と（2）の結果を踏
まえてデルファイ法（Hsu ＆ Sanford, 2007）を用
いた意見の合意形成を行った。

3．結果
（1）アスリート・ウェルビーイング関連の概念
　“athlete AND wellbeing”の概念は、この 10 年
間で海外文献数が 5 倍に増えていたが、明確な定
義はされていないことが分かった。
　メンタルヘルスの合意声明等の文献は、特に
IOC（2019）の提言において、メンタルヘルスの
課題に対処するために、エビデンスベースでのア
プローチ、アクセシビリティの向上 / 支援環境の
創出、理解促進のための教育、分野横断型のケア
が謳われた。

（2）ウェルビーイング関連の測定尺度
　アスリート・ウェルビーイングに関連する測定
尺度（従属変数、独立変数）として、24 尺度が候
補として選定された。

（3）専門家による意見合意形成
　文献レビューの結果、以下のことが専門家によ
って合意された。
・アスリート・ウェルビーイングの定義
・アスリートにおけるメンタルヘルスの定義
・日本における社会的支援制度の在り方

4．考察・今後の展望
　アスリート・ウェルビーイングの概念は、文献
でよく用いられてきていて文献数は増えていたが、
文献の中であいまいに定義されている概念であった。
今後は、日本におけるアスリート・ウェルビーイ
ングの実態を把握するため、これらの整理された
概念について測定尺度を開発していくことが求め
られている。

（文責　白井　克佳、衣笠　泰介）

3.　オリンピック・パラリンピックスポーツの日本人アスリートにおけるウェルビーイングの実態調査

研究代表者　白井克佳（スポーツ研究部）
メンバー　　野口順子、衣笠泰介（以上、スポーツ研究部）、立谷泰久、福井邦宗（以上、スポーツメディカルセンター）
外部分担者　荒井弘和、榎本恭介（以上、法政大学）
外部協力者　栗林千聡（信州大学）、Carolina Lundqvist（スウェーデンオリンピック委員会）、

Elsa Kristiansen（サウ スイーストノルウェー大学）、若狭普（法政大学）
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1. 背景・目的
　近年、様々な研究分野において測定デバイスの
小型化・軽量化、解析時間の短縮化・自動化が進
んでおり、スポーツバイオメカニクス分野におい
てもその影響を受けつつある。具体例としては、
軽量の慣性センサーを用いた運動の評価、グロー
バルポジショニングシステム（GPS）や画像に基
づくトラッキング（追尾）システム等が挙げられ
る。多くの利用者にとって簡便さが優先されてい
る中、精度や適用範囲に関する確認も重要である
と考えられる。
　以上のことから本研究では、スポーツバイオメ
カニクス関連の各種最新のデバイス及びデータ処
理手法を対象に、得られた座標値やバイオメカニ
クス的変量の精度を検証してそれらの活用範囲を
明示することを目的とした。2019 年度は主なデー
タ収集及びその解析を行い、2020 年度以降に機器・
システム間、手法間の比較を行い、それぞれの適
用可能範囲について体系的にまとめる予定である。

２．方法
（1）身体 1 点の変位及び速度に関する計測デバイ
　 スの検証
　まず、地面における座標値が既知の複数のポイ
ントに 10 秒以上 GPS センサー（GPSPORTS 社
製：15Hz）及び衛星システム統合システム GNSS
センサー（Timbertech 社製：20Hz）を固定し、
座標値を取得した。さらに健常な男性 9 名を対象
に、静止立位、歩行、走行を行わせた。頸椎に
GPS センサー、頭頂部に衛星システム統合システ
ム GNSS センサーを貼付し、後方からドップラー
型レーザー速度計測機 LAVEG（JENOPTIK 社製）
で頸部を追尾した。

（2）慣性センサー型モーションキャプチャーから得
　 られた身体分析点の座標値の検証
　複数の慣性センサーが取り付けられたスー
ツ型のモーションキャプチャー XSENS-MVN4

（XSENS 社製）を健常な男性 2 名に装着させ、さ
らに身体分析点に反射マーカーを貼付した（写
真 ）。 歩 行、 走 行、 垂 直 跳 び、 投 動 作 を 行 わ
せ、XSENS 及び光学式モーションキャプチャー

（VICON V シリーズ：VICON 社製）により身体
の座標値を取得し、比較した。

３．結果と考察
　地面に固定した GPS 及び GNSS センサーの座
標値は、徐々に一定方向に変化し、計測開始時に
比べて 10 秒後ではそれぞれ 0.70m と 0.63m 変化

していた。両センサーとも衛星数などの測定環境
に関する基準は満たしていた。これらのことから、
移動距離についてこれらのセンサーで計測する場
合には 10 秒あたり 0.60 ～ 0.70m 程度の誤差が含
まれおり、これが偶然誤差ではなく系統誤差であ
ることを認識する必要があると考えられる。一方、
速度が大きい移動運動（走行）では、GNSS により
得られた速度パターンが LAVEG と類似していたこ
とから（図）、一定の速度以上の運動における速度
の大きさや変化パターンについては GNSS センサー
から得られるデータを活用できる可能性もある。
　一方、慣性センサー型モーションキャプチャー
に関して、XSENS により得られた歩行時の身体
座標値の変化パターンは、VICON によるものと
概ね類似していた。しかし、走行において、分析
点間の相対的な位置関係は安定していたが、着地
時に全座標値がほぼ一律一定方向にずれる事象が
発生した。これは、着地衝撃を受ける際に腰部の
基準座標値に誤差が生じたためと考えられる。し
たがって、今後は着地衝撃等に対する計測前もし
くは計測後の対応方法を検討し、各バイオメカニ
クス的変量の値や相対関係について VICON との
類似度を検証する必要がある。

（文責　横澤　俊治）

4.　バイオメカニクス関連機器およびシステムの精度と適用範囲の検証

研究代表者　横澤俊治（スポーツ研究部）
メンバー　　窪康之、尾崎宏樹、山下大地、相原伸平、松本実（以上、スポーツ科学部）、高木斗希夫、森下義隆、
　　　　　　長尾秀行、松田有司、城所収二（以上、スポーツ研究部）
外部分担者　神事努（國學院大学）

図　デバイス間の走速度の比較

写真　モーションキャプチャー検証実験における  
　　　スーツと反射マーカーの取付



1. 概要
　本研究では高強度運動パフォーマンス向上のた
めの効率的かつ効果的なトレーニング法を開発す
ることを目的とし、主に低酸素及び高酸素環境で
の高強度運動やトレーニングが呼吸循環系能力や
筋組織、筋機能に及ぼす影響について検討してい
る。以下に 2019 年度実施した研究の一部を示す。

2．背景・目的
　近年、我々のグループでは陸上競技短距離選手
及び長距離選手を対象とした低酸素環境における
短期間での高強度トレーニングの効果について検
討してきており、短距離選手・長距離選手に関わ
らず筋グリコーゲン量（筋 Gly）が大幅に増加す
ることを明らかにしてきた。これらの研究におけ
る炭水化物摂取量は体重当たり約 8g に規定して
おり、十分な食事量を摂取していたと言える。一
方、先行研究では高強度運動に伴い食事摂取量が
低下することが認められており、エリート選手の
強化合宿期間中においては、必ずしも十分な食事
量を確保できていない可能性があるため、食事量
を十分に確保できない状況でも筋 Gly は増加する
か否かを明らかにする必要がある。また、短期間
でのトレーニングに伴う筋 Gly の増加と運動パフ
ォーマンスの改善との関連性やその増加の持続性
についても興味深い点である。
　そこで本研究では、5 日間連続で実施する高強
度での低酸素トレーニング期間中における炭水化
物摂取量の違いが筋 Gly 及び運動パフォーマンス
に及ぼす影響を検討することを目的とした。

3．方法
　男性陸上競技長距離選手 15 名を対象に、トレ
ーニング期間中の炭水化物摂取量を体重当たり 8g
とする群（HC、8 名）と 5g とする群（LC、7 名）
の 2 群に分けた。対象者には、低酸素トレーニン
グや栄養介入及びその効果を検討する測定に関す
る詳細な内容及び危険性について書面と口頭で説
明し、参加の同意を得た。全ての被験者は、午前・
午後 1 日 2 回の低酸素環境下（FiO2:14.5%、標
高 3,000m 相当）での高強度トレーニングを 5 日
間連続で実施した。トレーニング期間前後（Pre、
Post0wk）及び終了 1 週間後（Post1wk）におい
て、筋 Gly、運動パフォーマンス［最大酸素摂取
量（VO2max）、230m/min におけるランニングエ

コノミー（RE230）、運動継続時間（TTE）］の変
化を評価した。

4．結果
　図に筋 Gly の変化を示した。いずれの群におい
ても Post0wk における筋 Gly は有意に増加し（P 
< 0.05）、HC 群が LC 群に比較して有意に高値を
示した（P < 0.05）。その一方で、Post1wk にお
いては両群ともに有意な増加は認められた（P < 
0.05）ものの、群間における有意差は認められな
かった。
　VO2max、RE230、TTE にはいずれの群にお
いてもトレーニングに伴う有意な変化は認められ
ず、群間における有意差も認められなかった。

5．考察・今後の展望
　Post0wk 時点での HC 群における筋 Gly は、LC
群と比較して有意に高値を示したことから、短期
間での高強度低酸素トレーニングに伴う筋 Gly の
増加には、トレーニングによる効果に加え、炭水
化物摂取量も大きく関与していることが示唆され
た。その一方で、運動パフォーマンスの有意な改
善が認められなかったこと、Post1wk における筋
Gly には群間での有意差が認められなかったこと
から、短期間で終了する低酸素トレーニングに伴
う筋 Gly の増加が運動パフォーマンスの改善に有
効に作用するか否か、その増加が栄養介入を伴う
トレーニング終了後にどのくらいの期間維持され
るのかについては今後更なる検討が必要である。

（文責　小島　千尋）

5.　高強度運動パフォーマンス向上のためのトレーニング法に関する研究

研究代表者　鈴木康弘（スポーツ研究部）
メンバー　　安藤良介、池田達昭、笠井信一、小島千尋、髙橋英幸（以上、スポーツ研究部）、
　　　　　　石橋彩（スポーツメディカルセンター）
外部分担者    大沼勇人（関西福祉大学）、大家利之（中京大学）、片山敬章（名古屋大学）、丹治史弥（東海大学）、
　　　　　　千野謙太郎（國學院大學）、前村公彦（筑波大学）、山中亮（新潟食料農業大学）

図 トレーニング前後における筋 Gly の変化
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1. 概要
　クリニックにおける過去の MC データを整理
し、スポーツ外傷・障害分類の方法を確立すると
ともに、競技ごとの特徴を明らかにすることを目
的とした。

2. 方法
（1）データ抽出
　MC ではクリニック又は各競技団体の整形外科
医が選手を診察し、外傷・障害の診断を行ってき
た。その診断名をプロブレム名として、部位別に
登録する電子カルテシステムが本格的に稼働した
2009 年度～ 2018 年度の JOC 派遣大会のデータを
抽出した。

（2）JISS クリニックの外傷・障害分類
　2018 年 3 月からは電子カルテシステム変更
に伴い、プロブレムの部位表記を International 
Olympic Committee（以下「IOC」という。）の分
類に準拠したものに変更した。現在は IOC で提唱
されている 24 の部位に加えて、その他、MC 時
に特に問題がなかった場合の「MC 時プロブレム
なし」の 26 項目に分類している。そのため、そ
れ以前の抽出データは、現行の分類に準拠する形
に表記を修正した。
　外傷・障害の分類は、原因部位を同定して行っ
た。また、部位の再評価時に、抽出したプロブレ
ム名だけではどの部位か判明しない場合は、電子
カルテで診察所見等を確認して分類した。

（3）データベースの作成、分析
　カルテから抽出したデータを各部位ごとに分
け、前述の基準に沿って修正した。修正後、再度
統合し、MC データベースを作成した。
　それらを競技団体ごとに集計した。JOC 派遣大
会前の MC において、同一選手が複数の大会に参
加した場合には、それぞれのプロブレムとして集
計し、大会ごとのプロブレム保有率（延べプロブ
レム総数 / 受診者数× 100）を算出した。

3. 結果
　2009 年度から 2018 年度の JOC 派遣大会は、26
大会で、延べ受診者数は、9,633 人 ( 男性　5,258 人、
女性　4,375 人 ) であった。
　平均年齢は 23.0（12-74）歳、男性 23.4(12-74) 歳、
女性 22.5（12-72）歳であった。ユース大会から
アジア大会まで含めているので年齢幅は大きかっ
た。
　プロブレムの延べ総数は 8,722 であった。

プロブレムを有する部位は、膝、足関節、腰椎、
肩の順で多かった。
　男性では、プロブレムの保有率が、膝 16.8%、
腰椎 12.5%、足関節 11.6%、肩 10.1% の順で多く、
女性では膝 20.9%、足関節 16.3%、腰椎 14.3%、肩
12.0% の順となり、上位 4 項目内では足関節と腰
椎の順位が男女で異なった。
　競技別の検討は、延べ受診選手数が 80 名以上
の 34 競技種目について行い、当施設が策定し発
刊する予定の MC マニュアル資料集に掲載した。
　全競技におけるプロブレム保有率が多かった 5
部位について10競技間で比較した。陸上競技では、
下肢・腰椎のプロブレムが主で、上肢は極端に少
なかった。サッカー・バレーボール・バスケットボ
ールでは膝・足関節が多かった。肩はバレーボール
で多かった。競技特性を反映した結果であった。

4. 考察
　今回、部位分けの基準や外傷・障害名の登録方
法を見直したが、外傷・障害名（プロブレム名）
については、電子カルテ上での診断名登録システ
ムも併せて変更が必要で、再考すべき点が複数残
されており、JISS での外傷・障害分類の確立には
至っていない。今後のデータ蓄積のより良い方法
を確立するためにも、この点は継続して審議する
必要がある。データの量も多く、2019 年度中の研
究では全てを処理できなかったため、継続して事
業を行う方針である。今回作成した MC データベ
ースも、外傷・障害分類の再検討後に再度修正す
べきと考える。修正後に、日本人トップレベルア
スリートの外傷・障害の傾向を明らかにしたい。
また、JISS での外傷・障害分類を外部医療機関や
競技団体へ発信することで、MC データの精度向
上に繋げたい。

5. まとめ
　これまで大会ごとにまとめていた MC データ
を、縦断的に評価できるよう統一した表記・分類
方法に修正したデータベースを作成した。今後も
継続して検討し、JISS での外傷障害分類の確立を
目指す。

（文責　奥脇　透）

6.　日本人トップアスリートの外傷・障害データの整理と特徴の抽出
　　　　　　　　　～効率的なメディカルチェックを目指して～

研究代表者　奥脇透（スポーツメディカルセンター）
メンバー　　中嶋耕平、半谷美夏、福田直子、安羅有紀、西田雄亮（以上、スポーツメディカルセンター）



1. 概要
　筋機能を計測する手法はさまざまであり、単関
節・多関節運動、片側性・両側性運動等、各競技
や各選手によって必要な評価方法が異なる。JISS
ではこれまで下肢の瞬発的な筋力発揮能力を評価
する方法として、レッグプレスマシン、等速性筋
力測定マシン、垂直跳び、立ち幅跳び、短距離走
等を組み合わせて競技団体ごとにプロトコルを調
整し FC を実施してきた。
　片脚での跳躍高の非対称性はスプリントタイム
や方向転換走タイムと相関があり（Bishop et al., 
2019）、左右肢の筋力差を定量しトレーニングに
活用することが必要である。加えて、下肢傷害
を有する選手に対しては両脚での測定が困難であ
り、健側及び患側で別個の片側性を評価する方法
が必要である。これまでハイパフォーマンスジム
では、左右肢の出力及び伸展速度を別個に評価す
ることのできるレッグプレスマシンを用いて両側
性運動時の下肢ピークパワー（と左右の非対称性）
や片脚毎の下肢ピークパワーを評価し、トレーニ
ング効果を追跡してきた。
　レッグプレスマシンの利点としては、跳躍と異
なり着地による大きな衝撃がないこと、負荷をさ
まざまに調節できること、左右脚それぞれの評価
ができることであり、リハビリからの復帰過程や
左右差の評価として有用だと考えられる。そこで
本研究では、まず評価項目を決定するために、レ
ッグプレス動作において多段階負荷で反動あり、
反動なし条件を行い、両条件における脚伸展パワ
ーの関連性を評価すること、両脚及び片脚でのレ
ッグプレスによる下肢伸展ピークパワーと跳躍高
の関係性を明らかにすることを目的とした。

２．実施概要
（1）対象者
　健常な男性 7 名、女性 7 名を対象とした。

（2）課題動作
　レッグプレスマシン（DynamicDevices 社製）
を用いて両脚及び利き脚の反動あり、反動なしの
モードでの脚伸展ピークパワーを計測した。負荷
は片脚あたり体重の 0.6 倍、0.8 倍、1.0 倍で 3 回
ずつ行った。また、両脚及び利き脚での反動ジャ
ンプ（以下「CMJ」という。）を 3 回ずつ行った。
跳躍はフォースプレート上で行い、力積により跳
躍高を算出した。疲労の影響を最小限にするため、
レッグプレス（以下「LP」という。）課題と跳躍
課題は 3 日以上空けて別日で行った。

３．結果
　両脚 LP 課題では、負荷によらず反動ありと反
動なし条件での左右それぞれの脚伸展ピークパ
ワーに非常に強い相関関係がみられた（全て r > 
0.9）。つまり本機器でできる下肢機能の評価とし
ては、負荷によらず反動あり、反動なしのどちら
かのテストで十分なことが示唆された。
　両脚及び利き脚での LP によるピークパワー

（負荷は体重の 0.8 倍）は、反動の有無に関わら
ず、CMJ 跳躍高と強い相関がみられた（全て r > 
0.8）。つまり、本機器でできる下肢機能の評価は、
両脚でも片脚でもカウンタームーブメントジャン
プ高を得るために必要な下肢機能と同様の機能が
評価できることが示唆された。

４．まとめ
　本研究は、下肢機能の評価として採用する項目
決定の資料となる。具体的には、反動なし条件か
反動あり条件かどちらか一方で十分であり、かつ
負荷も多段階を設定する必要がない。また、跳躍
高との相関も高かったことから、両脚でも片脚で
も安全に実施できるテストとして、さまざまなア
スリートに活用できることが期待される。

（文責　山下　大地）

7.　レッグプレスマシンによる下肢伸展パワーと各種体力測定との関係

研究代表者　　山下大地（スポーツ科学部）
メンバー　　　池田達昭（スポーツ研究部）、田村尚之、大石益代、高橋佐江子、鈴木栄子、中本真也、岡元翔吾、
　　　　　　　石田優子（以上、スポーツメディカルセンター）

図　両脚及び利き脚での LP によるピークパワー（PP）と
　　跳躍高の関係　LP の負荷は体重の 0.8 倍

74　 Ⅴ　事業報告 / 8　スポーツ医・科学研究事業・技術開発



HPSC 機能の地域展開
Ⅴ　事業報告 / 8　スポーツ医・科学研究事業・技術開発　　75

❹　開　発

 1.　機械学習を用いた半自動画像解析システムの開発

1. 概要
　競技スポーツにおける画像や映像の分析には多
くの時間と労力が必要である。一方で、分析作業の
省力化は、それにあたるスポーツ科学者やアナリス
トが、専門性を活かしたより高度な活動に時間を割
けるようになり、支援の充実が期待できるという点
で重要な課題である。
　近年、機械学習の手法の一つのディープラーニン
グ（以下「DL」という。）の技術が急速に発展し、
画像・映像の分析の自動化が可能になってきている。
そこで本プロジェクトでは、分析作業の省力化のた
めに、DL を活用した MRI 画像からの筋形態解析
及びラケット競技におけるゲーム分析を対象にし
て画像・映像分析を自動化するシステムの開発を行
った。

２．MRI 画像からの筋形態解析
　MRI を用いた筋形態解析は、JISS で行われてい
る FC の一項目で、MRI 装置によって撮像された
体幹部及び大腿部の横断面画像を、JISS スタッフ
が手作業で筋や脂肪などのトレース作業と、名称の
割り当て作業を行うことで、各構成部位の面積を
算出するものである。この作業は多くの労力を要
することから、その効率化が望まれる。本開発で
は、DL を用いることでこれらの作業を自動化する
ことが可能かを検証した。DL のモデルには、画像
生成モデル（Pix2Pix）を採用した。このモデルは、
MRI 画像と手作業による分析を教師データとして
学習することで、新たな MRI 画像が入力されると、
トレース作業と筋名を割り当てた画像を出力する
ものである。入力画像と出力結果の画像処理法を工
夫することで精度の向上を図った。分析結果の一例
を図１に示した。精度の検証は、DL と手作業によ
る結果を比較することで行った。筋の横断面積は、
全構成部位の平均で体幹部では 95.7％、大腿部では
87.4％の割合で類似しており、省力化を図る上で一定
の成果は得られたが、入力する画像によっては精度が
低いものがみられた。今後、さらに精度を向上させる
ともに、分析作業を支援できるように既存の分析シ
ステムへの組み込みが課題である。

３．ラケット競技のゲーム分析支援
　ゲーム分析で行われるシーンの切り出しやイベ
ントのタグ付け作業も多くの労力が必要であるこ
とから、分析することができる映像の数が限定され

てしまうのが実情である。本開発では、DL を使用
してゲーム分析を半自動化するシステムの構築を
行った。なお、本開発は 2017、2018 年度の競技研
究の成果を受けたもので、これまでに卓球競技を主
な対象として、ラリー検出と得点情報抽出の DL の
アルゴリズム及び専用ビューアを開発している。
 　2019 年度は、バドミントン競技への応用を行っ
た。卓球と比較してラリー時間が長くなるケースが
あるため、既存のラリー検出アルゴリズムを改良し
対応した。得点情報抽出は、バドミントンの得点版
の表示パターンを利用した画像処理法を構築した。
また、ビューアにバドミントンのルールを追加した

（図 2）。加えて、競技団体が実際にシステムを活用
できるように、JISS 内にあるサーバで１日あたり
100 試合程度を処理できるよう環境整備した。これ
らの改良したゲーム分析システムを用いて、卓球で
約 300 試合、バドミントンで約 100 試合の分析が行
われ、卓球では、大会期間中の分析データの迅速な
フィードバック、打法の詳細な分析の効率化のため
に有効活用された。

（文責　松本　実）

研究代表者　尾崎宏樹（スポーツ科学部）
メンバー　　髙橋英幸、横澤俊治（以上、スポーツ研究部）、松本実、清水潤、稲葉優希、城所収二、安藤良介、
　　　　　　原隆三（以上、スポーツ科学部）
外部協力者　吉田和人（静岡大学・日本卓球協会）、山田耕司（日本卓球協会）、飯塚太郎（日本バドミントン協会）、
　　　　　　玉城将（名桜大学・日本卓球協会）

図 1　AI による筋形態解析の一例

図２　バドミントン分析結果の一例



❺　課題研究

1. 目的・背景
　JISS では、個人の自由な発想による競技力向上のための研究として課題研究を設けている。
原則として、研究期間は 1 年であり、JISS に設置してある施設・設備・機器・装置等を活用して実施
できる研究である。課題研究の実施を希望する研究員は企画提案書を提出し、研究事業部会で審議がな
された後に研究費が配分される。2019 年度は以下の 14 件の研究課題を採択した。

2. 実施概要

研 究 課 題 名 研究代表者

深層学習による「空手」動作評価手法の検討 相原　伸平（科学部）

競泳日本代表選手における腰椎椎間板変性と専門種目との関係 半谷　美夏（メディカル）

ラグビー選手における脳振盪受傷状況と出現する症状・徴候の関連 大伴　茉奈（科学部）

トップアスリートの大腿四頭筋肉離れの特徴に関する検討 西田　雄亮（メディカル）

成功 /失敗イメージが想起される要因の検討 實宝　希祥（メディカル）

女性アスリートにおける月経教育に関する研究 鈴木　なつ未（研究部）

画像を用いた入力アシスト機能の検討 清水　潤（科学部）

中央競技団体における国際競技力向上のためのスポーツ振興と組織間関係の実証的研究 白井　克佳（研究部）

アスリートに特化した暑熱耐性評価方法の萌芽的研究 内藤　貴司（研究部）

スポーツクライミング（リード種目）における映像フィードバックの方法の検討 中川　みのり（科学部）

高強度運動後の酸化ストレスに軽度な高気圧酸素が及ぼす影響 竹村　藍（研究部）

疲労困憊運動における疲労感と代謝経路プロファイリングに関する研究 赤澤　暢彦（研究部）

競技の発展とパフォーマンスの相関性に関する研究 新名　佐知子（研究部）

JISSが提供する映像システムの効果検証～アスリートの熟達過程に着目して～ 映像・情報グループ

（文責　スポーツ研究部事業推進課）

76　 Ⅴ　事業報告 / 8　スポーツ医・科学研究事業・技術開発



HPSC 機能の地域展開
Ⅴ　事業報告 / 8　スポーツ医・科学研究事業・技術開発　　77

❻　科学研究費助成事業

1. 目的・背景
　JISS では、内部の研究費以外に科学研究費助成事業による学術研究助成基金助成金及び科学研究費
補助金を積極的に獲得するよう努めている。
　2019 年度は、以下の 49 件（内、新規 13 件、継続 18 件、延長 3 件、分担 15 件）の研究課題で
研究費の交付を受けた。

2. 実施概要

区　分 研　究　課　題　名 研究員名

挑戦的研究
（萌芽）

生体深部組織へ適用可能なリン酸化合物定量システムの開発：大腰筋
の質的特性の解明 髙橋　英幸（研究部）

基盤研究 (B) 運動後の筋グリコーゲン回復に影響を及ぼす要因の解明：効果的な
栄養戦略立案に向けて 髙橋　英幸（研究部）

基盤研究 (C) 唾液中の時計遺伝子を用いた新コンディション評価 清水　和弘（研究部）

基盤研究 (C) 陸上競技短距離選手に対する高地 / 低酸素トレーニングの有用性の解明 鈴木　康弘（研究部）

基盤研究 (C) トップアスリートにおける心理診断システムの開発と効果検証 立谷　泰久（メディカル）

基盤研究 (C) 女性アスリートの暑熱対策 中村　真理子（科学部）

基盤研究 (C) 障がい者アスリートのエネルギー必要量推定方法の構築 元永　恵子（研究部）

基盤研究 (C) スキージャンプ女性選手の踏み切り動作における空気力学的特徴 山辺　芳（科学部）

若手研究 (B) ジュニアアスリートにおける身体体分節パラメーターの特徴 袴田　智子（科学部）

若手研究 (B) 球技選手の方向転換走における側方速度獲得メカニズムの解明 山下　大地（科学部）

若手研究 (B) アスリートの時計遺伝子発現リズムの違いが運動・認知パフォーマ
ンスに及ぼす影響 安藤　加里菜（研究部）

若手研究 (B) 集団のダイナミクスを活性化するメンタルトレーニングプログラム
の確立 江田　香織（メディカル）

若手研究 (B) アトピー性皮膚炎の症状改善に対する運動効果の検討 枝　伸彦（研究部）

若手研究 (B) 体重階級制競技選手の減量が生体内応答に及ぼす影響について 西牧　未央（科学部）

若手研究 (B) 体重増加は野球選手の打撃パフォーマンスを向上させるのか？ 森下　義隆（研究部）

若手研究 動作解析と試合分析を組み合わせたバスケットボールのシュート成
功率向上のための研究 稲葉　優希（科学部）

若手研究 アスリートのパフォーマンスを向上させる睡眠についての研究 星川　雅子（研究部）

若手研究 トップアスリートの跳躍パフォーマンス評価と個別性トレーニング方
法の検証 山下　大地（科学部）



区　分 研　究　課　題　名 研究員名

若手研究 アスリートの運動時における脳内神経基盤ネットワークの解明 赤澤　暢彦（研究部）

若手研究 競泳のスタート局面における入水前後の動作と流体力の関係及び最
小減速モデルの構築 明石　啓太（科学部）

若手研究 筋硬度と運動パフォーマンスの関係 - 新たな介入法による検討 - 安藤　良介（研究部）

若手研究 競技者における腸内環境の違いがヘプシジンを中心とした鉄代謝に及
ぼす影響 石橋　彩（メディカル）

若手研究 　対戦型スポーツにおける一流選手の対応能力に関する研究 城所　収二（研究部）

若手研究 運動前飲料摂取が運動時の脱水予防および運動パフォーマンスに及ぼ
す影響 斎藤　辰哉（科学部）

若手研究 プレッシャー下の運動パフォーマンス－「あがり」のみを前提としな
いモデルの構築－ 佐々木　丈予（研究部）

若手研究 シットスキー選手のスポーツ傷害予防と競技力向上のためのバイオメ
カニクス的研究 笹代　純平（メディカル）

若手研究 屋外暑熱環境下における最適な身体冷却法の探索的研究－輻射熱に着
目して－ 内藤　貴司（研究部）

若手研究 大規模データを用いたウエイトリフティングの優れた挙上技術の探索 長尾　秀行（研究部）

若手研究 月経周期を考慮した効果的な減量方法の確立 西牧　未央（科学部）

若手研究 打撃動作における体幹及び下肢の運動メカニズムとそれに貢献する
筋の解明 谷中　拓哉（科学部）

研究活動
スタート支援

動脈血酸素飽和度を用いた至適な低酸素トレーニングプログラムの
開発 笠井　信一（研究部）

研究活動
スタート支援

筋グリコーゲン量の急速な減少・回復の繰り返しを強調した持久性ト
レーニングの効果 小島　千尋（研究部）

研究活動
スタート支援 軽度な高気圧酸素の環境を利用した免疫機能の向上方法の検討 竹村　藍（研究部）

研究活動
スタート支援 男女の身体的特徴の違いが平泳ぎキック動作に与える影響 松田　有司（研究部）

挑戦的研究（萌芽）
（分担者） 運動時の呼吸をシミュレートした新しい呼吸筋トレーニングの開発 鈴木　康弘（研究部）

基盤研究 (B)
（分担者）

サルコペニアの早期発見バイオマーカーの探索と新しいトレーニン
グ評価技術の確立 近藤　衣美（メディカル）

基盤研究 (B)
（分担者） 骨格筋モデルを用いた変化球投球時の上肢関節負荷の推定 森下　義隆（研究部）

基盤研究 (C)
（分担者）

卓球サービスにおける優れたフェイント動作：レシーバーの視線と
動きに着目して 稲葉　優希（科学部）

基盤研究 (C)
（分担者）

スポーツ種目別・練習形態別の衝撃度実験によるスポーツフロアの
性能劣化指標の構築 勝田　隆（研究部）

基盤研究 (C)
（分担者）

筋の活動・活動様式を考慮した呼吸筋のウォーミングアップ・トレ
ーニングに関する研究 鈴木　康弘（研究部）

基盤研究 (C)
（分担者） 運動・回復時における筋グリコーゲン動態の不均一性 髙橋　英幸（研究部）
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区　分 研　究　課　題　名 研究員名

若手研究 アスリートの運動時における脳内神経基盤ネットワークの解明 赤澤　暢彦（研究部）

若手研究 競泳のスタート局面における入水前後の動作と流体力の関係及び最
小減速モデルの構築 明石　啓太（科学部）

若手研究 筋硬度と運動パフォーマンスの関係 - 新たな介入法による検討 - 安藤　良介（研究部）

若手研究 競技者における腸内環境の違いがヘプシジンを中心とした鉄代謝に及
ぼす影響 石橋　彩（メディカル）

若手研究 　対戦型スポーツにおける一流選手の対応能力に関する研究 城所　収二（研究部）

若手研究 運動前飲料摂取が運動時の脱水予防および運動パフォーマンスに及ぼ
す影響 斎藤　辰哉（科学部）

若手研究 プレッシャー下の運動パフォーマンス－「あがり」のみを前提としな
いモデルの構築－ 佐々木　丈予（研究部）

若手研究 シットスキー選手のスポーツ傷害予防と競技力向上のためのバイオメ
カニクス的研究 笹代　純平（メディカル）

若手研究 屋外暑熱環境下における最適な身体冷却法の探索的研究－輻射熱に着
目して－ 内藤　貴司（研究部）

若手研究 大規模データを用いたウエイトリフティングの優れた挙上技術の探索 長尾　秀行（研究部）

若手研究 月経周期を考慮した効果的な減量方法の確立 西牧　未央（科学部）

若手研究 打撃動作における体幹及び下肢の運動メカニズムとそれに貢献する
筋の解明 谷中　拓哉（科学部）

研究活動
スタート支援

動脈血酸素飽和度を用いた至適な低酸素トレーニングプログラムの
開発 笠井　信一（研究部）

研究活動
スタート支援

筋グリコーゲン量の急速な減少・回復の繰り返しを強調した持久性ト
レーニングの効果 小島　千尋（研究部）

研究活動
スタート支援 軽度な高気圧酸素の環境を利用した免疫機能の向上方法の検討 竹村　藍（研究部）

研究活動
スタート支援 男女の身体的特徴の違いが平泳ぎキック動作に与える影響 松田　有司（研究部）

挑戦的研究（萌芽）
（分担者） 運動時の呼吸をシミュレートした新しい呼吸筋トレーニングの開発 鈴木　康弘（研究部）

基盤研究 (B)
（分担者）

サルコペニアの早期発見バイオマーカーの探索と新しいトレーニン
グ評価技術の確立 近藤　衣美（メディカル）

基盤研究 (B)
（分担者） 骨格筋モデルを用いた変化球投球時の上肢関節負荷の推定 森下　義隆（研究部）

基盤研究 (C)
（分担者）

卓球サービスにおける優れたフェイント動作：レシーバーの視線と
動きに着目して 稲葉　優希（科学部）

基盤研究 (C)
（分担者）

スポーツ種目別・練習形態別の衝撃度実験によるスポーツフロアの
性能劣化指標の構築 勝田　隆（研究部）

基盤研究 (C)
（分担者）

筋の活動・活動様式を考慮した呼吸筋のウォーミングアップ・トレ
ーニングに関する研究 鈴木　康弘（研究部）

基盤研究 (C)
（分担者） 運動・回復時における筋グリコーゲン動態の不均一性 髙橋　英幸（研究部）
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区　分 研　究　課　題　名 研究員名

基盤研究 (C)
（分担者） 全身運動時における筋活動・脱酸素化の筋内・筋間不均一性の左右差 髙橋　英幸（研究部）

基盤研究 (C)
（分担者）

組織温度の変化に起因したグリコーゲン代謝調節機構の解明とその
実践的応用方法の検討 髙橋　英幸（研究部）

基盤研究 (C)
（分担者） 審判員に対するストレスマネジメントプログラムの開発と評価 立谷　泰久（メディカル）

基盤研究 (C)
（分担者） 熱中症予防に役立つ唾液を用いた評価方法の検討 枝　伸彦（研究部）

基盤研究 (C)
（分担者） 柔道事故防止に資する「片手打ち後ろ受身」の検証 亀田　麻依（科学部）

基盤研究 (C)
（分担者） 高齢者の長期間水中運動の実践とトレーニング効果に関する研究 斎藤　辰哉（科学部）

基盤研究 (C)
（分担者）

タンデム自転車エルゴメータを用いた受動動作による末梢及び中枢
血流応答 斎藤　辰哉（科学部）

基盤研究 (C)
（分担者）

メンタルヘルス改善を目的とした運動介入によるロコモティブシン
ドローム予防の検討 斎藤　辰哉（科学部）

（文責　スポーツ研究部事業推進課）



❼　民間団体研究助成金等

1. 目的・背景
　JISS では、内部の研究費や科学研究費助成事業による学術研究助成基金助成金及び科学研究費補助
金以外に、民間団体の研究助成金等外部研究資金を積極的に獲得するよう努めている。
　2019 年度は、以下のとおり JISS として 1 件、個人として 2 件の民間団体研究助成金等の交付を受
けた。

2. 実施概要
　　〈JISS〉

　　　　　　　　　　　　　研　究　テ　ー　マ 助 成 団 体 名

一般化状態空間モデルを使ったマーカレストラッキングの高精度化の研究 公益財団法人ミズノスポーツ振興財団

〈個人（研究助成）〉

　　　　　研　究　テ　ー　マ　等 助 成 団 体 名 研  究  員  名

高強度トレーニングがコンディショニングおよび腸
内細菌叢に及ぼす影響 公益財団法人ミズノスポーツ振興財団 赤澤　暢彦（研究部）

呼吸筋力を向上させるトレーニングプログラム
の確立 - 高強度負荷に着目して -

公益財団法人石本記念デサントスポーツ
科学振興財団 安藤　良介（研究部）

（文責　スポーツ研究部事業推進課）
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❶　共同研究

1. 目的・背景
　JISS では、JISS 単独で実施するよりも時間的・経済的に有利であり、国際競技力向上のために優れ
た成果が得られると期待できる場合、外部団体と共同で研究を実施している。
　2019 年度は、以下の 3 件の共同研究を実施した。

2. 実施概要

（文責　スポーツ研究部事業推進課）

（2）　国内外の研究機関等との連携強化 

　HPSC では、国際競技力向上に資するスポーツ医・科学、情報等に関する研究及び競技用具の機能
向上のための技術等の開発を行うために、必要に応じて国内外の研究機関等との連携を推進している。

　研　究　課　題　名 共同研究相手

月経周期が運動後の筋グリコーゲン合成速度および合成量に与える影響 日本体育大学

バイオ燃料電池を搭載したウェアラブルデバイスの競技スポーツ応用にむけた検討 学校法人東京理科大学
国立大学法人筑波大学

空気抵抗下の自転車漕ぎ姿勢の最適化に関する研究 学校法人東海大学
株式会社計算力学研究センター



❷　Total Conditioning Research Project

1. プロジェクトの趣旨　
　国際競技力の向上を図るためにコンディショニ
ングを中心としたプロジェクトを実施し、そこで
得られた知見をアスリートのセルフコンディショ
ニングに関するガイドラインとして策定すること
を目的に実施。本ガイドラインはトップアスリー
トに還元し、国際競技力向上の一助とすることを
狙いとする。さらに本プロジェクトの研究成果を
2020 年以降の「ソフトレガシー」として、国民の
健康維持・増進に向けた啓発活動に応用するため、
2016 年 11 月から「JSC ハイパフォーマンススポー
ツセンター Total Conditioning Research Project」
を大塚製薬株式会社と共同で実施している。

2. 研究コンセプト
　・トップアスリートのパフォーマンス維持・向上
　に役立つ研究
　・トップオブトップの競技レベルの維持に役立つ
　研究
　・トップアスリート・パスウェイに役立つ研究（発
　掘・育成・強化）
　・スポーツ科学の振興に貢献できる研究

3. 研究期間
　2016 年 11 月～ 2021 年 3 月予定

4. 実施形態及び研究種目
　HPSC では、本プロジェクト実施に際し、研究課
題の選定及び各研究に係る進捗・成果の評価等を
行うため、Total Conditioning Reasearch Project
研究選定評価委員会（以下「研究選定評価委員会」
という。）を設置し、本プロジェクトを開始以降、
次の研究課題について HPSC による研究、研究機
関との共同研究又は研究機関への委託研究として
実施している。研究課題の詳細は表のとおりであ
る。

（1） 指定課題研究
　HPSC が指定する研究課題について、HPSC に
おける研究の実施又は HPSC と外部研究機関とで
行う共同研究。

（2） 領域指定研究（公募型）
　HPSC が指定する領域の研究を公募し、研究選
定評価委員会に承認された応募課題に対して研究
費を支給する。

（3） パイロットスタディ等
　研究データを現場に柔軟に還元できるモデルと
なる研究に対して研究費を支給する。

5. まとめ
　現在、各研究課題の研究が進められており、そ
れらの成果を取りまとめの上、2021 年度にガイド
ラインを策定する予定である。

項目 研究課題
コーチング 考え、分析できるアスリートになる 行動変容

体調管理

コンディション評価法

疲労・免疫機能
脱水
睡眠、生活リズム
筋コンディション
身体組成
フィットネス
機能的動作
栄養・食事

万全の状態で臨むために

体づくりや体調管理のための食事
内科系疾患の予防（熱中症、アンチ・ドーピング含む）
怪我・故障の予防
時差対策、長距離移動対策など

メンタル メンタルトレーニング、心構えなど メンタルトレーニング法

トレーニング
実践的なトレーニング方法 トレーニング方法
トレーニング・競技の環境 低酸素環境、高地環境、暑熱環境など
スキルアップのコツ 脳神経機能

リカバリー

栄養補給 トレーニング後や試合間などの栄養補給
減量 適切な減量方法や計量後のリカバリー
睡眠 リカバリーに効果的な睡眠方法
物理療法 マッサージ、鍼灸、寒冷療法、温熱療法など

ジュニア
アスリート

トップアスリートへの道筋 パスウェイ
ジュニア期のトレーニング トレーニング方法（スポーツ障害予防含む）
ジュニア期の食事 体づくりのための食事

女性
アスリート

女性アスリートが抱える諸問題 身体的特徴（月経異常と骨の健康も含む）
女性アスリートのコンディショニング 体調管理、女性ホルモンバランス
女性アスリートの食事 体調管理や障害予防のための食事

パラ
アスリート

トップアスリートへの道筋 パスウェイ
パラアスリートのコンディショニング 身体的特徴、体調管理
パラアスリートのトレーニング パラアスリート向けのトレーニング

表　研究課題一覧

（文責　ハイパフォーマンス戦略部 / スポーツ研究部）
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❸　第 12 回アジアスポーツ科学会議の参加

１．目的
　アジアスポーツ科学会議（ACSS）は、JISS、
China Institute of Sport Science （CISS）、Korea 
Institute of Sport Science（KISS）が 2 年に 1 度

（オリンピック開催年以外の年）持ち回りで主催
する会議であり、各機関の研究・支援成果等に
関する情報交換を行うことにより、各機関の更
なる発展と連携強化に繋げることを目的として
いる。

２．概要
日　時：2019 年 11 月 3 日～ 11 月 4 日
場　所：南京大学（中国江蘇省南京市）
参加者：髙橋英幸、池田達昭、西谷由美子（以上、
　　　　スポーツ研究部）、山下大地（スポーツ
　　　 科学部）、吉野昌恵（スポーツメディカ
　　　　ルセンター）

　ACSS は 2019 年度で 12 回目を迎え、2019 年
は CISS が担当した。今回のテーマは、「Training 
Load of Elite Sports：History, Present and 
Future」であり、JISS からは池田研究員と山下
研究員の 2 名、CISS は 3 名、KISS は 1 名、そ
の他に CISS と提携しているコロラド大学、ノル
ウェースポーツ科学スクールの研究者の計 8 名
による発表が行われた。

　池田研究員は「トレーニング負荷構成の最適
化における IT の利用と課題」、山下研究員は「ハ
イパフォーマンスアスリートのジャンプ能力の
評価」のテーマで発表を行い、CISS からはバド
ミントンとボクシング、KISS からはレスリ
ングについて、また、ノルウェーはクロスカ
ントリーのトップ選手を対象としたデータが発
表された。特に、実験室で取得した生理学的指
標と現場のパフォーマンスの関係性について活
発な議論が行われた。

　発表終了後、参加者がそれぞれ 3 ～ 5 名のグ
ループに分かれてフリーディスカッションを行
った。中国の大学生・学院生も加わり、各研究
所の現状などに関して意見交換が行われた。

　センター長会議では、CISS の趙副センター長
が進行役となり、髙橋スポーツ研究部長及び鄭
センター長（KISS）の 3 名で、各研究所の現状
や選手強化育成、スポーツ科学研究の課題など
について意見交換を行った。

３．まとめ
　本会議は、JISS、CISS、KISS の 3 機関がどの
ような課題を抱え、どのような方向へ進もうと
しているかを確認する良い機会となった。次回
は、KISS が主催となり実施することを確認して
閉会となった。

　（文責　西谷　由美子）

写真 1　池田研究員の発表

写真 2　山下研究員の発表

写真 3　3 機関代表者



（3）　スポーツ技術・開発の実施　スポーツ庁委託事業 

1. 目的・背景
　HPSC は、スポーツ庁委託事業「ハイパフォーマンスセンターの基盤整備」を受託しており、ハ
イパフォーマンスに関する情報収集・分析、競技用具の機能向上のための技術等の開発、アスリー
トのパフォーマンスデータ等の一元化等を戦略的に行う体制として HPSC の機能を強化し、トップ
アスリートに対するスポーツ医・科学、技術開発、情報などにより、多面的で高度な支援及びその
基盤となる研究の充実を図っている。
　スポーツ技術・開発では、我が国アスリートのメダル獲得の優位性を向上させるために、オリン
ピック・パラリンピック競技大会で使用される競技用具等を開発している。

2. 実施概要
　本事業では、これまで平昌 2018 大会に向けた競技用具等を開発し、現在は東京 2020 大会、北京
2022 大会に向け、HPSC の機能及び知見・技術等を中心に開発する直轄型プロジェクトと、NF、大学・
研究機関、企業等の知見・技術等を中心に活用するプロジェクトを公募・選定して行う公募型プロジ
ェクトを実施している。

　2019 年度のプロジェクトは、2018 年度からの継続プロジェクトのみであり、直轄型プロジェクトで
は、HPSC の知見等の活用により、公募型プロジェクトにおいては、HPSC の厳格な進捗管理等により、
以下の表の数のプロジェクトを推進した。

※対象競技・開発テーマ等は非公表
※公募型プロジェクト 21 件のうち 2 件は 2018 年度中に開発済みであり、2019 年度は使用中である。 　　

区分 プロジェクト数

直轄型プロジェクト 3

公募型プロジェクト 21

写真　平昌 2018 大会に向けて開発したスキージャンプスーツの風洞実験（2017 年 8 月）
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3. 実施体制
　直轄型プロジェクトでは、各プロジェクトに JISS の研究員を責任者（プロジェクトリーダー）とし
て配置し、各プロジェクトに配置された担当者と共に、NF、企業等と協業してプロジェクトを推進し
ている。
　公募型プロジェクトでは、各プロジェクトの進捗状況を、JISS の研究員が専門的な知見を基に助言
を行いながら各担当者により管理している。また、各担当者によるプロジェクト管理の全体を統括す
る責任者（チームリーダー）を配置して確実に開発を推進している。

　　　　　　　（文責　機能強化ユニット技術・開発グループ及び事業推進課）
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　HPSC におけるスポーツ科学・医学・情報に関する研究、研究の成果を活用した競技水準の向上の
ための支援等（以下「研究・支援事業等」という。）について、専門的見地からの意見又は助言等を得
るため、外部専門家又は外部有識者に対して「HPSC アドバイザー」を委嘱している。
　2019 年度の HPSC アドバイザーは次のとおりである。

 HPSC アドバイザー一覧（敬称略）

9 外部評価

（1）　ハイパフォーマンススポーツセンターアドバイザー

氏　　　名 所属等（2019 年度現在）

相澤　勝治 専修大学文学部　准教授

赤間　高雄 早稲田大学スポーツ科学学術院　教授

秋本　崇之 早稲田大学スポーツ科学学術院　教授

笠原　政志 国際武道大学体育学科　准教授

　久保 潤二郎 平成国際大学スポーツ健康学部　准教授

河野　一郎 公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構　顧問

杉田　正明 日本体育大学体育学部　教授

鈴木　　岳 株式会社 R-body project 代表取締役

谷川　　聡 筑波大学人間総合科学研究科　准教授

寺田　　新 東京大学大学院総合文化研究科　准教授

友添　秀則 早稲田大学スポーツ科学学術院　教授

平松　竜司 東京大学大学院農学生命科学研究科　助教

広瀬　統一 早稲田大学スポーツ科学学術院　教授

福井　　烈 公益財団法人日本オリンピック委員会　専務理事

宮本　直和 順天堂大学スポーツ健康科学部　准教授

　　　森泉  貴博 コナミスポーツ体操競技部　ヘッドコーチ　　

山下　泰裕 公益財団法人日本オリンピック委員会　会長

（文責　運営調整課）



（2）　ハイパフォーマンススポーツセンター業績評価委員会

　HPSC は、国際競技力向上のための取組に関する評価について審議するため、外部有識者による
「HPSC 業績評価委員会」を設置している。
　2019 年度事業の HPSC 業績評価委員は次のとおりである。

　　　　　

　　（文責　運営調整課）

 HPSC 業績評価委員一覧（敬称略）

　氏　　　名 所属等（2019 年度現在）

上村　春樹 公益財団法人講道館　館長

尾縣　　貢 筑波大学教授

佐野　慎輔 尚美学園大学教授 /笹川スポーツ財団理事・上席特別研究員

柳下　和慶 東京医科歯科大学スポーツ医歯学センター　センター長・准教授

山本　正嘉 鹿屋体育大学教授

雪下　岳彦 順天堂大学医学部　病院管理学　医師・医学博士
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（3）　国立スポーツ科学センター倫理審査委員会

　JISS は、人間を対象とする研究及び研究開発を行う医療行為が、「ヘルシンキ宣言（ヒトを対象と
する医学研究の倫理的原則）」「ヒトゲノム研究に関する基本原則」「ヒトゲノム・遺伝子研究に関す
る倫理指針」の趣旨に沿った倫理等に則しているかを審査するため、外部有識者と JISS 研究員によ
る「倫理審査委員会」を設置している。
　2019 年度事業の倫理審査委員は、次のとおりである。

　（文責　スポーツ研究部事業推進課）

 JISS 倫理審査委員一覧（敬称略）

氏　　　名 所属等（2019 年度現在）

坂本　静男 早稲田大学教授

菅原　哲朗 弁護士（キーストーン法律事務所）

増田　明美 大阪芸術大学教授

久木留　毅 JISSセンター長、ハイパフォーマンス戦略部長

髙橋　英幸 JISSスポーツ研究部長

石毛　勇介 JISS 副センター長、JISS スポーツ科学部長

奥脇　　　透 JISS副センター長、JISS スポーツメディカルセンター長

◎

◎委員長



　区分　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

陸上競技

オリ
利用日数 (日 ) 30 31 30 31 31 30 29 30 31 30 28 31 362 

利用者数 (人 ) 1,083 1,124 699 817 1,677 734 764 1,071 1,146 1,104 840 774 11,833 

パラ

陸
上

利用日数 (日 ) 12 24 8 12 14 22 21 7 18 18 15 23 194 

利用者数 (人 ) 80 93 38 222 48 98 101 14 86 57 63 93 993 
ブ
ラ
イ
ン
ド

利用日数 (日 ) 4 4 4 5 4 4 5 4 4 4 6 4 52 

利用者数 (人 ) 31 30 42 35 36 29 30 28 31 38 68 23 421 

テニス
オリ

利用日数 (日 ) 28 30 30 29 30 29 30 30 31 31 28 31 357 

利用者数 (人 ) 316 334 463 207 244 351 311 347 652 506 548 389 4,668 

パラ
利用日数 (日 ) 9 10 16 13 16 6 18 11 25 20 26 18 188 

利用者数 (人 ) 20 28 38 22 45 11 39 15 63 50 71 31 433 

競泳 /水球
オリ

利用日数 (日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 30 364 

利用者数 (人 ) 995 812 1,175 973 575 875 880 900 720 682 1,028 640 10,255 

パラ
（身体）

利用日数 (日 ) 9 7 13 9 0 0 0 0 0 0 0 0 38 

利用者数 (人 ) 210 162 100 85 0 0 0 0 0 0 0 0 557 

アーティスティック
スイミング

利用日数 (日 ) 26 25 26 21 27 25 28 30 22 28 26 28 312 

利用者数 (人 ) 480 506 317 405 432 551 741 517 488 453 653 363 5,906 

新体操
利用日数 (日 ) 29 25 30 29 27 23 26 25 27 22 26 30 319 

利用者数 (人 ) 276 471 510 679 321 146 694 334 473 640 400 474 5,418 

トランポリン
利用日数 (日 ) 28 30 29 31 31 25 30 29 30 30 23 31 347 

利用者数 (人 ) 452 420 466 631 514 454 704 682 369 532 582 368 6,174 

ボクシング
利用日数 (日 ) 24 25 25 20 25 18 18 22 22 22 23 24 268 

利用者数 (人 ) 341 98 153 171 181 189 76 94 133 228 256 73 1,993 

バレーボール
利用日数 (日 ) 30 31 30 31 31 29 25 23 24 25 28 31 338 

利用者数 (人 ) 856 1,630 1,063 1,290 1,700 656 262 471 510 736 990 1,435 11,599 

体操競技
利用日数 (日 ) 30 31 29 31 30 30 31 28 31 31 28 31 361 

利用者数 (人 ) 381 423 436 638 337 980 875 486 1,223 1,130 1,172 751 8,832 

バスケットボール
利用日数 (日 ) 30 29 30 31 31 29 29 30 30 26 20 9 324 

利用者数 (人 ) 1,099 1,117 1,088 1,535 1,119 932 982 894 623 1,032 795 83 11,299 

レスリング
利用日数 (日 ) 30 31 30 30 31 30 31 30 31 31 28 31 364 

利用者数 (人 ) 902 577 130 114 1,563 1,350 602 564 561 937 991 720 9,011 

ウエイト
リフティング

利用日数 (日 ) 27 30 28 28 28 26 27 26 28 28 25 27 328 

利用者数 (人 ) 417 464 390 336 419 754 291 333 614 306 381 435 5,140 

ハンドボール
利用日数 (日 ) 25 29 29 25 25 24 29 25 26 26 22 23 308 

利用者数 (人 ) 741 1,359 2,289 680 938 343 981 929 433 635 459 337 10,124 

柔道
利用日数 (日 ) 19 25 18 16 23 20 20 22 20 22 18 20 243 

利用者数 (人 ) 684 1,325 34 38 1,225 140 37 928 1,507 355 1,564 107 7,944 

バドミントン
利用日数 (日 ) 27 31 30 26 26 26 29 28 29 29 28 28 337 

利用者数 (人 ) 967 1,420 1,059 839 1,186 1,272 919 1,165 1,203 1,242 1,336 758 13,366 

競泳

オリ
利用日数 (日 ) 9 2 30 30 31 31 28 31 192 

利用者数 (人 ) 35 10 365 365 485 367 395 585 2,607 

パラ

身
体

利用日数 (日 ) 27 19 23 25 30 29 28 30 211 

利用者数 (人 ) 540 340 230 236 379 365 455 352 2,897 

知
的

利用日数 (日 ) 2 10 1 1 2 9 0 13 38 

利用者数 (人 ) 14 129 11 9 14 26 0 45 248 

卓球
4月～7月
( ウエスト )

8月～　
 (イースト )

オリ
利用日数 (日 ) 30 31 30 31 31 30 30 30 29 30 28 30 360 

利用者数 (人 ) 860 1,130 1,070 804 871 727 1,010 1,162 850 539 420 703 10,146 

パラ

身
体

利用日数 (日 ) 7 0 7 11 0 5 6 5 11 9 11 5 77 

利用者数 (人 ) 42 0 55 51 0 35 15 13 84 43 85 37 460 

知
的

利用日数 (日 ) 3 0 3 3 0 3 0 0 3 3 0 0 18 

利用者数 (人 ) 58 0 50 50 0 74 0 0 57 39 0 0 328 

フェンシング
4月～7月

(JISS)
8 月～

 (イースト )

オリ
利用日数 (日 ) 26 28 29 30 18 25 26 26 25 25 25 26 309 

利用者数 (人 ) 1,450 1,350 1,590 920 780 1,308 1,600 1,590 1,780 1,555 1,290 430 15,643 

パラ
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 17 17 31 25 23 17 130 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 90 90 117 46 203 136 682 

射撃
4月～7月

(JISS)
8 月～

 (イースト )

オリ
利用日数 (日 ) 25 27 28 26 30 30 28 30 27 25 27 31 334 

利用者数 (人 ) 142 128 177 137 337 904 420 824 582 507 572 577 5,307 

パラ
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 11 0 6 8 7 10 19 61 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 45 0 12 61 39 39 35 231 

アーチェリー
4月～7月

( 屋外 )
8月～

 (イースト )

オリ
利用日数 (日 ) 17 20 21 26 26 30 27 29 23 28 28 30 305 

利用者数 (人 ) 133 100 214 485 232 151 240 328 484 432 635 190 3,624 

パラ
利用日数 (日 ) 0 0 0 5 7 15 12 10 11 7 8 15 90 

利用者数 (人 ) 0 0 0 48 14 31 73 54 71 24 40 50 405 

10 ハイパフォーマンススポーツセンター利用状況

1. 専用練習場

味
の
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S
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　区分　　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

サッカー
利用日数 (日 ) 3 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 7 

利用者数 (人 ) 30 20 10 13 0 0 0 0 0 0 0 0 73 

バレーボール
利用日数 (日 ) 2 5 1 2 20 0 0 0 0 3 3 7 43 

利用者数 (人 ) 50 125 30 60 900 0 0 0 0 105 105 245 1,620 

新体操
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 7 3 0 0 10 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 490 300 0 0 790 

バスケットボール
利用日数 (日 ) 8 12 7 15 4 0 5 18 0 4 6 0 79 

利用者数 (人 ) 300 450 320 630 130 0 600 545 0 205 168 0 3,348 

卓球
利用日数 (日 ) 2 5 0 2 0 0 0 0 3 0 0 0 12 

利用者数 (人 ) 100 125 0 100 0 0 0 0 110 0 0 0 435 

フェンシング
利用日数 (日 ) 6 1 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 

利用者数 (人 ) 320 20 750 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,090 

バドミントン
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 0 5 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 20 100 0 0 120 

ラグビーフットボール
利用日数 (日 ) 0 1 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4 

利用者数 (人 ) 0 12 8 0 0 18 0 0 0 0 0 0 38 

テコンドー
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 2 0 0 5 0 0 0 7 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 16 0 0 235 0 0 0 251 

日本スポーツ協会
利用日数 (日 ) 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

利用者数 (人 ) 0 0 0 120 0 0 0 0 0 0 0 0 120 

アーティスティック
スイミング

利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 2 0 2 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 40 0 40 

サッカー
利用日数 (日 ) 0 0 1 0 0 0 0 0 1 

利用者数 (人 ) 0 0 21 0 0 0 0 0 21 

バスケットボール
利用日数 (日 ) 19 10 0 0 1 3 0 0 33 

利用者数 (人 ) 660 500 0 0 20 150 0 0 1,330 

ハンドボール
利用日数 (日 ) 0 0 0 2 0 0 0 0 2 

利用者数 (人 ) 0 0 0 200 0 0 0 0 200 

卓球
利用日数 (日 ) 0 0 1 0 0 1 5 0 7 

利用者数 (人 ) 0 0 100 0 0 20 150 0 270 

フェンシング
利用日数 (日 ) 1 0 1 2 0 0 0 0 4 

利用者数 (人 ) 20 0 10 30 0 0 0 0 60 

バドミントン
利用日数 (日 ) 0 0 0 6 0 2 0 0 8 

利用者数 (人 ) 0 0 0 120 0 50 0 0 170 

テコンドー
利用日数 (日 ) 0 2 0 0 0 0 0 0 2 

利用者数 (人 ) 0 70 0 0 0 0 0 0 70 

パラバドミントン
利用日数 (日 ) 6 5 6 5 7 7 4 0 40 

利用者数 (人 ) 246 185 210 250 219 179 102 0 1,391 

ボッチャ
利用日数 (日 ) 3 3 3 0 0 0 3 0 12 

利用者数 (人 ) 120 128 58 0 0 0 64 0 370 

ゴールボール男子
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 2 2 2 2 8 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 31 42 40 38 151 

ゴールボール女子
利用日数 (日 ) 12 4 3 6 4 0 3 10 42 

利用者数 (人 ) 243 113 57 93 89 0 95 188 878 

パラ・パワーリフティング
利用日数 (日 ) 3 8 5 5 2 5 2 0 30 

利用者数 (人 ) 42 65 41 24 13 50 20 0 255 

パラテコンドー
利用日数 (日 ) 0 0 0 3 4 0 0 0 7 

利用者数 (人 ) 0 0 0 21 31 0 0 0 52 

パラバレーボール
利用日数 (日 ) 3 6 4 3 2 3 4 5 30 

利用者数 (人 ) 52 124 90 70 49 66 89 110 650 

男子車いすバスケットボール
利用日数 (日 ) 9 2 7 7 7 5 8 0 45 

利用者数 (人 ) 229 20 228 182 345 160 320 0 1,484 
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2. 共用コート

区分　　　　　　　　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

小
計

陸上、テニス、JISS、ウエスト利用日数 (日) 511 540 532 523 427 394 413 408 413 412 379 405 5,357 

陸上、テニス、JISS、ウエスト利用者数 (人) 13,016 15,101 13,646 12,212 12,560 9,865 9,289 9,772 10,835 10,663 12,197 7,854 137,010 

　内 )オリ利用人数 (人 ) 12,575 14,788 13,323 11,699 12,431 9,727 9,119 9,715 10,655 10,518 11,995 7,707 134,252 

　内 )パラ利用人数 (人 ) 441 313 323 513 129 138 170 57 180 145 202 147 2,758 

イースト利用日数 (日 ) 132 134 141 145 141 139 136 148 1,116 

イースト利用者数 (人 ) 2,823 3,754 4,054 4,683 4,964 3,982 4,134 3,140 31,534 

　内 )オリ利用人数 (人 ) 2,255 3,100 3,635 4,269 4,181 3,400 3,312 2,485 26,637 

　内 )パラ利用人数 (人 ) 568 654 419 414 783 582 822 655 4,897 

利用日数総計（日） 511 540 532 523 559 528 554 553 554 551 515 553 6,473 

利用者数合計（人） 13,016 15,101 13,646 12,212 15,383 13,619 13,343 14,455 15,799 14,645 16,331 10,994 168,544 

内 )オリ利用者数 (人 ) 12,575 14,788 13,323 11,699 14,686 12,827 12,754 13,984 14,836 13,918 15,307 10,192 160,889 

内 )パラ利用者数 (人 ) 441 313 323 513 697 792 589 471 963 727 1,024 802 7,655 

味
の
素
N
T
C
・
ウ
エ
ス
ト

味
の
素
N
T
C
・
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（a）競技別

陸上競技：陸上トレーニング場　テニス：屋内テニスコート（ハード及びレッドクレイコート）						    
								      
専用練習場の施設稼働率は、7 月まではオリの専任コーチがすべて把握していたため、オリの利用日数のみを基に算出。					  
									       
8 月以降は、オリ・パラ各 NF から報告のあった日数のうち、多い方を採用。（ex.10 月にオリ利用 28 日、パラ利用 5 日の場合、その月の利用数は 28 日）		
												          



　区分  　　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

ハイパフォーマンス
ジム

利用日数 (日 ) 30 31 30 31 31 29 31 30 28 26 28 31 356 

利用者数 (人 ) 1,108 1,118 1,155 1,081 1,196 1,085 975 854 563 952 1,059 870 12,016 

　内 )オリ利用者数 1,077 1,069 1,125 1,034 1,165 1,036 855 826 524 894 1,010 829 11,444 

　内 )パラ利用者数 31 49 30 47 31 49 120 28 39 58 49 41 572 

うち、
低酸素

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室

利用日数 (日 ) 27 30 26 29 31 28 24 28 21 21 25 26 316 

利用者数 (人 ) 113 145 151 200 180 105 125 80 54 88 104 73 1,418 

トレーニング
体育館

利用日数 (日 ) 30 31 30 31 31 30 30 30 28 28 28 31 358 

利用者数 (人 ) 1,670 1,708 1,642 1,530 1,602 1,467 1,417 1,671 936 1,633 1,580 1,457 18,313 

　内 )オリ利用者数 1,623 1,645 1,597 1,438 1,559 1,406 1,320 1,609 872 1,563 1,506 1,370 17,508 

　内 )パラ利用者数 47 63 45 92 43 61 97 62 64 70 74 87 805 

利用日数 (日 ) 30 25 31 30 31 31 28 31 237 

利用者数 (人 ) 362 199 421 339 700 842 748 850 4,461 

　内 )オリ利用者数 141 106 255 150 290 369 387 451 2,149 

　内 )パラ利用者数 221 93 166 189 410 473 361 399 2,312 

利用者数合計 (人 ) 1,670 1,708 1,642 1,530 1,964 1,666 1,838 2,010 1,636 2,475 2,328 2,307 22,774 

利用者数総合計 (人 ) 2,778 2,826 2,797 2,611 3,160 2,751 2,813 2,864 2,199 3,427 3,387 3,177 34,790 

　区分　　　　　　　　　　　　　　 　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

味の素NTC・ウエスト 利用日数 (日 ) 20 25 26 22 24 3 5 18 0 14 9 7 173 

A 利用日数 (日 ) 18 11 8 9 8 5 21 14 94 

B 利用日数 (日 ) 3 8 5 10 12 10 5 3 56 

C 利用日数 (日 ) 10 5 16 9 18 21 17 0 96 

D 利用日数 (日 ) 25 9 18 21 14 26 16 0 129 

小計 イースト利用日数 (日 ) 56 33 47 49 52 62 59 17 375 

利用日数総計（日） 20 25 26 22 80 36 52 67 52 76 68 24 548 

ウエストは申請数。

研究利用は除く。

（1）味の素フィールド西が丘

（2）フットサルコート

（3）屋外テニスコート
①年間利用

5. その他屋外施設

（b）コート別

3. ハイパフォーマンスジム、低酸素トレーニング室、トレーニング体育館

4.JISS 競泳プール（一般利用：水泳教室）
　区分       　　　　　　　 　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数（日） 19 18 20 16 21 21 12 14 8 12 13 0 174

一般利用者数（人） 1,232 1,068 1,374 989 1,321 1,378 742 799 540 735 809 0 10,987

　区分　　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

専用利用
(１日 )

利用日数 (日 ) 7 5 7 10 5 9 5 7 6 5 3 0 69 

試合数 (試合 ) 12 5 7 16 6 12 5 11 8 10 5 0 97 

総入場者数 (人 ) 13,705 5,724 5,066 12,709 10,996 13,303 10,400 18,558 12,796 12,012 2,980 0 118,249 

有料入場者数 (人 ) 6,293 3,168 1,996 5,804 9,600 9,038 8,121 11,713 6,044 2,169 0 0 63,946 

専用利用
(時間 )

利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用時間 (時間 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数合計 (人 ) 13,705 5,724 5,066 12,709 10,996 13,303 10,400 18,558 12,796 12,012 2,980 0 118,249 

　区分　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 (日 ) 23 27 25 20 25 22 24 23 22 24 21 24 280 

利用時間 (時間 ) 189 233 210 191 212 257 233 199 195 229 189 159 2,496 

利用人数 (人 )
ＮＦ 38 4 10 0 0 35 0 0 60 6 10 0 163 

一般 1,681 2,258 2,083 1,994 2,058 1,981 2,474 1,971 1,730 2,181 1,790 1,523 23,724 

利用者数合計 (人 ) 1,719 2,262 2,093 1,994 2,058 2,016 2,474 1,971 1,790 2,187 1,800 1,523 23,887 

　区分     　　　　　　　　　　　　　　 　　月　 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 (日 ) 28 29 27 29 29 28 27 28 25 25 27 29 331 

利用人数 (人 ) 3,341 3,744 3,378 3,489 3,229 3,644 3,291 3,267 3,132 3,128 3,401 3,514 40,558 

　区分　　　　　　　　　　　　　　　 　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

女子車いすバスケットボール
利用日数 (日 ) 8 2 3 7 0 7 5 0 32 

利用者数 (人 ) 140 35 63 187 0 65 138 0 628 

車いすラグビー
利用日数 (日 ) 5 0 2 7 0 7 7 0 28 

利用者数 (人 ) 190 0 50 220 0 237 218 0 915 

小
計

ウエスト利用日数 (日 ) 21 26 26 22 24 3 5 18 16 14 9 7 191 

ウエスト利用者数 (人 ) 800 752 1,118 923 1,030 34 600 545 855 710 273 245 7,885 

イースト利用日数 (日 ) 69 42 36 53 29 42 45 17 333 

イースト利用者数 (人 ) 1,942 1,240 928 1,397 797 1,019 1,276 336 8,935 

　内 )オリ利用人数 (人 ) 680 570 131 350 20 220 190 0 2,161 

　内 )パラ利用人数 (人 ) 1,262 670 797 1,047 777 799 1,086 336 6,774 

利用日数総計（日） 21 26 26 22 93 45 41 71 45 56 54 24 524 

利用者数総合計（人） 800 752 1,118 923 2,972 1,274 1,528 1,942 1,652 1,729 1,549 581 16,820 
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（1）JISS

（2）味の素 NTC・イースト

6. 戸田艇庫

7. 研修室・特別会議室等

　区分　　　　　 　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 (日 ) 6 5 2 10 10 10 11 9 9 13 6 8 99 

利用人数 (人 ) 9 7 2 11 16 14 17 11 16 15 10 13 141 

②ビジター利用

　区分　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 月平均 ( 艇 )/
合計 ( 人 )

艇庫 (艇 )

エイト 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8.0 

フォア 47 47 47 47 47 47 47 47 47 47 47 47 47.0 

スカル 121 121 121 121 121 121 127 127 127 127 127 127 124.0 

その他 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10.0 

合計 (艇 ) 186 186 186 186 186 186 192 192 192 192 192 192 189.0 

合宿室 (人 )

一般 20 63 43 89 20 51 14 212 79 93 22 32 738 

大学生 75 1,010 73 286 876 1,420 768 85 81 18 207 65 4,964 

高校生 294 178 320 553 364 125 84 221 193 455 245 5 3,037 

合宿利用者数合計 (人 ) 389 1,251 436 928 1,260 1,596 866 518 353 566 474 102 8,739 

トレーニング
ルーム

利用日数 (日 ) 23 28 28 30 23 30 30 28 25 25 28 28 326 

利用人数 (人 ) 197 216 272 236 196 281 359 878 916 665 304 445 4,965 

　区分　　　　　　　　　　 　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

研修室Ａ
利用日数 (日 ) 17 16 16 14 8 11 3 14 12 4 6 1 122 

利用者数 (人 ) 660 479 569 430 270 335 60 471 363 87 225 18 3,967 

研修室Ｂ
利用日数 (日 ) 10 7 9 13 7 6 4 10 7 3 11 3 90 

利用者数 (人 ) 276 139 325 447 233 170 100 227 237 85 345 69 2,653 

研修室Ｃ
利用日数 (日 ) 13 12 19 13 10 8 7 7 6 4 0 0 99 

利用者数 (人 ) 119 153 273 171 93 81 83 109 62 34 0 0 1,178 

研修室Ｄ
利用日数 (日 ) 9 12 11 13 8 9 6 8 5 3 0 0 84 

利用者数 (人 ) 127 138 146 184 75 120 63 123 66 22 0 0 1,064 

特別会議室
利用日数 (日 ) 8 4 5 7 3 6 6 11 2 0 0 0 52 

利用者数 (人 ) 78 50 63 144 30 145 120 263 30 0 0 0 923 

利用者数合計 (人 ) 1,260 959 1,376 1,376 701 851 426 1,193 758 228 570 87 9,785 

研修室ＡＢ結合しての利用者数は、研修室Ａにカウント。
本表の数字（データ）は、部外者による有料利用カウントであり、JSC の業務での利用は含まれていない。

少数点以下、第二位を四捨五入。

本表の数字（データ）は、NF による有料利用カウントであり、JSC の業務での利用は含まれていない。

　区分　　　　　　　　　　　 　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

会議室Ａ
利用日数 (日 ) 15 14 10 16 15 7 6 2 85 

利用者数 (人 ) 409 282 229 60 283 270 192 36 1,761 

会議室Ｂ
利用日数 (日 ) 11 6 13 7 9 9 7 0 62 

利用者数 (人 ) 293 120 295 50 203 320 275 0 1,556 

会議室Ｃ
利用日数 (日 ) 17 12 15 15 16 12 12 4 103 

利用者数 (人 ) 480 205 396 75 389 373 445 88 2,451 

ミーティングルーム１
利用日数 (日 ) 7 5 9 11 10 12 9 6 69 

利用者数 (人 ) 48 37 73 23 69 110 61 36 457 

ミーティングルーム２
利用日数 (日 ) 8 8 10 11 16 7 6 4 70 

利用者数 (人 ) 114 119 101 38 136 63 83 90 744 

ミーティングルーム３
利用日数 (日 ) 1 13 16 7 14 7 2 1 61 

利用者数 (人 ) 8 124 108 49 95 71 20 4 479 

ミーティングルーム４
利用日数 (日 ) 2 10 2 4 7 8 6 1 40 

利用者数 (人 ) 10 110 25 20 68 137 72 4 446 

ミーティングルーム５
利用日数 (日 ) 3 5 10 12 10 12 8 9 69 

利用者数 (人 ) 20 29 75 24 71 127 36 42 424 

ミーティングルーム６
利用日数 (日 ) 5 11 4 0 7 9 5 0 41 

利用者数 (人 ) 43 104 38 0 45 149 43 0 422 

ミーティングルーム７
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ミーティングルーム８
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数合計 (人 ) 1,425 1,130 1,340 339 1,359 1,620 1,227 300 8,740 



8. 託児室

9. 宿泊室

10. 栄養指導食堂、レストラン　等

（1）アスリートヴィレッジ

（2）アスリートヴィレッジ

（2）味の素 NTC・イースト

（3）味の素 NTC・イースト

　区分　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 15 10 12 15 5 7 8 10 14 7 5 5 113 

利用者数
保護者数 17 14 13 19 5 8 8 16 17 9 5 7 138 

託児数 17 14 13 19 5 8 8 16 18 9 6 7 140 

　区分　　 　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 5 11 3 0 3 2 2 0 26 

利用者数
保護者数 5 13 3 0 3 2 2 0 28 

託児数 5 13 3 0 3 2 3 0 29 

　区分　　　　　　　　　　　　　 　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用可能日数 (日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

利用日数 (日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

客室利用数 (室 ) 1,313 1,371 1,239 1,287 1,194 1,158 991 820 1,151 1,409 1,334 1,148 14,415 

客室利用者数 (人 ) 1,313 1,375 1,244 1,288 1,194 1,158 991 820 1,151 1,420 1,337 1,148 14,439 

　内 )オリ利用者数 (人 ) 1,085 1,199 1,163 1,227 1,104 870 912 798 1,037 1,365 1,225 1,079 13,064 

　内 )パラ利用者数 (人 ) 187 133 47 23 11 62 47 12 64 20 12 36 654 

　内 )その他研究等 (人 ) 41 43 34 38 79 226 32 10 50 35 100 33 721 

客室稼働率 (％ ) 60.8% 61.4% 57.4% 57.7% 53.5% 53.6% 44.4% 38.0% 51.6% 63.1% 66.2% 51.4% 54.9%

宿泊人数稼働率 (％ ) 58.4% 59.1% 55.3% 55.4% 51.4% 51.5% 42.6% 36.4% 49.5% 61.1% 63.7% 49.4% 52.7%

　区分　　　　　　　　　　　　　　 　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用可能日数 (日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

利用日数 (日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

客室利用数 (室 ) 3,854 4,394 4,384 4,197 5,017 4,266 3,270 4,036 3,785 4,481 4,477 3,250 49,411 

客室利用者数 (人 ) 6,757 7,875 7,593 7,000 8,052 7,113 5,330 7,102 6,841 7,314 7,371 5,154 83,502 

　内 )オリ利用者数 (人 ) 6,629 7,776 7,420 6,124 8,039 7,113 5,144 7,000 6,496 7,290 7,270 5,130 81,431 

　内 )パラ利用者数 (人 ) 128 99 173 876 13 0 186 102 345 24 101 24 2,071 

客室稼働率 (％ ) 57.9% 63.8% 65.8% 61.0% 72.9% 64.1% 47.5% 60.6% 55.0% 65.1% 72.0% 47.2% 61.0%

宿泊人数稼働率 (％ ) 50.3% 56.7% 56.5% 50.4% 58.0% 52.9% 38.4% 52.8% 49.3% 52.7% 58.8% 37.1% 51.1%

　区分　　　　　　　　　　　　　　 　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用可能日数 (日 ) 31 30 31 30 31 31 28 31 243 

利用日数 (日 ) 31 28 25 30 29 29 27 31 230 

客室利用数 (室 ) 1,274 991 760 948 770 943 1,063 831 7,580 

客室利用者数 (人 ) 1,762 1,336 1,001 1,285 1,006 1,316 1,565 1,027 10,298 

　内 )オリ利用者数 (人 ) 513 553 434 662 414 377 693 651 4,297 

　内 )パラ利用者数 (人 ) 1,249 783 567 623 592 939 872 376 6,001 

客室稼働率 (％ ) 50.1% 40.3% 29.9% 38.5% 30.3% 37.1% 46.3% 32.7% 38.0%

宿泊人数稼働率 (％ ) 39.7% 31.1% 22.6% 30.0% 22.7% 29.7% 39.1% 23.2% 29.6%

（1）JISS

（1）JISS（栄養指導食堂レストラン「R3」）

（2）JISS（喫茶室「New Spirit」）

宿泊人数稼働率は、和室に最大 3 名宿泊できるものとして計算した。（シングル 70 室、ツイン 1 室、和室 1 室）

セットメニューには職員の利用も含む。

　区分　　　　　　　 　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

朝食 (食 ) 1,158 1,218 1,011 1,040 1,115 1,164 885 789 962 1,261 1,216 1,129 12,948 

昼食 (食 ) 2,851 3,311 3,143 2,707 2,757 2,639 2,455 2,326 2,559 2,840 2,542 1,608 31,738 

内 )アスリート食 (食 ) 1,615 2,213 1,987 1,606 1,528 1,531 1,219 1,305 1,444 1,543 1,478 1,328 18,797 

内 )セットメニュー (食 ) 1,236 1,098 1,156 1,101 1,229 1,108 1,236 1,021 1,115 1,297 1,064 280 12,941 

夕食 (食 ) 1,608 1,624 1,712 1,447 1,461 1,253 1,177 1,027 1,217 1,355 1,433 1,227 16,541 

内 )アスリート食 (食 ) 1,361 1,418 1,462 1,230 1,275 1,070 976 861 1,074 1,129 1,242 1,089 14,187 

内 )セットメニュー (食 ) 247 206 250 217 186 183 201 166 143 226 191 138 2,354 

合計 (食 ) 5,617 6,153 5,866 5,194 5,333 5,056 4,517 4,142 4,738 5,456 5,191 3,964 61,227 

　区分　　　 　　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用者数（人） 3,906 3,599 3,825 3,722 3,293 3,139 3,266 3,033 2,734 2,565 2,570 2,401 38,053 
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11. ビジターセンター

12. メディカル

（3）アスリートヴィレッジ（SAKURA Dining）

（4）味の素 NTC・イースト

（1）メディカルチェック

（2）診療・リハビリテーション

　区分　　 　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

朝食 (食 ) 6,581 7,937 7,434 6,867 7,796 7,107 5,048 6,853 6,862 7,141 7,378 5,036 82,040 

昼食 (食 ) 6,669 7,809 7,642 7,142 8,262 6,745 4,763 6,259 6,325 7,413 7,547 5,083 81,659 

夕食 (食 ) 6,796 7,845 7,714 7,155 7,516 7,064 5,094 6,626 6,552 7,258 7,499 5,007 82,126 

合計 (食 ) 20,046 23,591 22,790 21,164 23,574 20,916 14,905 19,738 19,739 21,812 22,424 15,126 245,825 

　区分　　　 　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

朝食 (食 ) 1,701 1,271 901 1,295 1,077 1,228 1,576 1,059 10,108 

昼食 (食 ) 1,855 1,764 1,232 2,107 2,060 1,553 2,232 1,513 14,316 

夕食 (食 ) 1,825 1,343 1,041 1,487 1,359 1,352 1,656 1,069 11,132 

合計 (食 ) 5,381 4,378 3,174 4,889 4,496 4,133 5,464 3,641 35,556 

　区分　　　 　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

JISS
開催回数 (回 ) 5 5 6 6 6 6 6 6 5 5 2 58 

参加者数 (人 ) 54 57 87 77 83 66 60 76 46 65 16 687 

味の素NTC・
イースト

開催回数 (回 ) 32 18 20 33 0 103 

参加者数 (人 ) 491 371 217 476 0 1,555 

　区分　　　 　　　　　　　　　　     月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

NF要望チェック
実施日数 (日 ) 9 10 9 4 5 3 4 6 2 3 3 5 63 

実施人数 (人 ) 88 121 100 46 40 30 32 55 12 26 28 6 584 

派遣前チェック
実施日数 (日 ) 14 4 0 3 4 1 1 3 11 14 14 15 84 

実施人数 (人 ) 207 61 0 43 50 12 15 12 121 186 195 191 1,093 

実施人数合計 (人 ) 295 182 100 89 90 42 47 67 133 212 223 197 1,677 

　区分　　　 　　　　　　　　　　　  月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

診療日数 (日 ) 20 19 20 22 21 19 21 20 20 19 18 21 240 

内科 (件 ) 163 160 189 151 161 114 291 372 234 171 234 160 2,400 

心療内科 (件 ) 1 0 2 2 2 2 2 1 0 1 0 0 13 

整形外科 (件 ) 326 379 335 326 330 300 282 306 252 297 341 297 3,771 

歯科 (件 ) 88 74 82 63 82 54 83 48 88 97 92 106 957 

婦人科 (件 ) 51 60 47 55 44 51 63 52 48 58 50 53 632 

皮膚科 (件 ) 36 45 41 41 36 54 44 49 40 44 56 51 537 

小計 (件 ) 665 718 696 638 655 575 765 828 662 668 773 667 8,310 

内 )オリ利用件数 658 707 679 616 612 542 734 802 627 634 737 652 8,000 

内 )パラ利用件数 7 11 17 22 43 33 31 26 35 34 36 15 310 

栄養 (件 ) 1 1 1 3 4 1 1 1 2 0 0 0 15 

内 )オリ利用件数 1 1 1 3 4 1 1 1 2 0 0 0 15 

内 )パラ利用件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

心理カウンセリング (件 ) 15 11 12 12 8 11 10 9 12 10 10 11 131 

内 )オリ利用者数 15 11 12 12 8 11 10 9 12 10 10 11 131 

内 )パラ利用者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

リハビリ (件 ) 745 713 843 652 597 628 629 457 421 570 540 568 7,363 

内 )オリ利用者数 737 701 824 640 590 618 597 433 404 551 523 533 7,151 

内 )パラ利用者数 8 12 19 12 7 10 32 24 17 19 17 35 212 

クライオセラピー (件 ) 5 6 6 2 9 6 2 1 13 8 4 0 62 

合計 (件 ) 1,431 1,449 1,558 1,307 1,273 1,221 1,407 1,296 1,110 1,256 1,327 1,246 15,881 

※クリニックで 1 人が 1 日 2 科受診した場合は 2 件でカウントしている。



11 その他事業

（1）　普及啓発活動

1. 背景・目的　
　HPSC の医・科学事業を始めとする各種事業
で得られた知見や成果を地域に還元し、貢献す
ることを目的としている。また、若い世代に最
先端のスポーツ施設に触れてもらい、学校では
得がたい体験・知識を提供することにより、ス
ポーツに対する関心を高め、将来のスポーツ事
業を担う人材が現れることを期待する。

２．実施概要
（1）東京都立赤羽商業高等学校　選択体育
概要・実施日 :

高校選択体育の授業に講師を派遣して、講
義や実技指導等を実施した。
① HPSC 全体概要

2019 年 9 月 12 日
②リハビリテーション / 障害者スポーツ（実技）
　2019 年 9 月 19 日
③スポーツ心理学（講義）

2019 年 9 月 26 日
④障害者スポーツ（講義）

2019 年 10 月 3 日
⑤スポーツ栄養学（講義）

2019 年 11 月 7 日
参加者 : 3 年生体育選択者　47 名
趣　旨 :
「JISS において開発した高度なスポーツ医 ･ 

科学の研究成果を、人々の日常のスポーツ活動
に広く還元する」ことの一端を担うとともに、
地域貢献の一環として位置づけて実施した。

（2）埼玉県立伊奈学園総合高等学校　施設見学
概　要：

施設見学を行い、HPSC 概要の紹介、質疑応
答などを実施した。
実施日：2019 年 11 月 19 日
参加者：スポーツ科学系 2 年生 73 名、
　　　　引率教員 3 名
趣　旨：

スポーツ科学系の専門学科を有する学校で
あり、在学生徒の多くが大学等でスポーツを学
問として学び、指導者やスポーツ科学分野に就
職することを希望している。JISS の施設や環
境を見学し、生徒一人ひとりが今まで以上にス
ポーツに興味・関心を持つこと、さらには今後
の進路選択に幅広い知識を持つことを目的とし

て実施した。
（3）インターン等の受け入れ
概　要：

HPSC 各部署にてインターン生を受け入れ、
実務研修を実施した。
参加者・実施日：
①埼玉県教育局　1 名（JISS スポーツ科学部）

2019 年 4 月 1 日～ 2020 年 3 月 31 日
②自衛隊体育学校

3 名（スポーツ科学部）、1 名（スポーツメ
ディカルセンター）
2019 年 4 月 1 日～ 2020 年 3 月 31 日

③ Loughborough University 1 名（ハイパフォ　
ーマンス戦略部）

　2019 年 7 月 16 日～ 2020 年 3 月 31 日
④筑波大学　1 名（スポーツ研究部）

2019 年 7 月 4 日、8 月 1 日 ～ 4 日
⑤立命館大学　1 名（スポーツ科学部）

2019 年 8 月 26 日～ 30 日
⑥専修大学　1 名（ハイパフォーマンス戦略部）

2019 年 9 月 2 日～ 9 月 13 日
⑦長岡技術科学大学 1 名（スポーツ科学部）

2019 年 10 月 4 日～ 12 月 9 日
⑧日本女子体育大学 1 名（スポーツ研究部）

2019 年 10 月 30 日～ 11 月 2 日（うち 3 日間）
趣　旨：

スポーツに関係する諸機関、大学等からの
インターンを受け入れることで、HPSC が実
施する業務の理解、スポーツ医・科学の啓蒙、
HPSC の知見と成果の還元を進め、諸機関との
連携を強化し、社会全体でのスポーツ界の発展
を目指すことを目的として実施した。

（文責　松林　武生）
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（2）　パラリンピック競技関連の活動

1. パラリンピックワークショップ
（1）背景・目的

JSC では、UK スポーツとの連携協定に基づ
き毎年テーマを設定して相互の情報共有を目的
にワークショップを開催してきた。2019 年度は、
パラリンピックスポーツの支援現場が抱える課
題に対し、情報交換や交流の機会を提供する場
として、情報・国際部、機能強化ユニット・イ
ンテリジェンスグループが企画立案をし、パラ
リンピック競技に関わる JISS 及びハイパフォー
マンス戦略部スタッフが連携しワークショップ
を開催した。

（2）場所
　JISS　研修室 A・B

（3）日程
　2019 年 8 月 15 ～ 16 日

（4）主な登壇者
　Tom Paulson 氏（イングランド・スポーツ研究
所のパラリンピックパフォーマンスサポート長）

Stuart Miller 氏（イギリス代表チーフメディ
カルドクター）

Beverly Everton 氏（英パラリンピック委員
会のイギリス代表チーム主任看護師）

Chris Harvey 氏（UK スポーツ国際連携アド
バイザー）

（5）概要
HPSC スタッフ向けに、セミナーを開催した。

午前は、パラリンピックアスリートを対象にし
た体力測定やトレーニング方法について、JISS
の事例と UK スポーツの事例とを相互に説明し
現状の課題や問題点についてディスカッション
を行った。午後は、コンディショニング・栄養・
メディカルを中心にイギリスでの取り組みにつ
いて紹介いただいた。

競技現場に関わる国外のスタッフから得られ
た現場の課題や問題点は、今後、JSC において
医科学支援・研究を行っていく上で大変貴重な
知見を得る良い機会となった。

2. 第 9 回 VISTA 会議への参加
（1）背景・目的

VISTA 会議は、国際パラリンピック委員会（以
下「IPC」という。）のミッション、ゴール、目標、
評価を推進し、スポーツ科学者と障がい者スポ
ーツの専門家らが交流する場を提供するもので
ある。42 の国と地域から 342 名が参加していた。
参加者はスポーツ科学者、スポーツ医療従事者、
学生、アスリート、コーチ、クラシファイヤー、
競技役員、競技団体、その他障がい者スポーツ
やパラリンピックムーブメントに興味のある個
人等多岐にわたる。

今回我々は、JSC で行ってきた支援や研究の
成果の発表と、知見及び情報収集を目的として
参加した。

（2）場所
Novotel Amsterdam City Hotel（アムステル

ダム / オランダ）
（3）日程

2019 年 9 月 4 日～ 2019 年 9 月 7 日
（4）HPSC からの参加者

袴田智子（スポーツ科学部）、元永恵子（スポ
ーツ研究部）、吉野昌恵（スポーツメディカルセ
ンター）、衣笠泰介、河合純一、畑中翔、児島雄
三郎（以上、ハイパフォーマンス戦略部）

（5）概要
JSC としては口頭発表 1 報（衣笠）、示説発表

5 報（袴田、元永、吉野、畑中、児島）を行った。
いずれの発表でも参加した海外の研究者やサポ
ートスタッフから活発な質問や討論がなされ、
貴重な情報であるというフィードバックを得た。

また、現地では、8 月に開催された EIS ワー
クショップの参加者と再会し、お互いの発表に
ついて情報共有した他、障がいのあるアスリー
トを対象とした研究やサポートで世界をリード
している研究者やスタッフと意見交換を行い、
ネットワークを広げることもできた。

VISTA 会議で発表された研究テーマは多岐に
渡り、競技では車いすラグビーが多く、障がい
種別は脊髄損傷、脳性麻痺、切断、視覚障がい
など幅広かった。クラス分け研究は、IPC クラ
ス分けリサーチセンターや IF と連携して実施す
ることが不可欠であると考えられた。パラアス
リートのパフォーマンス向上に関する研究やメ
ダリストのデータをベースとするパスウェイに
関する研究を実施し、成果を発信していくこと
により大きなインパクトを残せる可能性がある。

（文責　大石　益代、衣笠　泰介、清水　潤、
　　　　鈴木　章、立谷　泰久、袴田　智子、
　　　 半谷　美夏、元永　恵子）写真　UK スタッフとパラリンピック競技に関わる HPSC

　　　スタッフ



Ⅵ 「 体育の日 ｣ 中央記念行事 / スポーツ祭り 2019

　1964 年に開催された東京オリンピックの輝か
しい成果と感動を記念し、国民がスポーツに親
しみ健康な心身を培う日として制定された「体育
の日」に、日常生活の中で主体的に運動・スポー
ツに親しむことの重要性を広く啓発することを目
的として、中央記念行事を毎年開催している。

行事名：令和元年度「体育の日」中央記念行事スポ
　　　　ーツ祭り 2019
開催日：2019 年 10 月 14 日（月祝）
主　催：スポーツ庁、JSPO、 JOC、日本レクリエー
　　　　ション協会、JPSA、JSC ほか
会　場：JISS、味の素 NTC・ウエスト及び味の素
　　　　NTC・イースト周辺の施設

　2019 年度は、味の素 NTC・イーストが会場
に加わり、初めてパラリンピック競技のスポー
ツ教室等が開催された。
　会場エリアの拡大にあたっては、ボランティ
アスタッフの増員や入館者への手荷物検査を実
施する等の安全対策を講じた。
　また、開催の迫る 2019 年 10 月 12 日に、関
東を通過した台風 19 号が日本各地に被害をも
たらしたため、施設及び周辺の被害状況や交通
機関の運行状況、参加者やスタッフが安全に来
場できるか等を確認した上で、規模を縮小して
実施した。
　台風 19 号の影響で、中止したプログラムは、
下記のとおり。
・アスリートふれあいジョギング
・アスリートふれあい大運動会
・ボート体験コーナー、車いすレクダンス
　総括として、会場エリアの拡大の一方で、台
風の影響によるプログラムの中止や規模縮小が
生じ、当日の総来場者数は 2018 年度から 4,600
名少ない 12,400 名、参加アスリート数は 56 名
であった。
　主な実施プログラムは右記のとおり。

１．開会式
　台風 19 号の犠牲者を悼んで黙とうがささげ
られ、亀岡偉民文部科学副大臣による開会宣言、
参加アスリートやよしもと芸人の入場、トレー
ニング体育館指導員によるスポーツ祭り体操 
2019　等が行われた。
　降雨のため、屋内施設である JISS 陸上競技実
験場（以下「陸上実験場」という。）での実施
となったが、多数の参加者が集まった。

２. 各種スポーツ体験＆教室
　専用トレーニング場等でアスリートから直接
指導が受けられるプログラム。パラリンピック
競技として、車いすバスケットボール（親子プ
ログラム）も実施された。
　全 20 競技、参加者数約 1,300 名。

３. 主催団体独自企画等
　各主催団体が実施するプログラム。JSC が実
施したプログラムは下記のとおり。

（1）キッズ・スポーツ科学ランド
　大型トレッドミル等の最先端機器による科学
的測定・評価が体験できるプログラム。
　参加者数 40 名。

（2）味の素 NTC・イースト見学ツアー
　当日、主催団体ブースにて参加者を募集し、
40 分程の見学ツアーを実施した。
参加者数 120 名。

４. 憩いの広場等
　アスリートによるパフォーマンスステージの
ほか、地域の中学校吹奏楽部による演奏等が行
われ、飲食ブース等も設置された。
　主催団体ブースでは、協力団体として初めて
設置された独立行政法人国際協力機構（JICA）
のブースや、TOKYO2020 展示コーナーが参加
者に好評であった。

写真 1  陸上実験場での開会式

写真 2  スポーツ教室（車いすバスケットボール）
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（文責　施設管理課）　
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 2） 蒲原 一之 , 寺本 篤史 , 福田 直子 , 福島 理文 , 鈴川 仁人 , 大桃 結花 . 医務報告 . 第 30 回ユニバーシアード競
　　技大会 (2019/ ナポリ ) 日本代表選手団報告書 , 242-254, 2019.
 3） 富松 理恵子 , 亀井 明子 . 平成 30 年度　彩の国プラチナキッズ卒業生の栄養・食生活調査結果概要 ―中学２
　　年生の場合―. 埼玉県スポーツ科学委員会会報 , 平成 30 年度：16-22, 2019.
 4） 内藤 貴司，村石 光二，下山 寛之，髙橋 英幸 . 短期間暑熱馴化中におけるアイススラリー摂取が生体負担度
　　および持久的運動能力に及ぼす影響 . 2018 年度公益財団法人ミズノスポーツ進行財団スポーツ学等研究助成
　　報告書 , 1-16, 2019.
 5） 広川 龍太郎 , 小林 海 , 松林 武生 , 髙橋 恭平 , 渡辺 圭佑 , 大沼 勇人 , 森丘 保典 , 杉本 和那美 , 柴山 一仁 , 高
　　松 潤二 , 小山 宏之 , 苅山 靖 , 村木 有也 , 柴田 篤志 , 村上 雅俊 , 塚田 卓巳 , 酒井 雅裕 , 瀧川 寛子 , 前田 奎

. セイコーゴールデングランプリ陸上 2019 大阪 . アスリートのパフォーマンス及び技術に関する調査研究 , 
2019 年度版：67-80, 2020.

 6） 松林 武生 , 山中 亮 , 渡辺 圭佑 , 大沼 勇人 , 小林 海 . IAAF 世界リレー 2019 横浜大会 . アスリートのパフォ
ーマンス及び技術に関する調査研究 , 2019 年度版：49-65, 2020.

 7） 松林 武生 , 山本 真帆 , 佐藤 僚洋 , 杉本 和那美 , 貴嶋 孝太 . 第 6 回木南道孝記念陸上競技大会 . アスリートの
　　パフォーマンス及び技術に関する調査研究 , 2019 年度版：43-48, 2020.
 8） 松林 武生 , 山本 真帆 , 吉本 隆哉 , 大沼 勇人 , 岩崎 領 . 第 103 回日本陸上競技選手権大会混成競技 . アスリー
　　トのパフォーマンス及び技術に関する調査研究 , 2019 年度版：87-95, 2020.
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 9） 山中 亮 , 大沼 勇人 , 髙橋 恭平 , 貴嶋 孝太 , 小林 海 , 渡辺 圭佑 , 松林 武生 , 山本 真帆 , 丹治 史弥 , 白木 駿佑 , 
　　 楊 永昌 , 高松 潤二 , 小山 宏之 , 苅山 靖 , 清水 悠 , 柴田 篤志 , 村上 雅俊 , 塚田 卓巳 , 山本 大輔 , 加藤 忠彦 , 
　　瀧川 寛子 . 第 103 回日本陸上競技選手権大会 . アスリートのパフォーマンス及び技術に関する調査研究 ,
　　 　2019 年度版：97-130, 2020.

５．講演・特別講演・シンポジウム等
 1） Dohi Michiko. Guideline of training during pregnancy and postpartum for early RTP in elite athletes. 2nd Serbian 

International Sports Medicine Conference of Serbian Institute of Sport and Sport Medicine, Belgrade, Serbia, 2019. 5. 
 2） Dohi Michiko. The Tokyo Olympic 1964 Study. IOC World Conference on Prevention of Injury and Illness in Sport 

2020, Monte Carlo, Monaco, 2020. 3. 
 3） Ikeda Tatsuaki. Utilization and challenges of information technology for optimization of training load configuration. 
　　 12th Asian Conference of Sport Sciences, Nanjing, China, 2019. 11. 
 4） Iwai Yu, Iwabuchi Kensuke, Watanabe Ichiro, Yamamoto Takumi, Murakami Jun, Shimozono Hironobu, Terada 
　　Yasuto, Hayasaka Kazunari, Kajiyama Toshihito, Otsuka Dota, Sasaki Koh, Katsuta Takashi, Kono Ichiro. 
　　Clustering men's world rugby sevens by temoral attack-defence performance. Asia-Pacific Conference on 
　　 Performance Analysis in Sports 2019, Aichi, Japan, 2019. 10. 
 5） Katsuta Takashi, Lorraine Lafrenière, Vassilis Barkoukis, Rita Horvath. Integrity and Ethics in Coaching. ICCE 
　　 Global Coach Conference 2019, Tokyo, Japan, 2019. 10. 
 6） Kinugasa Taisuke. Building Japanese research capacity around disability studies and sport to positively impact the 
　　 lives of people with disabilities -2020 and beyond-. Policy Forum, Tokyo, Japan, 2019. 6. 
 7） Kinugasa Taisuke. Japan’s athlete development pathways for high performance: Introducing “the Japanese 
　　 FTEM”. NYSI Youth Athlete Development Conference 2019, Singapore, Singapore, 2019. 11. 
 8） Kukidome Takeshi. Big Games - Training Centres Olympic Games Legacy. ASPC XI International Forum on Elite 
　　 Sport, Barcelona, Spain, 2019. 10. 
 9） Kukidome Takeshi. Preparing the Japanese teams for the home Games in Tokyo. International Conference of 
　　　Performance Behaviour in Elite Sports, Arnhem, Netherlands, 2019. 12. 
10）　Okeya Toshiyuki. How to enhance integrity in the awarding of major sport events?. General Conference of the 
　　 International Partnership Against Corruption in Sport, Abu Dhabi, UAE, 2019. 12. 
11） Ozaki Hiroki. Sports technology, research & innovation -a critical reflection of current practice-. 4th Association of 
　　 Sports Institutes in Asia Congress, Doha, Qatar, 2019. 11. 
12）Takahashi Hideyuki. Proton, phosphorous, and carbon magnetic resonance spectroscopy technique (MRS) for 
　　　monitoring of training and performance in athletes. 24th Annual Congress of the European College of Sport 

Science, Prague, Czech, 2019. 7. 
13）Waku Takahiro. High performance environments. 4th Association of Sports Institutes in Asia Congress, Doha, 
　　 Qatar, 2019. 11. 
14）Waku Takahiro. High performance sport institute and elite sport system in Japan. 4th Association of Sports 

Institutes in Asia Congress, Doha, Qatar, 2019. 11. 
15） Waku Takahiro. Sport development in Japan. Annual Meeting 2019, World Union of Olympic Cities, Tokyo, Japan, 

2019. 11. 
16） Yamashita Daichi. Assessment of jump performance in high performance athletes. 12th Asian Conference of Sport 

Sciences, Nanjing, China, 2019. 11. 
17） Yamashita Daichi. Creating footprint to become top sport scientist. 2020 International Sports Science Conference, 
　　 Taipei, Taiwan, 2020. 2. 
18）Yamashita Daichi. Use of technology to support sports and athletes: what works and what doesn’t. 2020 

International Sports Science Conference, Taipei, Taiwan, 2020. 2.

 1）石毛 勇介 . 国立スポーツ科学センター（JISS）における スポーツ科学を活用した国際競技力向上支援１. ヒューマ
　　ンハイパフォーマンスを引き出す最新スポーツ科学（2）, 茨城 , 2019. 10. 
 2） 石毛 勇介 . オリンピック・パラリンピック競技大会における医・科学サポート拠点の設置 . 日本女子体育大学大学院・
　　附属基礎体力研究所合同フォーラム , 東京 , 2020. 1. 
 3）石橋 彩 . トライアスリートのためのスポーツ栄養 ―エビデンスに基づく考え方と現場への応用―. 第 9 回 JTU トラ
　　イアスロン・パラトライアスロン研究会 , 東京 , 2020. 2. 
 4） 稲葉 優希 . トップ選手を支えるテクノロジー . 日本人間工学会 第 60 回大会 , 東京 , 2019. 6. 
 5）江田 香織 . 女性アスリートにおける身体的特徴と運動器障害 : 心理サポートにおける怪我 . 第 92 回日本整形外科学
　　会学術総会 , 神奈川 , 2019. 5. 
 6）江田 香織 . アスリートの体験している身体について考える : 身体を語ることによって変容する思春期アスリート . 日
　　本スポーツ心理学会第 46 回大会 , 茨城 , 2019. 11. 
 7）枝 伸彦 . 運動免疫学の研究成果の現場応用 ―トップアスリートから一般へ―. 第 14 回日本運動免疫学研究会 , 茨城

, 2019. 9. 
 8）枝 伸彦 . 運動免疫学を用いたコンディショニング ―スポーツ現場から一般社会へ―. 第 6 回日本スポーツ理学療法
　　学会学術大会 , 東京 , 2019. 12. 



 9） 大伴 茉奈 . 脳振盪マネージメント . 早稲田大学＆スタンフォード合同カンファレンス , 東京 , 2019. 4. 
10）大伴 茉奈 . 脳振盪の安全管理 . SSU スポーツ・健康科学セミナー 2019, 静岡 , 2019. 7. 
11）大伴 茉奈 . 子どもの脳振盪 . 日本子ども安全学会第 6 回大会 , 東京 , 2019. 9. 
12）奥脇 透 . 国際競技大会と運動器エコー ―東京 2020 オリンピック・パラリンピックに向けて―. 日本超音波医学会第
　　92 回学術集会 , 東京 , 2019. 5. 
13）奥脇 透 . スポーツにおける筋損傷について . 2019 年度神奈川県医師会健康スポーツ医部会総会・研修会 , 神奈川 , 
　　2019. 6. 
14）奥脇 透 . トップアスリートにおけるメディカルサポート . 第 15 回筑波スポーツ医学セミナー , 茨城 ,  2019. 8. 
15）奥脇 透 . トップアスリートの医学サポート ―東京 2020 大会に向けて―. 日本臨床整形外科学会関東ブロック講
　　演会 , 東京 , 2020. 1. 
16）笠井 信一 . 低酸素環境下でのスプリントトレーニングの効果 ―競技現場での実践に向けたエビデンスの構築―. 
　　第 74 回日本体力医学会大会 , 茨城 , 2019. 9. 
17）笠井 信一 . 陸上競技 400m 選手を対象とした低酸素環境下でのスプリントトレーニングの効果 . 第 8 回日本トレ
　　ーニング指導学会大会 , 東京 , 2019. 12. 
18）笠井 信一 . 低酸素環境下におけるスプリントトレーニングと負荷特性 . 日本運動免疫学研究会スプリングセミナ
　　ー 2020, 愛知 , 2020. 2. 
19）勝田 隆 . 「みる」を「みる」―2020 に向けて、2020 を超えて―. 第 57 回山形県学校体育研究発表大会 , 山形 , 

2019. 11. 
20）上東 悦子 . 女性アスリートとアンチ・ドーピング ―アスリートのための水分補給を考える―. 日本スポーツ歯科
　　医学会第 30 回総会・学術大会 , 鹿児島 , 2019. 6. 
21）亀井 明子 . スポーツと栄養 ―トップアスリートを支えるスポーツと栄養について―. NPO 法人日本食育協会 食
　　育シンポジウム , 愛知 , 2019. 4. 
22）亀井 明子 . 栄養サポートの実際 . 第 14 回埼玉アスレチック・リハビリテーション研究会 , 埼玉 , 2019. 10. 
23）亀井 明子 , 吉﨑 貴大 , 吉野 昌恵 , 安田 純 , 山本 かおり , 小久保 友貴 , 太田 昌子 , 川原 貴 . トップスポーツ選手
　　の牛乳・乳製品摂取状況と健康状態との関係 . ジャパンミルクコングレス 2019, 東京 , 2019. 6. 
24）衣笠 泰介 . 柔道における競技パフォーマンス構造分析 . 第 2 回柔道インテリジェンスフォーラム , 東京 , 2019. 8. 
25）久木留 毅 . ハイパフォーマンススポーツセンターにおける機能とデータ活用 . 日本データマネジメント・コンソ

ーシアム 2019 年度総会 , 東京 , 2019. 5. 
26）久木留 毅 . ハイパフォーマンススポーツセンターにおける役割と機能―2020 大会とその先に向けて―. SPORTS 

X Conference 2019, 東京 , 2019. 7. 
27）久木留 毅 . ハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）における Tokyo 2020 and Beyond に向けた取り組み

. 第 2 回柔道インテリジェンスフォーラム , 東京 , 2019. 8. 
28）久木留 毅 . 東京 2020、そしてその先へ . High Performance Sport Conference 2019, 東京 , 2019. 10. 
29）久木留 毅 . ハイパフォーマンススポーツにおける科学とテクノロジー―国立スポーツ科学センターの挑戦―. 

ISPO ×スポーツハブ KANSAI 連携シンポジウム , 大阪 , 2019. 11. 
30）久木留 毅 . ハイパフォーマンススポーツの先には何が見えるのか . 専修大学スポーツ研究所シンポジウム , 神奈
　　川 , 2019. 11. 
31）久木留 毅 . 日本におけるハイパフォーマンススポーツ・サポートの現状（東京 2020、そしてその先へ）. OUHS
　　スポーツ科学センター 20 周年シンポジウム , 大阪 , 2020. 2. 
32）久木留 毅 . アスリートを支えるフィジカル・コンディショニング―日本が世界で勝つために―. 第 3 回スポーツ
　　ビジネス産業展 , 千葉 , 2020. 2. 
33）久木留 毅 . ハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）におけるリカバリー機能 . 令和元年度競技別 NTC 合
　　同ミーティング , 東京 , 2020. 2. 
34）窪 康之 . ハイパフォーマンススポーツにおけるスポーツ科学の役割 . 日本人間工学会第 60 回大会 , 東京 , 2019. 6. 
35）窪 康之 . 国立スポーツ科学センターの科学的支援 . 第 2 回柔道インテリジェンスフォーラム , 東京 , 2019. 8. 
36）小島 千尋 , 後藤 一成 . アスリートにおける運動誘発性食欲減退とその打開策 . 第 74 回日本体力医学会大会 , 茨城

, 2019. 9. 
37）近藤 衣美 . スポーツ選手に必要な栄養・食事の摂り方 科学に基づく栄養サポート . 東海学園大学健康栄養プラザ
　　特別講演 , 愛知 , 2019. 6. 
38）近藤 衣美 . スポーツの周辺にある先端科学　国立スポーツ科学センターにおける栄養サポートの実際 . 日本筋学
　　会第 5 回学術集会 , 東京 , 2019. 8. 
39）近藤 衣美 . エビデンスに基づくスポーツ栄養サポート . 日本カイロプラクティック徒手医学会 第 21 回学術大会 , 
　　東京 , 2019. 10. 
40）近藤 衣美 . スポーツ栄養学を取り入れたリカバリーとコンディショニング . 一般社団法人アスリートヨガ事務局
　　カンファレンス「スポーツにおける睡眠・リカバリー・コンディショニング」, 東京 , 2019. 11. 
41）佐々木 丈予 . JISS における「自国開催プレッシャー対策」ラウンドテーブル・ディスカッション「2020 東京オ
　　リンピック・パラリンピックに向けての心理サポートとその後 (4)」. 日本スポーツ心理学会第 46 回大会 , 茨城 , 

2019. 11. 
42）佐々木 丈予 . 東京 2020 に向けた心理サポートの最前線 . 特別講演 , 滋賀 , 2020. 2. 
43）鈴木 章 . スポーツを理学療法的にみる . 第 2 回帝京科学大学リハビリテーションセミナー , 東京 , 2019. 11. 
44）鈴木 章 . 国際競技大会におけるコンディショニングサポート . 第 30 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 神奈川

, 2019. 11. 
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45） 鈴木 章 . 国際競技大会における PT サービスの提供 . 第 6 回日本スポーツ理学療法学会学術大会 , 東京 , 2019. 12. 
46） 鈴木 章 . 国際競技大会におけるサポート活動 . 保健医療学学会第 10 回学術集会 , 大阪 , 2019. 12. 
47） 鈴木 なつ未 . 女性アスリートのコンディショニングを考える －選手のためにできること－ . 2019 年度富山県ス

ポーツ指導者研修会 , 富山 , 2019. 11. 
48） 鈴木 なつ未 . 月経周期とコンディショニング －競技現場の取り組みを交えて－ . Female Athlete Conference 

2020 －女子選手のヘルスケアを考える－ , 東京 , 2020. 2. 
49） 鈴木 康弘 . 高強度運動パフォーマンス向上のためのトレーニング戦略 . High Performance Sport Conference 

2019, 東京 , 2019. 10. 
50） 高嶋 直美 . 東京 2020 に向けての国立スポーツ科学センターにおけるトップアスリートへのサポート . 第 14 回埼

玉アスレチック・リハビリテーション研究会 , 埼玉 , 2019. 10. 
51） 高嶋 直美 . 健康にランニングを続けるためには距離制限は必要か？ ( 女性 ) 市民ランナーの立場から . 第 30 回日

本臨床スポーツ医学会学術集会 , 神奈川 , 2019. 11. 
52） 高橋 佐江子 . ハイパフォーマンスジムにおけるサポート . 第 14 回埼玉アスレチック・リハビリテーション研究会

, 埼玉 , 2019. 10.
53） 立谷 泰久 . JISS の心理サポートと 2020 大会に向けた取り組み . 第 74 回国民体育大会（いきいき茨城ゆめ国体） 

ドクターズ・ミーティング , 茨城 , 2019. 9. 
54） 立谷 泰久 . 東京 2020 大会に向けてのメンタル面の対策―研究とサポートについて―. 第 14 回埼玉アスレチック・

リハビリテーション研究会 , 埼玉 , 2019. 10. 
55） 立谷 泰久 . 2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けての心理サポートとその後（4）. 日本スポーツ心理

学会第 46 回大会 , 茨城 , 2019. 11. 
56） 立谷 泰久 . ACL 再建術後の膝機能評価⑥精神・心理的要因の評価 . 第 36 回膝関節フォーラム , 東京 , 2019. 12. 
57）立谷 泰久 . スポーツ場面で大事な「こころ」のこと －練習と本番への備えの心理学的アプローチ－ . 第７回スポ

ーツ医科学市民講演会 , 北海道 , 2020. 2. 
58） 立谷 泰久 . JISS の心理サポートと 2020 大会に向けた取り組み―本番への備えについて―. 徳島県あわスポーツ・

医科学強化プロジェクト 兼 第 16 回とくしまスポーツ懇話会 , 徳島 , 2020. 2. 
59） 田中 彩乃 . 女子ラグビーにおけるアスリートサポートの現状 . 第 8 回日本アスレティックトレーニング学会学術

集会 , 東京 , 2019. 7. 
60） 田中 仁 . 東京オリンピック・パラリンピックに向けた競技現場サポートとデータ活用の取り組み . 第 185 回次世

代画像入力ビジョンシステム部会定例会 , 東京 , 2019. 7. 
61） 田村 尚之 . トップアスリートの筋力トレーニング . 首都医校特別講義 , 東京 , 2019. 9. 
62） 田村 尚之 . トレーニング指導者の意義と可能性、そして指導者としてのあるべき姿とは？ . 第 12 回学生トレーニ

ング指導者研修・交流会 , 東京 , 2019. 11. 
63）　田村 尚之 . 戦略的トレーニングプログラム －プログラムの立案から指導まで－ . 第 14 回トレーニング指導者研

修・交流会 , 東京 , 2019. 12. 
64） 土肥 美智子 . スポーツ界からみた男女共同参画について . 第 107 回日本泌尿器科学会総会 , 愛知 , 2019. 4. 
65） 土肥 美智子 . オリンピックと旅行医学 －帯同ドクターの立場から－ . 第 18 回日本旅行医学会大会 , 東京 , 2019. 4. 
66） 土肥 美智子 . スポーツドクターからみた国際大会 . 第 42 回 2019 経営者夏季セミナー , 東京 , 2019. 8. 
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　　の大学柔道選手のコンディションに及ぼす影響 . 第 74 回日本体力医学会大会 , 茨城 , 2019. 9. 
75）福井 邦宗 , 佐々木 丈予 , 江田 香織 , 實宝 希祥 , 遠藤 拓哉 , 谷内 花恵 , 阿部 成雄 , 立谷 泰久 . パラスポーツを活用
　　したチームビルディングプログラムの実施 . High Performance Sport Conference 2019, 東京 , 2019. 10. 
76）福井 邦宗 , 中澤 史 . 構成的グループエンカウンターを取り入れたスポーツ実技系授業が大学新入生のコミュニケー
　　ション・スキルに与える影響について . 日本スポーツ心理学会第 46 回大会 , 茨城 , 2019. 11. 
77）福田 直子 , 奥脇 透 , 中嶋 耕平 , 半谷 美夏 , 安羅 有紀 , 大西貴弘 . 膝蓋腱炎を含む膝伸展機構障害と早期膝蓋大腿関
　　節軟骨損傷の関連 . High Performance Sport Conference 2019, 東京 , 2019. 10. 
78）福田 直子 , 中嶋 耕平 , 六角 智之 , 水谷 有里 , 半谷 美夏 , 奥脇 透 . エリートスポーツクライミング選手における膝
　　関節外側側副靱帯単独損傷 . 第 11 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会 , 北海道 , 2019. 6. 
79）藤井 慶輔 , 方城 素和 , 元安 陽一 , 稲葉 優希 . 機械学習による集団スポーツの選手の動きの分類・予測手法を利活
　　用する方法の提案 . 日本体育学会第 70 回大会 , 神奈川 , 2019. 9. 
80）古川 由佳 , 梶原 一美 , 小菅 有理 , 黒澤 駒里 , 遠藤 有香 , 峰岸 真央 , 吉野 昌恵 , 元永 恵子 , 亀井 明子 . アスリート
　　が利用するレストランでの調理後の栄養成分値導入に関する取り組み③ －副菜の栄養成分値の変化に着目して－ .
　　 日本スポーツ栄養学会第 6 回大会 , 東京 , 2019. 8. 
81）古川 由梨 , 武田 秀樹 , 中嶋 耕平 . ハムストリング付着部損傷の 3 例の治療経験 . 第 45 回日本整形外科スポーツ医
　　学会学術集会 , 大阪 , 2019. 8. 
82）星川 雅子 . 朝型－夜型質問紙、ミュンヘンクロノタイプ質問紙を用いたアスリートのクロノタイプ調査 . 日本体育
　　学会第 70 回大会 , 神奈川 , 2019. 9. 
83）星川 雅子 . 大会に向けた睡眠・生体リズム調整 . High Performance Sport Conference 2019, 東京 , 2019. 10. 
84）Hoshikawa Masako. Effects of evening cryostimulation on core temperature and sleep after eastward transition: 
　　A case study. 第 46 回日本低温医学会総会 , 東京 , 2019. 11. 
85）星川 雅子 , 安藤 加里菜 , 木暮 政貴 . JISS 宿泊室におけるアスリートの睡眠調査 . High Performance Sport 
　　Conference 2019, 東京 , 2019. 10. 
86）星川 雅子 , 木暮 政貴 , 安藤 加里菜 . 国立スポーツ科学センターに おけるアスリートの睡眠計測 . 日本睡眠学会第
　　44 回定期学術集会 , 愛知 , 2019. 6. 
87）増田 雄太 , 川島 海渡 , 加藤 一聖 , 丸井 朱里 , 永島 計 . 受動的温熱負荷に対する暑熱耐性の決定因子の検討 . 第 97
　　回日本生理学会大会 , 大分 , 2020. 3. 
88）増田 雄太 , 丸井 朱里 , 加藤 一聖 , 永島 計 . 暑熱順化がマウスの自発的運動に及ぼす影響 . 第 74 回日本体力医学会
　　大会 , 茨城 , 2019. 9. 
89）増田 雄太 , 丸井 朱里 , 加藤 一聖 , 永島 計 . 受動的温熱負荷時における暑熱耐性の決定因子の検討 . 第 58 回日本生
　　気象学会大会 , 神奈川 , 2019. 10. 
90）松井 公宏 , 小﨑 恵生 , 棚橋 嵩一郎 , 赤澤 暢彦 , 黒尾 誠 , 前田 清司 . 中高齢女性における血中 FGF21 濃度と中心血
　　圧および有酸素性体力の関連性 . 第 74 回日本体力医学会大会 , 茨城 , 2019. 9. 
91）松井 健 , 巽 樹理 , 斎藤 辰哉 , 濱田 大幹 , 吉田 升 , 和田 拓真 . 高齢者の集団的水中運動プログラムにおける運動強
　　度について . 日本生涯スポーツ学会第 21 回大会 , 北海道 , 2019. 8. 
92）松浦 由生子 , 三富 陽輔 , 猪股 伸晃 , 半谷 美夏 , 大内 洋 , 坂口 健史 , 塚越 祐太 , 阿久澤 弘 , 平井 伯昌 , 上野 広治 ,
　　 金岡 恒治 . 競泳日本代表選手における肩関節障害関連因子の検討 . 第 30 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 神奈
　　川 , 2019. 11. 
93）松本 実 , 山辺 芳 , 森 敏 . 粒子スムーザとディープラーニングによるスポーツ現場映像のトラッキング . High
　　 Performance Sport Conference 2019, 東京 , 2019. 10. 
94）村中 みいな , 鈴木 康弘 , 仙石 泰雄 . 競泳選手における全力泳後の呼吸筋疲労度と呼吸機能との関係 . 第 74 回日本
　　体力医学会大会 , 茨城 , 2019. 9. 
95）村中 みいな , 向中野 元気 , 鈴木 康弘 , 仙石 泰雄 . 主運動前の呼吸筋疲労が 100 m 全力クロール泳に与える影響 . 
　　2019 年日本水泳・水中運動学会 , 東京 , 2019. 11. 



96）元永 恵子 , 山田 陽介 , 吉田 司 , 近藤 衣美 , 中潟 崇 , 下山 寛之 , 吉野 昌恵 , 袴田 智子 , 山本 真帆 , 髙橋 英幸 , 半谷 
　　美夏 , 緒方 徹 . 対麻痺のあるアスリートと非アスリートの基礎代謝量の比較 . 第 74 回日本体力医学会大会 , 茨城 , 
　　2019. 9. 
97）谷中 拓哉 , 森下 義隆 , 高橋 英幸 . 野球選手における投打の回旋方向が体幹部の筋横断面積に及ぼす影響 . 日本体育
　　学会第 70 回大会 , 神奈川 , 2019. 9. 
98）山下 大地 , 加藤 英人 , 小林 靖長 . ジャンプ高向上のための アシスティッドジャンプトレーニングの効果 . NSCA
　　 ジャパン S&C カンファレス 2019, 兵庫 , 2019. 12. 
99）山下 大地 , 松林 武生 , 稲葉 優希 , 松本 実 , 田村 尚之 , 高橋 佐江子 , 加藤 英人 , 千葉 夏実 , 木戸 陽介 , 鈴木 栄子 , 
　　中本 真也 , 小林 靖長 . ジャンプ動作の運動学・運動力学的特性 . High Performance Sport Conference 2019, 東京 , 
　　2019. 10. 

100）山辺 芳 , 松本 実 , 石毛 勇介 . スキージャンプ踏み切り動作における下腿の挙動が重心速度獲得に及ぼす影響 . 日本
体育学会第 70 回大会 , 神奈川 , 2019. 9. 

101）横澤 俊治 , 加藤 恭章 , 熊川 大介 . スピードスケートにおける加減速およびコースロスを評価するためのスピード分
析方法の再検討 . High Performance Sport Conference 2019, 東京 , 2019. 10. 

102）横澤 俊治 , 加藤 恭章 , 紅楳 英信 , 斉川 史徳 , 熊川 大介 . スピードスケートにおける加減速およびコースロスを評
価するためのスピード分析方法の再検討 . 日本体育学会第 70 回大会 , 神奈川 , 2019. 9. 

103）吉野 昌恵 , 元永 恵子 , 石橋 彩 , 近藤 衣美 , 渡邊 智子 , 亀井 明子 . アスリートが利用するレストランでの調理後の
栄養成分値導入に関する取り組み① －栄養計算ルールの作成および表示項目・栄養表示マークの見直し－ . 日本ス
ポーツ栄養学会第 6 回大会 , 東京 , 2019. 8.

７．講習会・研修会
1）Dohi Michiko. Reading of MRI images/MRI technique. CAF MRI Medical Course, Cairo, Egypt, 2019. 9. 
2）Dohi Michiko. MRI-age determination. AFC Medical Officers and FIFA Doping Control Officers 2020, Colombo, 
  　Sri Lanka, 2020. 2.

  1）阿部 篤志 . 国際スポーツイベントの機会をどう活かすか . JAPAN SPORT NETWORK 地域スポーツ政策イノベー
　　 ション・セミナー 2020, 大阪 , 2020. 2. 
  2）阿部 篤志 , 桶谷 敏之 . アスリートのインテグリティ . 令和元年度彩の国プラチナキッズ発掘・育成事業​アスリート
　　 教育プログラム ​, 埼玉 , 2019. 12. 
  3）池田 達昭 . トレーニングの理論：トレーニングの計画・評価 . 第 53 回公認トレーニング指導士養成講習会 , 東京 , 
　　 2019. 7. 
  4）池田 達昭 . アスリートチェック、パフォーマンス分析 . スポーツ医科学研修会 , 栃木 , 2019. 12. 
  5）石毛 勇介 . コンディショニング . ステージⅢ・基礎理論 , 東京 , 2019. 12. 
  6）石毛 勇介 . トレーニング論・基礎と専門 . ステージⅢ・基礎理論 , 東京 , 2019. 12. 
  7）石毛 勇介 . アスリートの体力評価 . 令和元度公認スポーツドクター養成講習会（応用科目Ⅲ）, 東京 , 2020. 2. 
  8）猪股 康博 , 桶谷 敏之 . スポーツ界に求められるインテグリティとは . スポーツ・インテグリティ推進事業「指導者
　　 向け研修会」（区部）, 東京 , 2019. 11. 
  9）猪股 康博 , 桶谷 敏之 . スポーツ界に求められるインテグリティとは . スポーツ・インテグリティ推進事業「指導者
　　 向け研修会」（多摩部）, 東京 , 2019. 11. 
 10）江田 香織 . ジュニア選手のメンタルトレーニング . ジュニア選手のメンタルトレーニング , 東京 , 2020. 2. 
 11）枝 伸彦 . 皮膚性状からみたアスリートの脱水評価とコンディショニング . 第 6 回 JOC 情報・科学サロン , 東京 ,
　　 2020. 2. 
 12）大石 益代 . トレーニング・コンディショニング（講義と実技）. 2019 年度日本ソフトボール協会準指導員養成講習
　　 会 , 東京 , 2019. 11. 
 13）大伴 茉奈 . 脳振盪について . 桐蔭横浜大学スポーツサポートセンター講習会 , 神奈川 , 2019. 6. 
 14）大伴 茉奈 . スポーツと脳振盪 . 第 20 回スポーツ事故研究会 , 京都 , 2019. 8. 
　15）大桃 結花 . ジュニア選手のセルフケアとトレーニング . 2019 年度宮城陸上競技協会冬季強化合宿講習会 , 宮城 , 
　　 2020. 1. 
 16）緒方 博紀 . トレーニングのプログラムデザイン . BCF 主催トレーニング研修会 , 長野 , 2019. 4. 
 17）緒方 博紀 . 発達運動学的観点から考えるトレーニング . BCF 主催トレーニング研修会 , 長野 , 2019. 4. 
 18）緒方 博紀 . 競技力向上のためのトレーニング . かごしま国体競技力向上対策事業におけるトレーニング指導 , 鹿児
　　 島 , 2019. 10. 
 19）緒方 博紀 . スポーツクライミング フィジカル要素トレーニング . 福島県池田町立クライミングウォール自主講座 , 
　　 福井 , 2019. 11. 
 20）緒方 博紀 . 指導理論（トレーニング法）. 2019 年度水泳コーチ 3 養成専門科目講習会（飛込）指摘 , 東京 , 2019. 12. 
 21）緒方 博紀 . 競技力向上のためのトレーニング及びナショナルチームにおけるトレーニングサポート . 2019 年度公認
　　コーチ 3 養成講習会（後期）, 東京 , 2020. 1. 
 22）奥脇 透 . トレーニングと障害予防・復帰③外科 . 第 53 回公認トレーニング指導士養成講習会 , 東京 , 2019. 7. 
 23）奥脇 透 . スポーツ外傷・障害の予防 . 令和元年度⽇本スポーツ協会公認スポーツドクター研修会 , 東京 , 2019. 7. 
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24）奥脇 透 . 運動のためのメディカルチェック―整形外科系―. 第 31 回日本医師会健康スポーツ医学講習会 , 東京 ,
　　 2019. 11. 
25）奥脇 透 . トップアスリートにおける医学サポートについて . 令和元年度福島県学校保健会県南支部学校保健講習会

, 福島 , 2019. 11. 
26）奥脇 透 . 応用科目Ⅱ「競技と安全対策」. 2019 年度日本スポーツ協会公認スポーツドクター養成講習会 , 東京 ,
　　 2019. 12. 
27）奥脇 透 . 肉離れにおける最新知見について . J リーグトレーナー研修会 , 東京 , 2020. 1. 
28）奥脇 透 . 運動器の解剖と機能、スポーツ外傷・障害の基礎知識（股関節・大腿）. 令和元年度日本スポーツ協会公
　　認アスレティックトレーナー養成講習会 , 東京 , 2020. 1. 
29）奥脇 透 . スポーツ外傷・障害の予防 . 令和元年度⽇本スポーツ協会公認スポーツドクター研修会 , 東京 , 2020. 2. 
30）桶谷 敏之 , 阿部 篤志 , 園山 樹 . 世界を目指すアスリートに求められること . 平成 31 年度東京アスリート認定選手
　　研修会 , 東京 , 2019. 6. 
31）桶谷 敏之 , 園山 樹 . スポーツ組織・関係者に求められるインテグリティ . 令和元年度加盟団体指導者研修会 , 東京 ,
　　2019. 7. 
32）蒲原 一之 . 栄養アセスメント・理論と演習「臨床診査」. 令和元年度日本体育協会公認スポーツ栄養士養成専門講
　　習会 , 東京 , 2019. 6. 
33）蒲原 一之 . トレーニングと障害予防・復帰④内科 . 第 53 回公認トレーニング指導士養成講習会 , 東京 , 2019. 7. 
34）蒲原 一之 . 理論編 : スポーツ医学 ( 外科・内科 ). 2019 年度日本スポーツ協会公認ジュニアスポーツ指導員講習会 ,
　　 東京 , 2019. 9. 
35）蒲原 一之 . 大会救護と救急医療 . 2019 年度日本スポーツ協会公認スポーツドクター養成講習会 , 東京 , 2019. 12. 
36）蒲原 一之 . アスリートの花粉症問題 . JAPOC セミナー －トップアスリートの花粉症問題と対策－ 2020 年花粉シ
　　ーズンの花粉症対策と最新情報 , 東京 , 2020. 1. 
37）上東 悦子 . アンチ・ドーピング . Ｆリーグチームドクター・トレーナー会議 , 東京 , 2019. 4. 
38）上東 悦子 . アンチ・ドーピング講習会 . ノジマステラ神奈川相模原 AD 講習会 , 神奈川 , 2019. 5. 
39）上東 悦子 . A prevention project for low back disorders in Japanese elite swimmers: 10 years follow-up of lumbar 
　　 intervertebral disc degeneration. 令和元年度パラ・アルペンアンチ・ドーピング研修会 , 東京 , 2019. 5. 
40）上東 悦子 . 禁止表国際基準について . 2019 年度公認スポーツファーマシスト認定プログラム 基礎講習会 , 京都 , 
　　2019. 7. 
41）上東 悦子 . 禁止表国際基準について . 2019 年度公認スポーツファーマシスト認定プログラム 基礎講習会 , 東京 , 
　　 2019. 7. 
42）上東 悦子 . アンチ・ドーピング . 第 17 回　秋季生涯教育セミナー , 大阪 , 2019. 9. 
43）上東 悦子 . アンチ・ドーピングについて . JFA アカデミー福島　アンチ・ドーピング講習会 , 静岡 , 2019. 10. 
44）上東 悦子 . 薬剤師がおさえておくべきアンチ・ドーピングの基礎知識 . 第 162 回町田薬学フォーラム , 東京 , 2019. 
　　 10. 
45）上東 悦子 . 健康運動指導士・健康運動実践指導者のためのサプリメントの知識 . 日本健康運動指導士会鳥取県支部
　　研修会 , 鳥取 , 2019. 10. 
46）上東 悦子 . おさえておきたいアンチ・ドーピングの基礎知識 － 2020 年オリ・パラ東京大会に向けて－ . 第 48 回病
　　院薬事研修会 , 東京 , 2019. 11. 
47）上東 悦子 . アンチ・ドーピングの基礎知識 . 女性アスリート診療のための講習会 ( 産婦人科医師向け ), 東京 , 2019.
　　 12. 
48）上東 悦子 . アンチ・ドーピング講習会 . 令和元年度パラノルディック アンチ・ドーピング研修会 , 北海道 , 2019.
　　 12. 
49）上東 悦子 . アンチ・ドーピングに関して知っておくべきこと . J リーグ新人研修 , 静岡 , 2020. 1. 
50）亀井 明子 . スポーツとエネルギー②エネルギー補給（栄養）. 第 53 回公認トレーニング指導士養成講習会 , 東京 , 
　　2019. 7. 
51）亀井 明子 . 水分補給 . 2019 年度「未来のトップアスリートのための体感型スポーツ栄養セミナー」, 石川 , 2019. 8. 
52）亀井 明子 . スポーツ栄養学 . 認定スポーツ医学研修会（総論）, 東京 , 2019. 8. 
53）亀井 明子 . スポーツ栄養学の基礎 . 令和元年度専門研修「栄養士」, 東京 , 2020. 1. 
54）Kinugasa Taisuke. Athlete Pathway Development Project: The Japanese Way. 2019 年度 JOC ナショナルコーチア
　　カデミー , 東京 , 2019. 6. 
55）　衣笠 泰介 . パラアスリート発掘から考えるアスリート育成パスウェイの在り方 . 2019 年度 JPC 選手強化のための
　　医・科学・情報サポート研修会 , 東京 , 2019. 10. 
56）衣笠 泰介 . ジュニア期の特性から . 2019 年度 JBA ジュニアエキスパート養成講習会 , 東京 , 2020. 1. 
57）衣笠 泰介 . 日本のスポーツシステム：競技者発掘・育成を中心に . 2019 年度 JOC ナショナルコーチアカデミー , 東
　　京 , 2020. 1. 
58）衣笠 泰介 . 考えるハイパフォーマンススポーツへの道すじ . 2019 年度 JBA ジュニアエキスパート養成講習会 , 東
　　京 , 2020. 1. 
59）久木留 毅 . 帰国隊員の進路の選び方：進学・留学編 . 2019 年度第 7 回 進路開拓セミナー 進学・留学編 , 東京 , 
　　2019. 4. 



60）久木留 毅 . マネジメント論 . 2019 年度 JOC ナショナルコーチアカデミー , 東京 , 2019. 6. 
61）久木留 毅 . これからの大学スポーツについて . FD 企画「これからの大学スポーツについて」, 山梨 , 2019. 7. 
62）久木留 毅 . ハイパフォーマンススポーツセンターの役割と機能―2020 オリパラとその先に向けて―. 2019 年度第 1
　　回公認スポーツ栄養士更新研修会 , 東京 , 2019. 8. 
63）久木留 毅 . 2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けたハイパフォーマンスセンター（HPSC）の取組み . 
　　令和元年度中地区事務局長研修会 , 東京 , 2019. 10. 
64）久木留 毅 . スポーツの将来像 . チームみえ・コーチアカデミーセンター事業「コンプリートミーティング」, 三重 , 
　　2020. 2. 
65）窪 康之 . 幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム . 令和元年度幼児期からのアクティブ・チャイルド・
　　プログラム講師講習会 , 東京 , 2019. 7. 
66）窪 康之 . 幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム . 令和元年度幼児期からのアクティブ・チャイルド・
　　プログラム講師講習会受講修了者ブラッシュアップセミナー , 東京 , 2019. 7. 
67）窪 康之 . コーチング . 令和元年度ジュニアスポーツ指導員養成講習会 , 東京 , 2019. 8. 
68）窪 康之 . 実技・実習 . 令和元年度ジュニアスポーツ指導員養成講習会 , 東京 , 2019. 9. 
69）窪 康之 . 幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム . 令和元年度幼児期からのアクティブ・チャイルド・
　　プログラム普及講習会 , 岩手 , 2019. 9. 
70）窪 康之 . コーチング . 令和元年度ジュニアスポーツ指導員養成講習会 , 愛知 , 2019. 10. 
71）窪 康之 . 実技・実習 . 令和元年度ジュニアスポーツ指導員養成講習会 , 愛知 , 2019. 11. 
72）窪 康之 . 幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム . 令和元年度幼児期からのアクティブ・チャイルド・
　　プログラム普及講習会 , 沖縄 , 2019. 11. 
73）近藤 衣美 . 脱水減量の危険性と減量後の最適なリカバリー方法 . 2019 年度 JBC・JPBA 合同医事講習会 , 東京 , 
　　2019. 8. 
74）近藤 衣美 . 柔道選手の試合に向けた体重管理ー減量と増量の考え方ー . 帝京科学大学柔道部スポーツ栄養セミナー
　　, 東京 , 2019. 8. 
75）近藤 衣美 . ライフセービングに必要な栄養と食事管理 . ライフセービング協会ユース日本代表合宿栄養セミナー , 
　　神奈川 , 2019. 8. 
76）近藤 衣美 . ボクシング選手のための減量セミナー . JB スポーツ減量セミナー , 東京 , 2019. 9. 
77）近藤 衣美 . スポーツ合宿中の食事のポイント . スポーツ合宿誘致推進に関わる研修会 , 和歌山 , 2020. 2. 
78）實宝 希祥 , 阿部 成雄 , 佐々木 丈予 , 福井 邦宗 , 江田 香織 , 遠藤 拓哉 , 谷内 花恵 , 立谷 泰久 . 個別サポートに来談
　　するトップアスリートの主訴及び来談経路 -JISS 心理グループの掲げるサポート指針 -. 日本スポーツメンタルトレ
　　ーニング指導士会 第 15 回全国研修会 , 広島 , 2020. 2. 
79）清水 和弘 . アスリートにおける SIgA の動態と感染防御 . スポーツニュートリションアカデミーセミナー , 福岡 , 
　　2019. 5. 
80）清水 和弘 . アスリートにおける SIgA の動態と感染防御 . スポーツニュートリションアカデミーセミナー , 東京 , 
　　2019. 6. 
81）清水 和弘 . アスリートにおける SIgA の動態と感染防御 . スポーツニュートリションアカデミーセミナー , 大阪 , 
　　2019. 9. 
82）清水 和弘 . HPSC/JISS における国際競技力向上に向けた医・科学的研究 . 2019 年度第 6 回スポーツ科学セミナー , 
　　大阪 , 2019. 11. 
83）清水 和弘 . アスリートのコンディショニング−免疫学的観点からのアプローチ− . 一般社団法人アスリートヨガ事
　　務局カンファレンス「スポーツにおける睡眠・リカバリー・コンディショニング」, 東京 , 2019. 11. 
84）白井 克佳 . 情報戦略Ⅲ . チームみえ・コーチアカデミーセンター事業 , 三重 , 2019. 5. 
85）白井 克佳 . 天皇杯獲得を目指した各競技団体の目標設定の在り方 . 平成 31（2019）年度第１回競技団体の調査・分
　　析に係る検討会議 , 宮崎 , 2019. 5. 
86）白井 克佳 . 2020 年以降を見据えたハイパフォーマンススポーツシステムの構築を考える . 令和元年九州各県競技ス
　　ポーツ連絡協議会 , 大分 , 2019. 7. 
87）白井 克佳 . 情報戦略Ⅳ . チームみえ・コーチアカデミーセンター事業 , 三重 , 2019. 11. 
88）鈴木 章 . 上肢（肩中心）のアスレティックリハビリテーション . 杏文アスレティックトレーナー養成講習会 , 東京 , 
　　2019. 7. 
89）鈴木 章 . 肉離れに対するアスレティックリハビリテーション・予防の最新知見について . J リーグトレーナー研修
　　会 , 東京 , 2020. 1. 
90）鈴木 章 . 急性期対応のシミュレーション . オリ・パラ事前研修会 , 東京 , 2020. 1. 
91）鈴木 なつ未 . 月経とスポーツ活動 . スピードスケート全日本ノービス研修合宿 , 東京 , 2019. 7. 
92）鈴木 なつ未 . 女性とスポーツ . 令和元年度ジュニアスポーツ指導員養成講習会 , 東京 , 2019. 9. 
93）鈴木 なつ未 . 女性とスポーツ . 令和元年度ジュニアスポーツ指導員養成講習会 , 愛知 , 2019. 11. 
94）鈴木 なつ未 . スピードスケート女子選手のコンディショニング月経対策Ｑ＆Ａ . 女性競技者育成サポートプロジェ
　　クト　ミニレクチャー , 北海道 , 2019. 11. 
95）鈴木 康弘 . スポーツとエネルギー：エネルギーの利用 . 第 53 回公認トレーニング指導士養成講習会 , 東京 , 2019. 7. 
96）先﨑 陽子 . ドーピング・コントロール（血液検体採取）. 2019 年度 国際大会 BCO 養成講習会 , 東京 , 2019. 6. 
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97）添島 予理 . ソフトテニスのトレーニングについて . ダンロップソフトテニスチーム トレーニングサポート講習会 , 
　　福島 , 2019. 12. 
98）添島 予理 . ソフトテニスのトレーニングについて . ダンロップソフトテニスチーム トレーニングサポート講習会 , 
　　福島 , 2020. 1. 
99）高嶋 直美 . 21 世紀の市民ランナーのランニング障害とその予防 . 第 8 回新潟スポーツ傷害フォーラム , 新潟 , 2019. 
　　10. 
100）髙橋 英幸 . 世界のトップレベルに至るノウハウ － JISS の活動から－ . 2019 年度栃木県高等学校野球連盟第一回監
　　 督会議 , 栃木 , 2019. 6. 
101）立谷 泰久 . メンタルトレーニング . 日本ラグビー協会審判アカデミー研修会 , 千葉 , 2019. 7. 
102）立谷 泰久 . Referee Coaching ① . 日本サッカー協会審判部研修会 , 東京 , 2019. 8. 
103）立谷 泰久 . Referee Coaching ② . 日本サッカー協会審判部研修会 , 東京 , 2019. 8. 
104）立谷 泰久 . スポーツ相談の実際 . 2019 年度公認スポーツプログラマー養成講習会 , 東京 , 2019. 9. 
105）立谷 泰久 . Referee Coaching ① . 日本サッカー協会審判部研修会 , 東京 , 2019. 10. 
106）立谷 泰久 . メンタルトレーニング . 日本ラグビー協会審判アカデミー研修会 , 千葉 , 2019. 10. 
107）立谷 泰久 . メンタルトレーニング技法 . スポーツメンタルトレーニング指導士資格取得講習会 , 茨城 , 2019. 11. 
108）立谷 泰久 . Referee Coaching ② . 日本サッカー協会審判部研修会 , 東京 , 2019. 11. 
109）立谷 泰久 . 医科学サポート論―心理―. 2019 年度 JOC ナショナルコーチアカデミー , 東京 , 2020. 1. 
110）田中 彩乃 . 急性期対応 . オリ・パラ事前研修会 , 東京 , 2020. 1. 
111）田中 彩乃 . ラグビー現場における外傷対応 . 女子ラグビー選手に関わる方のためのトレーナーセミナー , 東京 , 

2020. 2. 
112）田村 尚之 . トレーニングの実際： 身体部位の軸 . 第 53 回公認トレーニング指導士養成講習会 , 東京 , 2019. 7. 
113）田村 尚之 . トップアスリートを支える仕事 . 首都医校特別講義 , 東京 , 2019. 9. 
114）田村 尚之 . 選手の課題を見抜く！そして解決する！ . JATI 東海支部第 25 回ワークショップ , 岐阜 , 2019. 11. 
115）田村 尚之 . ハイパフォーマンスにおける基礎と応用 . 第 12 回学生トレーニング指導者研修・交流会 , 東京 , 2019. 
　　 11. 
116）田村 尚之 . 最新のトレーニング理論を学ぶ . 令和元年度第 2 回岐阜県スポーツ指導者育成研修会 , 岐阜 , 2019. 11. 
117）田村 尚之 . 指導理論（トレーニング法）. 2019 年度水泳コーチ 3 養成専門科目講習会 , 東京 , 2019. 11. 
118）田村 尚之 . トップアスリートのトレーニングの取り組みを参考に、ジュニアアスリートのトレーニングを考える . 

JATI 北信越支部第 28 回ワークショップ , 富山 , 2019. 12. 
119）田村 尚之 . 代償動作 －ベーシックなエクササイズにおける配慮の例－ . 第 14 回トレーニング指導者研修・交流会 , 
　　 東京 , 2019. 12. 
120）田村 尚之 . 試合でのパフォーマンス発揮に向けたトレーニング . 平成 31 年度フィジカルトレーニング講習会 , 山口

, 2019. 12. 
121）土肥 美智子 . 医・科学サポート論 . 2019 年度 JOC ナショナルコーチアカデミー , 東京 , 2019. 8. 
122）土肥 美智子 . アンチ・ドーピング . JYD サッカーメディカルキャンプ , 東京 , 2019. 8. 
123）土肥 美智子 . アンチ・ドーピング . なでしこリーグ新人研修会 , 東京 , 2019. 8. 
124）土肥 美智子 . 女性と運動 . 第 46 回日本整形外科学会認定スポーツ医学研修会 , 東京 , 2019. 8. 
125）　土肥 美智子 . 女性アスリートのメディカルサポート－男性アスリートと違うのか？－ . 第 15 回学生のためのスポ

ーツ医学セミナー , 新潟 , 2019. 10. 
126）土肥 美智子 . アンチ・ドーピングの基礎知識 . 令和元年度日本医師会生涯教育講座 , 山梨 , 2019. 10. 
127）土肥 美智子 . スポーツ現場における内科疾患について . 2020 年度日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー
　　　更新研修会 , 東京 , 2020. 1. 
128）土肥 美智子 . アンチ・ドーピング . Ｊリーグチームドクター会 , 東京 , 2020. 1. 
129）土肥 美智子 . スポーツ現場における内科疾患について . J リーグトレーナー研修会 , 東京 , 2020. 1. 
130）土肥 美智子 . アンチ・ドーピング . 第 11 回全国医学委員長会議 , 東京 , 2020. 1. 
131）土肥 美智子 . アンチ・ドーピングについて . 2020 年度 JFA アスレティックトレーナーセミナー , 東京 , 2020. 2. 
132）土肥 美智子 . アンチ・ドーピングについて . なでしこリーグチームドクター会 , 東京 , 2020. 2. 
133）長尾 秀行 . トップクラスのウエイトリフティング選手の研究から得られた知見の現場への応用 . NSCA ジャパン・
　　 了徳寺大学共同 S&C セミナー , 千葉 , 2019. 10. 
134）長尾 秀行 . Mathematica を用いたスポーツバイオメカニクス的分析 . Wolfram コンファレンス JAPAN 2019, 東京 , 

2019. 12. 
135）長尾 秀行 . 2019 年度のウエイトリフティング競技へのサポートの内容と分析の結果 . 令和元年度日本ウエイトリフ

ティング協会指導者講習会 , 東京 , 2020. 2. 
136）中嶋 耕平 . 安全管理と応急処置 . 第 53 回公認トレーニング指導士養成講習会 , 東京 , 2019. 7. 
137）中嶋 耕平 . スポーツ診療 －いかにして選手をみるか 体幹・下肢－「膝」. 日本整形外科学会認定スポーツ医資格

継続のための研修会 , 東京 , 2019. 8. 
138）中嶋 耕平 . スポーツ医学基礎（整形外科）. 2019 年度スポーツ栄養ベーシックコース講習会 , 東京 , 2019. 12. 
139）中嶋 耕平 . 国際総合競技大会におけるメディカルサポート . 第 10 回 バレーボール・スポーツ障害セミナー , 東京 , 

2019. 12. 
140）中嶋 耕平 . レスリング競技における安全管理 . 令和元年度・公認レスリング指導員養成講習会 , 東京 , 2020. 1. 



141）中村 真理子 . 女性アスリートのコンディショニング . SWAN プロジェクト講習会 , 長野 , 2019. 6. 
142）中村 真理子 . 女性アスリートのコンディショニング . 松本山雅 FC レディース U-15 講習会 , 長野 , 2019. 8. 
143）中村 真理子 . 女性アスリートのコンディショニング . 第 2 回公認スポーツ栄養士 更新研修会 , 東京 , 2019. 11. 
144）半谷 美夏 . 学連向けアンチ・ドーピング研修会 －誰のためでもない、自分自身のために－ . 学生委員会登録者向

けアンチ・ドーピング講習会 , 宮城 , 2019. 6. 
145）半谷 美夏 . アンチ・ドーピング . 2019 年度水泳コーチ 4 講習会 , 東京 , 2019. 9. 
146）半谷 美夏 . トップアスリートの脊椎障害 . Hokkaido Association of Spine surgeons with Ambition 第 7 回研究会 , 

北海道 , 2019. 9. 
147）半谷 美夏 . 水泳選手に対するメディカルサポート . 2019 年度水泳コーチ研修会 , 東京 , 2020. 1. 
148）前田 規久子 . パラアスリートのトレーニングと現状について . 2019 年度 JPC 選手強化のための医・科学・情報サ

ポート研修会 , 東京 , 2019. 10. 
149）元永 恵子 . 国際大会での食環境とトップアスリートの食への取組みから学ぶ食育 . 特別区保健所栄養士会総会基

調講演 , 東京 , 2019. 4. 
150）森下 義隆 . 試合で打ち勝つためのバッティング技術 . 和歌山県高校野球指導者研修会 , 和歌山 , 2019. 11. 
151）谷中 拓哉 . バイオメカニクス . CSCS 受験対策講座 , 東京 , 2019. 8. 
152）谷中 拓哉，河野 孝典 . 医・科学サポート論 . 2019 年度 JOC ナショナルコーチアカデミー , 東京 , 2019. 9.
153）山下 修平 . 女性アスリートへの支援と強化のあり方を考える . 令和元年度高知 ing (Coaching) アカデミー , 高知 , 

2019. 12. 
154）山下 修平 , 勝田 隆 , 久木留 毅 , 和久 貴洋 . イノベーション－次なるステップのためのコーチングシナリオ－ . 令

和元年度日本スポーツ協会公認指導者講習会共通科目Ⅳ集合研修会 , 東京 , 2019. 9. 
155）和久 貴洋 . スポーツ・インテグリティの確保に向けて . 2019 年度第 1 回和歌山県スポーツ指導者研修会 , 和歌山 , 

2019. 5. 
156）和久 貴洋 . 今後の我が国社会における学校とスポーツ . 令和元年度福岡県筑前地区中学校長会研修会 , 福岡 , 
　　　2019. 6. 
157）和久 貴洋 . 人口減少時代のスポーツ . 令和元年度福岡県選手強化指導者研修会 , 福岡 , 2019. 12.
158）和久 貴洋 , 勝田 隆 , 久木留 毅 , 山下 修平 . イノベーション －次なるステップのためのコーチングシナリオ－ . 令
　　 和元年度日本スポーツ協会公認指導者講習会共通科目Ⅳ集合研修会 , 東京 , 2019. 11. 
159）和久 貴洋 , 園山 樹 . 競技団体における適切なスポーツ・インテグリティの確保について . 令和元年度福岡県選手

強化指導者研修会 , 福岡 , 2019. 12. 

 ８．賞
1） 相原 伸平 , 屈 丙正 , 岩田 浩康 . スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門 優秀講演オーディエンス表彰 , 日本

機械学会 , 空手競技を対象とした単眼 RGB カメラ画像による 3 次元姿勢推定手法の開発 , 2019. 10.
2） 安藤 良介 , 大家 利之 , 草薙 健太 , 小泉 潤 , 大沼 勇人 , 片山 敬章 , 鈴木 康弘 . 最優秀奨励賞 , 日本トレーニング科

学会 , 6 週間の呼吸筋トレーニングがエリート水泳選手の横隔膜と呼吸補助筋の機能に及ぼす効果 , 2019. 10.
3） 石橋 彩 , 谷中 拓哉 , 山辺 芳 , 久保 貴寛 , 河野 孝典 , 亀井 明子 , 石毛 勇介 , 髙橋 英幸 . 優秀演題賞 , 日本スポーツ

栄養学会 , スキー・コンバインドナショナルチーム選手における運動後の異なる炭水化物の摂取量が翌朝の骨格
筋グリコーゲンの回復に及ぼす影響 , 2019. 8.

4） 石橋 彩 , 山辺 芳 , 谷中 拓哉 , 北村 隆 , 河野 孝典 , 石毛 勇介 , 髙橋 英幸 . 日本トレーニング科学会賞 , 日本トレー
ニング科学会 , スキー・コンバインドナショナルチーム選手のレースを想定した滑走運動が上腕三頭筋および大
腿筋のグリコーゲン含有量に及ぼす影響 , 2019. 10.

5） 大石 益代 , 前田 規久子 . ストレングス＆コンディショニングコーチ・オブ・ザ・イヤー 2018, 特定非営利活動法
人 NSCA ジャパン , 平昌パラリンピックで金メダルを獲得した新田佳宏選手、村岡桃佳選手に対するトレーニン
グ指導での貢献 , 2019. 6.

6） 亀田 麻依 , 前田 明 . 若手優秀発表賞 , 九州体育・スポーツ学会 , 女子バスケットボール選手の切り返し能力と跳
躍能力との関係 , 2019. 8.

7） 紅楳 英信 , 熊川 大介 , 加藤 恭章 , 皆川 唯 , 斉川 史徳 , 横山 瑠衣 , 横澤 俊治 , 山辺 芳 . 第 11 回ヤマハ発動機スポ
ーツ振興財団スポーツチャレンジ賞 , 公益財団法人ヤマハ発動機スポーツ振興財団 , 平昌オリンピックのスピード
スケートマススタートおよびチームパシュート競技へ向けたレース分析サポート , 2019. 4.

8） 村中 みいな , 向中野 元気 , 鈴木 康弘 , 仙石 泰雄 . ヤマハ発動機最優秀発表論文賞 ( ポスター発表部門 ), 日本水泳・
水中運動学会 , 主運動前の呼吸筋疲労が 100 m 全力クロール泳に与える影響 , 2019. 11.

 ９．特許
 1） 相原 伸平 , 澤田 みのり , 小倉 栄夫 , 吉田 雄大 . 日本スポーツ振興センター , 位置追跡システム、及び位置追跡方
　　 法 , JP6596804B, 2019. 10. 11.
 2） 田中 毅 , 相原 伸平 . 日立製作所 , トレーニング分類システム、トレーニング分類方法およびトレーニング分類サー
　　バ , JP6505614B, 2019. 4. 5.
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 10．一般雑誌記事
 1） 上野 俊明 , 豊島 由佳子 , 大島 勝 , 川端 啓義 , 小田 尚孝 , 下山 賢一郎 , 安井 利一 . 健口座談会／スポーツ少年・少
　　女達に知ってほしい、歯と口の話 . 埼玉県歯科医師会広報 ,  2019.
 2）大伴 茉奈 . 脳振盪って何？ . トレーニング・ジャーナル , 41(6)：27-30, 2019.
 3）大伴 茉奈 . 合宿中の病院や診療所の受診について . トレーニング・ジャーナル , 41(10)：38-41, 2019.
 4）大伴 茉奈 . 脳振盪からの回復 . トレーニング・ジャーナル , 41(11)：30-33, 2019.
 5）大伴 茉奈 , 中山 晴雄 . 脳振盪はなぜ危険なのか . トレーニング・ジャーナル , 41(7)：31-34, 2019.
 6）　大伴 茉奈 , 中山 晴雄 . 脳振盪はどういうときに , どのくらいの頻度で起こるのか . トレーニング・ジャーナル , 41
　　（8）：31-34, 2019.
 7） 大伴 茉奈 , 中山 晴雄 . 脳振盪が発生したら何をする？ . トレーニング・ジャーナル , 41(9)：31-35, 2019.
 8）大伴 茉奈 , 中山 晴雄 . 脳振盪のリハビリテーション . トレーニング・ジャーナル , 41(12)：30-34, 2019.
 9）大伴 茉奈 , 中山 晴雄 . 脳振盪のリハビリテーション（2）. トレーニング・ジャーナル , 42(2)：26-30, 2020.
10）清水 和弘 . 分泌型免疫グロブリン A（SIgA）からわかること . Training Journal, 4：12-16, 2019.
11）清水 和弘 . 現場で行える感染症対策と選手に対策を促す方法 . コーチング・クリニック , 12：16-19, 2019.
12）清水 和弘 . 風邪を引く人、引かない人はここで決まる . サンデー毎日 , 1：34-35, 2020.
13）清水 和弘 . 免疫力ＵＰでパフォーマンスアップ !! ―前編「免疫」が持つチカラ . 月刊陸上競技 , 1：123-125, 2020.
14）清水 和弘 . 免疫力ＵＰでパフォーマンスアップ !! ―後編 免疫力とトレーニングの関係 . 月刊陸上競技 , 2：123-125, 

2020.
15）星川 雅子 . 1 日の疲れをリセットする適切な睡眠時間と就寝法 . コーチング・クリニック , 9：8-11, 2019.
16）山辺 芳 . 競技スポーツを支援する空気力学 . 自動車技術会中部支部報 , 85：10-14, 2019.
17）横山 友里 , 亀井 明子 . 高齢者の運動と栄養 . 臨床栄養 , 135(4)：503-505, 2019.
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